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1 款 議会費 － 1 －  

平成平成平成平成 22224444 年度年度年度年度    決算に係る主要な決算に係る主要な決算に係る主要な決算に係る主要な    

【【【【    １款１款１款１款    議会費議会費議会費議会費    】】】】    

 

地域住民の代表機関として、地方自治体の最終意思決定機関である地方議会の役割は大幅に増大しており、組織

の自己決定権を尊重し、議会の活性化及び公開を図りつつ、住民に理解が得られる議会運営が求められている。 

こうした状況の中で、議会の審議能力の向上はもちろんのこと、地方議会の充実強化あるいは議員個々の政策 

形成能力の高揚に努めた。 

特に市民の悲願でもある西九州自動車道の早期建設に向け、積極的な取り組みを行い進展がみられた。また、本

市の厳しい財政状況の下、重要施設整備検討特別委員会、行財政改革特別委員会を開催し、重要施設の整備に関す

る調査研究及び、公の施設等の見直しと有効活用について横断的かつ総括的に調査研究を行った。 

このような、議会の活動内容を市民に広く知らせるために、議会中継システム、会議録検索システム、議会だよ

りを活用し開かれた議会の構築に向けて努力を重ねた。 

 

（１）（１）（１）（１）    議員研修旅費議員研修旅費議員研修旅費議員研修旅費    

各常任委員会では、先進都市のすぐれた施策等を見聞し、市勢浮揚の一助となるよう所管事務調査等を  

実施した。 

・総務委員会 ･････････････ 消防行政及び公共施設ストックマネジメントについて 

 （北海道上川郡美瑛町、滝川市） 

・産業建設委員会 ･････････ 畜産行政 （近江牛のブランド化の取り組み）及び観光行政（魅力的な観光地 

づくり）について 

 （滋賀県大津市、湖南市、蒲生郡日野町、長浜市） 

・文教厚生委員会 ･････････ いじめ防止条例及び病院事業並びに図書館事業について 

 （岐阜県可児市、愛知県新城市、田原市） 

・議会運営委員会 ･････････ 議会運営及び議会改革の取り組み並びにプロジェクター等を活用した議会運

営・委員会中継について 

 （千葉県流山市、柏市) 

・議会広報特別委員会 ･････ 議会広報作成全般について 

 （福岡県古賀市、佐賀県伊万里市) 

 

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

議会中継システム

管理事業 

（議会事務局） 

【事項別明細書 86頁】 

開かれた議会と議会傍聴ができない市民等の利便性向上のため、 

インターネットによる本会議の生中継、録画中継を行った。 

1,659 

議会会議録作成経

費 

（議会事務局） 

【事項別明細書 86頁】 

 議会内容の記録・保存のため会議録を作成するとともに、ホーム 

ページへの掲載を行った。また、議会に関する情報を広く市民に  

周知するため「市議会だより」を発行した。 

 ・会議録 2,173 千円   

発行回数：年４回  発行部数：54部 

 ・市議会だより   662 千円     発行部数：14,500 部 

発行回数：定例号 年4回 (5月、8月、11月、2月) 

2,835 

 － 2 － 1 款 議会費 

施策の成果についての報告書施策の成果についての報告書施策の成果についての報告書施策の成果についての報告書    

 

 

（２）特別委員会（２）特別委員会（２）特別委員会（２）特別委員会    

【議会広報特別委員会】 

市議会だより「とかいせん」は、定例号４回を発行した。各号発行に際し委員会を 3 回開催し、市民に

議会の様子がよりわかりやすく伝わるよう記事・レイアウト等の校正に努めた。 

また、シリーズ「ふるさと宝さがし」では、委員が各地区の行事や歴史を取材し地域の魅力を発信した。 

 

【西九州自動車道整備促進特別委員会】 

平成24年度も引き続き、伊万里道路、伊万里松浦道路の事業推進及び松浦市から佐々町間の早期事業化

に向け、佐賀、長崎河川国道事務所、九州地方整備局、自由民主党本部、地元選出国会議員等に対し、事業

促進に向けて要望活動を行った。 

特に中央要望活動を、民間団体と合同で昨年に続き実施したことにより市民の関心がより高まったもの

と思われる。そうした中で、松浦・佐々間約19キロメートルが事業の前提となる環境影響評価の手続きが

完了したことは、事業化に向けて大きな成果があった。 

 

【重要施設整備検討特別委員会】 

前年度に引き続き、重要施設の整備に関する調査研究のために２回の委員会を開催した。 

６月定例会では、施設を総合的に企画・検討・調整する体制を行政に強く求め、最終報告を行った。 

 

【行財政改革特別委員会】 

公の施設等の見直しと有効活用について横断的かつ総括的に調査するため、６月定例会において設置し、

４回の委員会を開催した。市が所有する公の施設等に特化した行財政改革について審査を行い、平成25年

３月定例会において中間報告を行った。 

 

（３）市議会会議録検索システム（３）市議会会議録検索システム（３）市議会会議録検索システム（３）市議会会議録検索システム    

会議録検索システムの活用により、インターネット、庁内のネットワークを通して市民や理事者等が本  

会議の内容を知ることができるなど、情報化時代に即応した事業の展開が図られた。 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

   1,659 いつでも視聴できる環境で、市民に開かれた議会情報の提供

を行い、市政への関心を図ることができた。 

アクセス件数 

H24 生中継 1,349件  録画中継 1,372 件 

H23 生中継 1,635件  録画中継 1,696件 

H22 生中継 1,630件  録画中継 2,085件 

   2,835 会議録発行と併せて、インターネットによる検索システムに

より、いつでも誰でも迅速に、容易に会議録の閲覧ができるよ

うになり、また、市議会だよりを通じて、より身近な議会活動

情報を提供し、市民に対し市政への関心を醸成することができ

た。 

 



2 款 総務費 － 3 －  

【【【【    ２款２款２款２款    総務費総務費総務費総務費    】】】】    

 

１１１１    総務管理費総務管理費総務管理費総務管理費    

（１）一般管理費（１）一般管理費（１）一般管理費（１）一般管理費    

少子高齢化、高度情報化などが進展し地方分権が推進される中、複雑多様化する行政ニーズに対応し、分権

時代に対応できる環境の整備や職員の資質向上が求められている。こうしたことから、開かれた行政、市民総

参加のまちづくりを進めるとともに、長崎県市町村職員研修センター主催の研修をはじめとする各種研修への

職員の参加等を積極的に行った。また、国家公務員においては平成21年４月から改正国家公務員法の施行に

よる新しい人事評価制度が実施されており、今後、地方公務員法の改正による同制度の義務化が予想されるこ

となどから人事評価制度構築に向けた取り組みに着手した。    

また、平戸市市民表彰式を行い各般にわたって市政の振興に寄与した者や、市民の模範と認められる行為が

あった26人及び２団体に市民表彰を授与し、個々の業績を称え本市の自治振興を促進した。 

また、市長自らが各地区に赴き、地域の実情や課題等を把握し、市民の皆さんの声をより市政に反映させ

るため、移動市長室及び市政懇談会を開催した。 

 

（２）広報費（２）広報費（２）広報費（２）広報費    

広報活動については、市政に関する情報を市民等に広く周知するため、「広報ひらど」の発行及びホーム  

ページによる情報発信を行った。 

「広報ひらど」とホームページに、市民の声のコーナーを設け、市民の意見を積極的に収集することに努めた。 

  

（３）情報通信費（３）情報通信費（３）情報通信費（３）情報通信費    

   平成23年７月24日に完全移行した地上デジタル放送について、難視聴対策のための共聴施設整備に対する

補助を行った。 

また、地域社会における情報化を推進し、地域の活性化及び豊かな市民生活の実現を図るため、平戸市地域

情報化推進協議会を設置し協議会を開催した。 

 

（４）ふるさと振興費（４）ふるさと振興費（４）ふるさと振興費（４）ふるさと振興費    

本市では、地方分権、自治体財政の悪化、少子化・高齢化、環境保全や産業の空洞化等、多様化高度化    

する地域社会の課題に対して、法令等に基づく画一的な行政サービスでは十分な対応が困難となる中、   

新たなまちづくりのシステムとして、「市民と行政が対等・平等な立場で、お互いを理解し尊重しながら協力

してまちづくりを行う」協働によるまちづくりを進めている。 

平成24年度は、平戸市まちづくり大会を核として、市民活動を推進する施策を強化するとともに、新しい

コミュニティの形成を目指した地域の元気づくり支援交付金を創設し、住民自治の確立に向けた取り組みを

実施した。 

また、定住対策については、ホームページ等による情報提供や定住希望者への相談対応、また、田舎暮ら

し体験ツアーの開催により、本市への定住の促進を図った。 

さらに、農林、水産、商工関係団体及び市で組織する協議会において、独身男女のめぐりあいの場を提供

するイベントを開催した。 

 

（５（５（５（５）国際交流）国際交流）国際交流）国際交流費費費費    

平成23年９月18日に姉妹都市締結を行ったオランダ王国ノールトワイケルハウト市との姉妹都市交流事業

として、市内高校生12名を青少年訪問団として派遣し短期留学事業を行い、両市の友好交流を深めた。 

さらに、友好都市である中国福建省南安市との交流では、日中国交正常化40周年を記念して開催された「日

中友好交流都市中学生卓球交歓大会」へ両市の中学生からなる合同チームを編成して大会へ参加した。 

また、国際交流につながる活動を行う団体の交流活動に対し助成を行い、市民団体レベルでの国際交流を推

進することができた。この他に2013年は平戸に英国商館が設置されて400周年を迎えることから、各種記念

事業を実施するための事前調査等を行った。 

 － 4 － 2 款 総務費 

 

 

 

（６）国土調査事業（６）国土調査事業（６）国土調査事業（６）国土調査事業    

本事業は、土地の保全及びその利活用の高度化に資するとともに、地籍の明確化及び土地行政の円滑化を図

り、土地に関する紛争の未然防止や早期解決、土地取引や公共工事の円滑化など、市民生活並びに行政施策と

もに効果性の高い事業として実施した。 

 

（（（（７７７７）交通政策費）交通政策費）交通政策費）交通政策費    

度島、高島地区の生活航路を維持・確保するため、離島航路の運航補助や運航委託を行った。また、地方

バス路線の確保を図り、地域住民の福祉の向上に資するため、ふれあいバスの運行補助などを行った。さら

に、鉄道交通の安全性の確保と利便性の向上のため、松浦鉄道(株)が行う施設整備に対し支援を行った。 

 

（８）諸費（８）諸費（８）諸費（８）諸費    

市内６か所で市民総合相談所を開設するとともに、市民総合相談室を常設し気軽に相談できる機会を設け、

悩み、相談、トラブルなどの解決を図るための助言等を行った。 

 



2 款 総務費 － 5 －  

【【【【    ２款２款２款２款    総務費総務費総務費総務費    】】】】    

 

２２２２    徴徴徴徴    税税税税    費費費費    

賦課事務については、地方税法、市税条例等を基に公平・公正な課税に努めており、電子申告をインターネ

ットを通じて受付けることができる「eLTAX システム」の導入が完了し、利用者の利便性と事務の軽減化・経費

削減が図られた。 

また、固定資産税課税の適正及び公平化ならびに課税業務の円滑な遂行を図るため導入している土地評価シ

ステムにおいて平成27年度評価替えに向け、航空写真のデジタル撮影を実施した。 

徴収事務については、デフレ等による景気低迷が続く中で、依然として滞納整理を取巻く環境は厳しい状況

にあるが、「納税推進行動計画」に基づき、滞納整理の促進に努めた。 

特に平成20年度から実施している「捜索」等により滞納者の生活実態を把握し、納税相談を行う中で多重債

務等の解消についても指導を行うなど、納税者の生活再建にも寄与するとともに、税に対する納税意識の高揚

にもつながっている。このような取り組みの結果、過払い金の還付による自主納付の増加や差押えによる公売

会の実施などの効果があり、平成 24 年度は特に不動産公売に取組み、滞納繰越分の収納率が飛躍的に増加し、

県下でも上位を維持している。 

しかしながら、過払い金の請求等については効果が限定的なこともあり、今後も研修等による滞納整理担当

職員の資質向上に努めるとともに、引き続き、捜索や合同公売会、不動産公売を実施するなど、さらなる徴収

事務の推進に努めていきたい。 

 

調定額、収入額及び収納率の比較                       （単位：千円、％） 

平成23年度 平成24年度 年度 

税目 調定額 収入額 収納率 調定額 収入額 収納率 

市 民 税 1,082,145 1,046,922 96.7 1,103,186 1,076,191 97.55 

固定資産税 1,471,166 1,345,074 91.4 1,351,937 1,256,190 92.92 

軽自動車税 94,138 89,538 95.1 94,787 90,755 95.75 

市たばこ税 211,994 211,994 100.0 215,207 215,207 100.0 

入 湯 税 27,973 27,973 100.0 27,720 27,720 100.0 

都市計画税 60,311 55,002 91.2 55,462 50,786 91.57 

計 2,947,727 2,776,503 94.2 2,848,301 2,716,851 95.38 

 うち滞納繰越 190,990 79,744 41.8 158,927 78,856 49,62 

※滞納繰越分を含む。 

  

 

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

人事評価制度構築

事業 

（総務課） 

【事項別明細書  90頁】 

人事評価制度の構築に向け、職員アンケートを行い、平戸市職員

人事評価に関する検討委員会において、人事評価制度の設計・構築

について検討を進めた。また、人事評価制度マニュアルにより、職

員を対象として制度説明会を開催した。 

・職員アンケート   594人 

 ・検討委員会開催回数 ６回 

・制度説明会    368人 

3,004 

 － 6 － 2 款 総務費 

    

 

    

    

３３３３    選選選選    挙挙挙挙    費費費費    

  次の選挙を執行した。 

① 長崎県北部海区漁業調整委員会委員一般選挙  （無投票） 

② 国営田平土地改良区総代選挙         （無投票） 

③ 田平土地改良区総代選挙           （無投票） 

④ 衆議院議員総選挙、最高裁判所裁判官国民審査 （投票日：平成24年12月16日） 

   

４４４４    統計調査費統計調査費統計調査費統計調査費    

平成24年度において、統計法に基づく以下の統計調査を実施した。 

① 工業統計調査    ② 住宅・土地統計調査（単位区設定） 

③ 就業構造基本調査  ④ 経済センサス 
 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

   3,004 人事評価制度導入に向け、人事評価マニュアル及び職員の行

動指針となる、求める職員像を策定することができた。 

また、制度説明会の実施により、人事評価制度に対する職員

の理解が深まった。 

市税調定額・収納率の推移 

94.19 

95.38 

92.80 92.28 

89.78 89.39 
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（百万円） （％）



2 款 総務費 － 7 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

市民表彰制度事業 

（総務課） 

【事項別明細書 90頁】 

本市の政治、経済、文化、社会その他各般にわたって市勢の振興

に寄与した者や市民の模範と認められる行為があった者など特別２

人、個人24人及び２団体に市民表彰を授与した。 

平戸市市民表彰式  

期日 平成25年２月23日 

場所 平戸文化センター 

 表彰 特別 体育    ２人 

個人 地方自治  ８人 産業    ４人  体育 １人 

       消防防災   ４人 交通安全  ２人 徳行  １人 

       寄附    ２人及び２法人 

団体 優良団体  ２団体 

132 

移動市長室開催事

業 

（政策推進課） 

【事項別明細書 96頁】 

地域の実情や課題を把握し、市民の声を市政に反映させるため、

市長自ら各地域に赴き、地域住民との意見交換を行った。 

開催状況 

   移動市長室 ５か所  15人 

市政懇談会 ８か所 468人 

36 

平戸市振興公社公

益法人移行事業 

（企画課） 

【事項別明細書 98頁】 

公益法人制度改革に伴い、(財)平戸市振興公社が旧法から新法に

基づく法人へ移行する際に必要となる手続き等を専門家へ委託する

経費に対し、助成を行った。 

全体事業費 3,360 千円(H23：1,680 千円 H24：1,680千円) 

1,680 

情報格差等対策事

業 

（政策推進課） 

【事項別明細書 100頁】 

平戸市地域情報化推進協議会を設置し、地域情報化の指針の策定

のため協議会を行った。 

 委員13名 協議会開催 ４回 

139 

無線システム普及

支援事業 

（政策推進課） 

【事項別明細書 102頁】 

平成 23 年７月 24 日の地上デジタル放送移行に伴う難視聴対策と

して、共聴施設の整備に対する補助を行った。 

実施地域 ２件 

鮎川地区（平戸南部）  12 世帯 

 大久保地区（生月）   24世帯 

17,610 

 

 

高齢者交通安全対

策事業 

（市民課） 

【事項別明細書 108頁】 

運転免許保有者数に占める高齢者の割合が増加傾向にあり、交通

死亡事故の当事者となる高齢者の比率も増加傾向にある。その中で

も高齢者が加害者となる事故が増加していることから、体験型の運

転者講習会を行った。 

187 

 

 

 － 8 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

   132 市政功労者・功績者等の表彰を行うことにより、事績を広く

紹介し、市勢の振興と経済、社会、文化等の発展に対する市民

の意識の高揚を図ることができた。 

   36 各地域や市民一人ひとりが抱える問題・課題について、生の

声を直接耳にすることで、実態把握ができ、今後のまちづくり

に活かすための課題を整理することができた。 

   1,680 新法に適合するための財務状況の把握や定款の整備などの

手続きが円滑に進められ公益財団法人として認定された。 

   139 地域情報化の現状と課題を把握することができた。（平成25

年度も継続して事業実施） 

  17,244 366 地上デジタル放送移行に伴って、新たな難視聴地域となった

世帯の良好な受信環境を保つことができた。 

   187 講習会を受講することで、自分自身の運動能力、判断力等の

低下を体験することにより、安全運転の意識の向上に寄与し

た。 

【参加人数】 

１日目：17人（平戸地区） 

２日目：15人（生月・田平・大島地区） 



2 款 総務費 － 9 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

地域間交流推進事

業 

（政策推進課） 

【事項別明細書 112頁】 

【枝幸町・平戸市いきいき交流事業】12月24日～28日 

平成14年度から始まった北海道枝幸町（旧歌登町）との交流事業

は、市内中学生６名が枝幸町を訪問し、ホームステイや雪遊び等を

通して枝幸町の中学生や地域住民と親睦を図った。 

 

【善通寺市市民号訪問】 10月 20日～21日 

昭和60年に弘法大師が取り持つ縁で姉妹都市締結を行っている香

川県善通寺市とは、隔年ごとに相互訪問を実施。24 年度は、善通寺

市から市民号使節訪問団17名が友好親善として来平し、平戸くんち

城下秋まつりへの善通寺市特産品の出店をするなどの交流を図っ

た。 

762 

地域総合整備資金

貸付事業 

（企画課） 

【事項別明細書 112頁】 

地域振興に資する民間事業者の支援を目的とした融資制度につい

て、平戸市森林組合が行う菌床椎茸栽培施設建設事業に対し貸付を

行った。 

貸付対象事業費   171,450千円 

財  源  内  訳   国費 85,725千円 市費 27,432千円 

森林組合負担額 58,293 千円 

貸 付 金  14,000千円(森林組合負担額×25％)  

新 規 雇 用 者  25 名予定 

14,000 

地域めぐりあい創

出事業 

（企画課） 

【事項別明細書 112頁】 

農林、水産、商工関係団体及び市で組織する協議会において、独

身男女のめぐりあいの場を提供するイベントを開催した。 

○イベント開催数 ５回 

イベント名 参加実績（男女） 

プチmy畑と海の幸Vol3 男： 5名 女： 4名 

プチmy畑と海の幸Vol4 男： 4名 女： 3名 

クッキングdeホットなめぐりあい 男： 5名 女： 5名 

平戸牛de焼肉ＬＯＶＥコン 男： 8名 女： 8名 

平戸恋するスポ婚 男： 7名 女： 8名 

合  計 男：29名 女：28名  

575 

 

 － 10 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

  84 678 姉妹都市及び交流都市と市民レベルでの親睦と交流を深め

るとともに、「平戸くんち城下秋まつり」に特産品が出品され

るなど、今後においても人的交流とともに物産交流などが期待

される。 

 14,000   長期かつ無利子の貸付により事業者の負担軽減が図れたと

ともに、本市の産業振興・雇用促進に寄与した。 

193   382 協議会参画団体による体験型の婚活イベントを実行するこ

とで数多くの出会いの場を提供する体制が整った。しかし、近

年、街コンなど参加者ニーズが多様化し、年々、参加者が減少

している。今後は、時代にマッチしたイベントを企画するなど

新しい出会いの場を粘り強く提供したい。 



2 款 総務費 － 11 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

協働によるまちづ

くり推進事業 

（企画課） 

【事項別明細書 112頁】 

本市が目指す協働は、市民が「自ら考え」「自らの力で」実行する

ことを基本におき、市民と行政がお互いを理解し、尊重しながら、

それぞれの役割を担い、ともに地域を支えあうことを目的にまちづ

くりを進めた。 

平成24年度では、これまでの地域活動に対する支援を見直し、そ

の活動を支える市民活動団体の育成及び強化を目的とした「やらん

ば市民活動サポート事業補助金」を創設し、段階に応じた継続的な

支援を構築し、市民が主体となったまちづくりの推進を図った。 

また、これまでの支援を引き続き実施することで市民と行政が一

体となった協働のまちづくりの推進を行った。 

・やらんば市民活動モデル事業委託料      2件  1,558千円 

・やらんば市民活動サポート事業補助金  12件 3,059千円 

  ①はじめの一歩部門    ３件   300千円 

  ②活動ステップアップ部門 １件   200千円 

③新規事業チャレンジ部門 ８件 2,559千円 

・市民力アップ支援事業補助金        1件  5,000千円 

・まちづくり活性化交付金               12件 13,620千円 

   ① 生月地区  ４件 6,375千円 

   ② 田平地区  ５件 3,777千円 

   ③ 大島地区  ３件 3,468千円 

 ・まちづくり大会経費他             820千円           

24,057 

地域の元気づくり

支援交付金事業 

（企画課） 

【事項別明細書 112頁】 

 

市民の参画と連携による自立した地域の確立を目指し、地域が一

体となって、個々の課題解決などに取り組むために交付金を創設し、

新しいコミュニティの組織化による地域活性化を図る。 

 

【平成24年度 取り組み実績 ２地区】 

  度島地区 お帰りなさいイルミネーション  400 千円 

  田助地区 ふれあい交流          250 千円 

 事務費（各事業に係る諸費）         70 千円 

720 

 － 12 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

 17,200 4,000 2,857 平成24年度から新設した「やらんば市民活動サポート事業」

及び「平戸市まちづくり大会」を開催することで、新しい市民

活動団体の組織強化など機運が高まってきたが、実際に支援を

活用する団体は、少数に止まった。今後とも平戸市まちづくり

大会を核にして、市民の意識改革や機運づくりを行っていきた

い。 

また、まちづくり活性化交付金を生月・田平・大島に交付す

ることで、地域の特性を活かしたまちづくりに寄与した。 

719   1 地域において、自治会を中心とした各種団体の連携が図ら

れ、地域活動に対する市民参画の拡大や新しいコミュニティへ

の意識の高揚につながった。しかしながら、平成 24 年度の交

付金活用地区は、２地区に止まった。今後も市民参加型のまち

づくり推進のため、本交付金を活用する地区を増加させるた

め、各地区説明会を実施する。 



2 款 総務費 － 13 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

定住促進対策事業 

（企画課） 

【事項別明細書 114頁】 

ホームページ等による定住関連情報の提供を行うとともに、都市

圏において開催された「ながさき田舎暮らしキャラバン」等に参加

し、本市への定住希望者への相談対応を行った。 

また、平戸ならではの生活を体験してもらうための「田舎暮らし

体験ツアー」を開催した。 

 

○ながさき田舎暮らしキャラバン及びふるさと回帰フェアー 

会 場 名 本市相談者 

東 京 会 場 10件    

大 阪 会 場 22件    

合  計 32件    

 

○平戸市田舎暮らし体験ツアー 

参加者 1回目 ４組 ５名 

           2 回目 ４組 ７名 

1,414 

「やらんば！平

戸」応援基金プロ

ジェクト事業 

（企画課） 

【事項別明細書 114頁】 

ふるさと納税制度を受けて創設した「やらんば！平戸」応援基金

について、平戸市総合計画の「やらんば燦燦プロジェクト」を達成

するための事業への活用を行った。 

 

市内公民館プロジェクター購入(４台) 809千円 

808 

国際交流員招致事

業 

（政策推進課） 

【事項別明細書 116頁】 

姉妹都市交流事業などの国際交流事業を円滑に実施するため、国

際交流員１名（オランダ人）を雇用し、通訳業務を行うとともに、

学校訪問や各種イベント等において、異文化の理解を深める交流を

行った。 

4,656 

南安市友好交流事

業 

（政策推進課） 

【事項別明細書 116頁】 

日中国交正常化40周年を記念して開催された「日中友好交流都市

中学生卓球交歓大会」に、鄭成功との歴史的なつながりで、友好都

市を締結している中国福建省南安市の中学生と本市中学生の合同チ

ームを編成し大会へ参加した。 

開催日時 平成24年8月16日（木）～8月21日（火） 

開催場所 中国北京市（中国オリンピックセンター体育館） 

参加者  平戸市 ５名 

      （中学生男女各１名、監督、役員、随行） 

906 

 － 14 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

  941 473 キャラバンやホームページ等による情報発信により 98 件の

相談を受け、7世帯16名のＵＩターン者の定住につながった。 

 

○ＵＩターン者数 

平成18年度  １世帯   １名 

平成19年度  ７世帯  12名 

平成20年度  ５世帯  10名 

平成21年度  ４世帯  13名 

平成22年度  ６世帯  13名 

平成23年度  ７世帯  14名 

平成24年度  ７世帯  16名 

  808  公民館講座の充実並びに利用団体の活動の幅が拡充された。

今後ともふるさと応援寄付金の推進を図るとともに、寄附者の

意向を反映した効果的な基金の運用を行っていく。 

○「やらんば！平戸」応援基金残高 

 2,760 千円(H24 末) 

 4,100 18 538 国際交流員を配置したことにより、オランダ王国などとの交

流事業の際に、円滑に事業運営ができた。また、学校訪問や各

種イベント等を通じて異文化への理解に貢献するとともに、市

民レベルでの国際交流を推進することができた。 

   906 両市の友好親善を深めるとともに、スポーツを通じて21 世

紀を担う青少年の友好交流の輪を大きく広げることができた。 



2 款 総務費 － 15 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

平戸英国商館設置

400周年記念事業 

（政策推進課） 

【事項別明細書 116頁】 

【事項別明細書 118頁】 

2013 年は、平戸英国商館が設置されて400周年の記念の年となる

ことから、官民一体となった実行委員会を組織し各種記念事業開催

に向けた事前調査を行うため、実行委員会委員による訪問団を英国

に派遣するとともに、記念事業ＰＲのための事前準備を行った。 

【事前調査訪問】 

訪問者  ５名 

期 間  平成24年10月30日～11月４日 

訪問先  イギリス国ロンドン市、メドウェイ市 

3,024 

平戸英国商館設置

400 周年記念推進

事業 

（政策推進課） 

【事項別明細書 118頁】 

平戸英国商館設置 400 周年記念事業を推進するため、緊急雇用創

出事業臨時特例基金事業を活用した実行委員会事務局の推進体制の

整備を行った。 

 雇用人数  １名 

雇用期間  平成25年2月１日～3月31日 

468 

ノールトワイケル

ハウト市姉妹都市

交流事業 

（政策推進課） 

【事項別明細書 118頁】 

平成23年9月に姉妹都市締結を行ったオランダ王国ノールトワイ

ケルハウト市との更なる友好交流を発展させるため、市内高校生 12

名を青少年交流訪問団として派遣し短期留学事業を行った。 

 訪問期間  平成24年9月10日～9月23日 

参加人数  17 名 

（高校生12名、教員３名、国際交流員、随行） 

短期留学先  レーウェンホルスト中高学校 

3,224 

国 土 調 査 事 業 

(建設課) 

【事項別明細書 118頁】 

【事項別明細書 120頁】 

土地の保全及びその利活用の高度化に資するとともに、あわせて

地籍の明確化を図るため、下記の地区について地籍調査事業を実施

した。 

①平戸港周辺地区地籍調査業務委託 

（平戸港周辺地区、岩の上第3-2地区、岩の上第2-2-1地区） 

②大久保地区地籍調査業務委託 

（大久保第3地区、大久保第2地区） 

③戸石川地区地籍調査業務委託 

（戸石川第2地区、岩の上第2-2-2 地区、戸石川第1-1地区） 

④地籍調査数値情報化業務委託 

（岩の上第2-1地区、岩の上第3-1地区、大久保第1地区） 

業務委託 工程 面積 筆数 事業費（千円） 

D・E・F 0.41ｋ㎡ 2,118筆 
① 

G・H 0.93ｋ㎡ 1,793筆 
33,511 

D・E・F 0.33ｋ㎡ 432筆 
② 

G・H 0.30ｋ㎡ 377筆 
14,175 

③ D・E・F 0.92ｋ㎡ 1,974筆 43,177 

④ H4 1.10ｋ㎡ － 840  

105,449 

 － 16 － 2 款 総務費 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

  1,570 1,454 関係する各種団体及び地域代表からなる実行委員会が組織

され、官民が一体となった記念事業への取り組みがなされた。 

また、事前調査を実施したことで、史実を記した資料として、

徳川家康が発行した「朱印状」の存在により、交易の史実を確

認することができたとともに、イギリス側関係団体等の協力を

得られるなど、記念事業実施に向けた準備を行うことができ

た。 

468    新たな雇用創出が図られたとともに、記念事業を推進するた

めの事務局体制整備が図られた。 

  593 2,631 姉妹都市としての更なる友好交流の促進が図られるととも

に、日本とオランダの教育の違いや、ホームステイを通じての

文化・生活の違いを体感することができ、次代を担う子どもた

ちの国際的な視野を広げることができた。 

77,385  31 28,033 平成 24 年度は、平戸港周辺地区、岩の上第３－２地区、大

久保第３地区、戸石川第２地区、岩の上第２－２－２地区、戸

石川第１－１地区の一筆地調査を実施し、次年度の地積測定、

地籍図及び地籍簿の作成のための準備を完了した。及び、前年

度に一筆地調査を実施した岩の上第２－２－１地区、大久保第

２地区の成果の閲覧を行い認証・承認の手続きを経て法務局へ

送付した。 

また、岩の上第２－１地区、岩の上第３－１地区、大久保第

１地区の成果について、数値情報化による地籍情報管理システ

ム基礎データを作成することにより、国土調査の成果の管理と

利活用を図ることが可能となった。 



2 款 総務費 － 17 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

離島航路対策事業 

（企画課） 

【事項別明細書 120頁】 

【事項別明細書 122頁】 

度島地区住民の生活航路を維持するため、平戸－度島航路の運航

事業者に対し運航補助を行った。また、大島・度島航路の悪天候時

の薄香港寄港の際における臨時バスの運行委託を行った。 

 

○航  路：平戸－度島（本村、飯盛）１日４便1,467回運行 

旅客人員82,797人  自動車台数9,678台 

 ○臨時バス：68回運行  利用者1,206人 

19,450 

高島地区航路対策

事業 

（企画課） 

【事項別明細書 122頁】 

高島地区住民の生活航路を確保するため、宮の浦－高島航路の運

航委託を行った。 

 

○宮の浦－高島：420回運行、利用者891人 

1,960 

路線バス維持対策

事業 

（企画課） 

【事項別明細書 122頁】 

地方バス路線の確保を図り、地域住民の福祉の向上に資するため、

不採算路線を運行するバス事業者に対し運行補助・委託を行った。 

○市内生活路線維持費補助 45,013千円        

 平戸 生月 大島 

路線系統数 ５ １ ５ 

○広域生活路線維持費補助 2,569千円        

 路線系統数 １路線 平戸～松浦線 

○ふれあいバス運行業務委託 17,360千円        

 中部（平戸） 南部（平戸） 

路線系統数 ７ ３ 
 

64,951 

松浦鉄道施設整備

事業 

（企画課） 

【事項別明細書 122頁】 

鉄道交通の安全性を確保するため、松浦鉄道(株)が新経営改善計

画(平成16年度～25年度)に基づき行う老朽化施設の整備に対し、長

崎県・佐賀県及び沿線自治体による支援を行った。 

 

事 業 費：295,777千円 

事業内容：レール重量化、分岐器重量化、マクラギ交換など 

8,607 

防犯灯管理運営事

業 

(市民課) 

【事項別明細書 122項】 

【事項別明細書 124項】 

 各地区で設置・維持管理している防犯灯に対して補助を行った。 7,113 

 

 － 18 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

   19,450 離島航路を維持するとともに、航路利用者の利便性の向上が

図られた。 

○旅客人員等の推移       

区  分 22年度 23 年度 24 年度 

運航回数（回） 1,452 1,444 1,467 

旅客人員（人） 80,122 81,288 82,797 

自動車台数（台） 8,687 9,966 9,678 
 

   1,960 高島地区住民の交通手段の確保に寄与した。 

○利用者数の推移      （単位：人） 

区 分 22年度 23 年度 24年度 

利用者 639 614 891  

  2,254 62,697 ふれあいバスの運行により、交通空白地帯の解消、通勤・通

学・通院などの生活路線の確保に寄与した。平成 24 年度は、

平戸地区の補助対象区間を拡大し、路線の維持を図った。 

○利用者数の推移                     （単位：人） 

区  分 22年度 23 年度 24年度 

平戸地区 86,523 83,812 152,978 

生月地区 5,532 5,621 5,309 

大島地区 11,485 9,883 13,845 

補
助 

平戸・松浦線 37,274 37,361 39,119 

平戸中部地区 17,353 16,223 16,325 委
託 平戸南部地区 9,799 11,000 12,769 

合  計 167,966 163,900 240,345 
 

 8,100  507 本整備により、鉄道交通の安全性の確保と利用者の利便性の

向上に寄与した。 

○松浦鉄道(株)  

営業路線：有田駅～佐世保駅 93.8㎞ 

 区  分 22 年度 23年度 24年度 

駅  数 57 57 57 

車 両 数 26 23 23 

普通 1,038 1,098 1,073 乗客数 

(千人) 定期 1,859 1,809 1,859  

   7,113  自治会の防犯灯の設置及び維持管理に対し補助事業を行う

ことで、安全・安心まちづくりに寄与した。 

 ・新規        36 基  ・器具取替  77基 

・修理（電球取替等）296基  ・電気料 2,228 基 



2 款 総務費 － 19 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

人権問題啓発事業 

（総務課） 

【事項別明細書 124頁】 

差別や偏見のない市民生活を目指し、人権擁護委員協議会と協力

して、小学校児童を対象に人権の花運動等の人権問題啓発活動を行

った。 

人権の花運動(指定校 根獅子小、生月小、大島小) 

人権擁護委員会負担金 320千円 

390 

市民総合相談開催

事業 

(市民課) 

【事項別明細書 124頁】 

 市内６か所で相談所を開設し、市民が気軽に相談できる機会を設

けた。 

84 

市民総合相談室設

置事業 

(市民課) 

【事項別明細書 124項】 

 長崎県消費者行政活性化基金事業を活用し、消費者相談員の配置

及び啓発活動を実施した。 

 また、市民総合相談室を常設し、市民が相談しやすい環境を整え

た。 

4,177 

土地評価システム

管理事業 

（税務課） 

【事項別明細書 126頁】 

固定資産税課税における税の適正及び公平化ならびに課税業務の

円滑な遂行を図るため、土地評価システムによりデータを整備して

評価を行っている。また、平成27年度固定資産評価替えに向け、基

礎資料となる土地、家屋の航空写真のデジタル撮影を行った。 

○システム内容  

  航空写真や地番図をデジタル処理した後、情報としてシステ

ム内に取り込み、それぞれを重ね合わせながら、土地の状況を

判断し評価を行なうシステム。 

○作業内容 

年度内のデータ更新(地番図、家屋図異動修正) 

市内全域の航空写真の撮影・デジタルオルソフォト作成 

21,851 

 

 － 20 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

16   374 人権に関する教育や啓発を行うことで、差別や偏見のない温

もりある心豊かな地域づくりを推進できた。 

   84 近年さまざまな相談依頼があっており、そのため行政相談委

員や人権擁護委員等の協力を得て、市民総合相談所を開設し、

複雑な相談内容などの最善策を模索し市民がかかえる問題の

解決に寄与した。 

開設日及び相談件数 

平戸南部地区:10月10日 2件  田平地区:10月24日 8件 

平戸中部地区:11月  5 日 4件  大島地区:11月21日 3件 

平戸北部地区:12月21日 3件  生月地区:1月16日 0件 

相談室（常設）     93件  合計113件 

2,369  14 1,794 消費生活相談員及び啓発活動の充実を図ることによって、地

域住民の生活や財産を守るとともに、専門員の配置による各種

関係機関との連携強化によって、相談解決に努めた。 

 相談件数85件 

   21,851 システムにより評価の均衡化が図られ、公平且つ適正な課税

を行うことができた。 

また、市内全域の航空写真撮影を実施することにより、

平成 27 年度評価替えに向けて正確な客体の把握と基礎デ

ータの整備が図られた。 



2 款 総務費 － 21 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

収納対策推進事業 

（税務課） 

【事項別明細書 128頁】 

捜索等による差押物件の合同公売会、平成24年度から不動産公売

を実施するなど、滞納対策を積極的に行った。 

また、国保事業と連携したＦＰ（ファイナンシャルプランナー）

による納税相談の実施や国税ＯＢによる指導を受けるなど収納対策

の強化を図った。 

○滞納処分件数                （単位：件） 

 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 

交 付 要 求 33 30 43 45 24 29 

債 権 201 637 796 1,257 1,180 1,175 

動 産 0 37 101 121 121 72 

不 動 産 10 28 9 11 11 59 

差 

 

押 
自動車等 1 44 38 26 26 4 

合 計 245 776 987 1,460 1,337 1,340 

 

○捜索件数                  （単位：件） 

 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24 年度 

捜索 0 19 70 75 95 50  

298 

長崎県北部海区漁業

調整委員会委員一般

選挙 

（選管事務局） 

【事項別明細書 132頁】 

任期満了に伴う、長崎県北部海区漁業調整委員会委員一般選挙を

執行した。 

選挙すべき委員の数 ９人 

告示日：平成24年7月24日（火） 

投票日：平成24年8月 2日（木） 

92 

国営田平土地改良区

総代選挙 

（選管事務局） 

【事項別明細書 132頁】 

任期満了に伴う、国営田平土地改良区総代選挙を執行した。 

選挙すべき総代の数 35人 

告示日：平成24年11月20日（木） 

投票日：平成24年11月27日（木） 

77 

田平土地改良区総代

選挙 

（選管事務局） 

【事項別明細書 134頁 

任期満了に伴う、田平土地改良区総代選挙を執行した。 

選挙すべき総代の数 50人 

告示日：平成25年２月14日（木） 

投票日：平成25年２月21日（木） 

178 

 － 22 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

  157 141 

 

○滞納処分にかかる税充当の状況 

 件数 税充当金額 

所 得 税 還 付 金 107件 2,961千円 

預 貯 金 735件 25,728千円 

動 産 72件 2,383千円 

給 与 161件 8,314千円 

不 動 産 59件 12,437千円 

そ の 他 206件 12,347千円 

合 計 1,340件 64,170千円 

○公売の状況 

 回数 税充当金額 

インターネット公売 8回 2,300千円 

合 同 公 売 会 5回 713千円 

期 間 入 札 公 売 12回 81千円 

不 動 産 公 売 2回 9,717千円 

合 計 27回 12,811千円 

 ※件数、税充当金額については国保税等にかかる分 

を含む。 

92    選挙の結果は、下記のとおり。 

漁業法第94条において準用する公職選挙法第100条第４項

の規定により無投票。 

  77  選挙の結果は、下記のとおり。 

土地改良法施行令第18条の２の規定により無投票。 

  178  選挙の結果は、下記のとおり。 

土地改良法施行令第18条の２の規定により無投票。 



2 款 総務費 － 23 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

衆議院議員総選挙、

最高裁判所裁判官

国民審査 

（選管事務局） 

【事項別明細書 134頁】 

 

平成 24 年 11 月 16 日に衆議院が解散されたことに伴い、第 46 回

衆議院議員総選挙を執行した。また、最高裁判所裁判官国民審査も

同時に執行した。 

公示日：平成24年12月 ４日（火） 

投票日：平成24年12月16日（日） 

◎投票所・開票所・期日前投票所内訳 

 設置数 従事者数 延べ日数 経 費 

投 票 所 53か所 299 － 9,502 

開 票 所 1か所 99 － 1,167 

期日前投票所 8か所 159 43 2,656  

23,932 

   

 

 － 24 － 2 款 総務費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

23,932    選挙の結果は、下記のとおり。 

◎投票結果 （小選挙区） 65.38％ 

 平戸 大島 生月 田平 

当 日 有 権 者 数

（人） 
16,809 1,099 5,361 5,862 

小選挙区 65.95 70.43 68.76 60.44 

比例代表 75.94 70.43 68.76 60.44 

投

票

率 

(%) 国民審査 64.28 70.25 64.52 59.60 
 

     

 



3 款 民生費 － 25 －  

高齢化率

22.1 22.7 23.1 23.4
24.1

25.3 25.7 26.0 26.2 27.0

31.7 32.0 32.2 32.6 33.3

20.0

25.0

30.0

35.0

H20 H21 H22 H23 H24

(%)

【【【【    ３３３３款款款款    民生民生民生民生費費費費    】】】】    

 

１１１１    社会福祉費社会福祉費社会福祉費社会福祉費    

本市の高齢化率は、県下の中でも高く、これと相

まって少子化現象もさらに進行するなど、福祉を取

り巻く環境は大変厳しい状況にある。このため、社

会全体で支える介護保険制度の円滑な運営とともに、

高齢者が健康で暮らしやすいまちづくりを目指して、

在宅福祉のサービスの充実に努めた。また、障害者

対策については、地域の中で自立し、生活するため

の社会参加型の福祉サービスを実施した。 

 

（１）社会福祉対策（１）社会福祉対策（１）社会福祉対策（１）社会福祉対策    

高齢社会における地域福祉の向上を目的として、民生委員児童委員及び社会福祉協議会との連携により、積

極的に市民のニーズに応じた相談、各種サービス等を提供した。 

 

（２）障害者福祉対策（２）障害者福祉対策（２）障害者福祉対策（２）障害者福祉対策    

障害者の高齢化や核家族化など、様々な状況の変化により、行政に求められるニーズも多種・多様化してい

る現状である。また、地域生活への移行や定着のため、住む場所や就労に関する相談も増加傾向にある。平

成18年から、「措置」から利用者と事業所との「契約」による利用へと移行し、平成24年には障害者自立支

援法に則った、新しいサービス種別の体系へ完全移行した。これに伴い、申請手続きにおいて利用者個々の

サービス量や支援制度を窓口、電話、訪問で相談対応し、障害者の社会参加を促進し、安心して生活できる

ように支援した。また、障害者が病院や入所施設でなく地域で自立できるよう支援を行った。 

 

（３）高齢者福祉対策（３）高齢者福祉対策（３）高齢者福祉対策（３）高齢者福祉対策    

ひとり暮らしの高齢者や介護保険の対象外となった在宅の高齢者に対し、関係機関と連携をとりながら、介

護予防・生活支援事業等に積極的に取り組み、安心、安全な生活が送れるよう福祉施策を実施した。 

また、高齢者が老後の生活を豊かなものにするための環境づくりとして、老人クラブの活動を支援すること

により、教養の向上、地域社会との交流など、高齢者の生きがいと健康づくりに努めた。 

高齢者生活福祉センターにおいては、介護支援機能、居住機能及び交流機能を総合的に提供することにより、

自立的生活の助長と社会的孤立感の解消を図った。また、居住部門においては、高齢のため独立して生活す

ることに不安のある者に対して居住施設を提供することにより、安心して生活できる環境づくりに努めた。 

 

（４）後期高齢者医療対策（４）後期高齢者医療対策（４）後期高齢者医療対策（４）後期高齢者医療対策    

   後期高齢者医療制度に基づく療養給付費負担金のほか、低所得者に対する保険料の軽減を図るための保険基

盤安定負担金、長崎県後期高齢者医療広域連合事務費負担金等の繰り出しを行い、制度の円滑な運営に努めた。 

 

（５）国民健康保険（５）国民健康保険（５）国民健康保険（５）国民健康保険    

国民健康保険法に基づく事務処理を行うための人件費負担のほか、低所得者に対する保険税の軽減を図るた

めの保険基盤安定負担金、財政安定化支援事業に基づく財政支援のための繰り出し等を行い、国保財政の健全

化及び税負担の平準化に努めた。 

 

（６）介護保険（６）介護保険（６）介護保険（６）介護保険    

介護保険事業を円滑に運営するため、介護保険財政基盤の安定化を推進し、介護保険法に基づく保険給付費、

地域支援事業費の繰り出し等を行った。また、低所得者に対する利用負担の軽減・支援措置等を行い、公平、

公正な介護サービスの提供を図った。 
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２２２２    児童福祉費児童福祉費児童福祉費児童福祉費    

（１）（１）（１）（１）児童福祉対策児童福祉対策児童福祉対策児童福祉対策    

次世代育成支援対策推進法に基づき策定した「平

戸市次世代育成支援行動計画(後期計画)」に沿って、

利用者の多様な需要に対応した保育サービスを実施

する保育所に対し助成を行った。放課後対策として、

保護者が就労等で家庭にいない小学校低学年の児童

に対して適切な遊びや生活の場を与え、児童の健全

育成を図る放課後児童クラブへの活動経費の助成を

行った。また、家庭相談員による各種相談・指導・

助言により、家庭における児童養育の向上に努めた。

さらに、要保護児童対策地域協議会を開催し、要保

護児童の早期発見及び適切な保護並びに関係機関と

の連携、協力を図った。子育て家庭に対して、育児

不安や育児ストレスによる虐待防止のための「親育

ち講座」の開催や子育て支援拠点施設を整備し、子育て親子の支援を行った。離島地域における妊婦に対し

ては、定期健診時や出産時における交通費の助成を行い、安全安心な出産のための支援を行った。また、保

育所の改修や保育環境を整えるための施設整備、児童館の耐震改修事業、託児ボランティアの派遣、乳児の

健やかな成長と保護者の経済的負担を軽減するため育児用品の無料貸出しを行い、子育て家庭が安全安心で

子育てしやすい環境づくりを行った。 

    

（２）母子福祉対策（２）母子福祉対策（２）母子福祉対策（２）母子福祉対策    

ひとり親家庭等の生活の安定と、自立の促進を目的とした児童扶養手当の認定及び支給を行った。この他、

福祉資金の貸付相談、母子家庭自立支援給付事業による必要な指導助言及び家庭支援員を派遣し、育児支援

や家事支援を行うなど、母子家庭等の福祉の増進に努めた。 

 

３３３３    生活保護費生活保護費生活保護費生活保護費    

 本市の保護率（人口 1,000 人に対する保護人員割

合）は、新市発足時（平成 17 年度）は 9.70‰であ

った。以降、ほぼ横ばい傾向で推移していたが、平

成 20 年 10 月以降の国内経済の低迷と雇用環境の悪

化に伴い、失業者は急激に増加し、本市における生

活保護受給者もこの社会情勢を背景に増加傾向が一

層高まり、平成22年度において、被保護者数は324

世帯 408 人、保護率 11.65‰と新市発足後、最高の

受給者数となった。平成23年度以降は、減少傾向と

なっているが、平成25 年 3月 31 日現在では被保護

者数は 309 世帯 397 人と前年より世帯数は変わらな

いものの、世帯員数は12人の増となっている。全国

及び県内の保護世帯数は増加傾向にあり、本市にお

いても相談件数は増加していることから今後は微増すると推測される。 

 制度の実施については、保護相談時における失業保険や老齢年金及び障害年金受給、住宅手当、生活福祉資

金の利用など他法他施策の活用による最低生活維持の可能性を検討し助言を行った。また、保護者に対して

は、公的扶助を受ける権利を有するとともに、扶助費の計画的な利用や早期就労による自立、収入届出等の

報告義務について被保護者が進んでこれを果たすよう指導を行った。 

 

就学前児童の保育状況
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3 款 民生費 － 27 －  

 

 

 

４４４４    災害救助費災害救助費災害救助費災害救助費    

現に居住の用に供している建物が、災害救助法の適用基準に達しない災害により被害を受けた市民に対し、小

災害見舞金の支給を行った。また、火災により死亡した者の遺族に対し、弔意の意を表し自立更生を助長するた

め弔慰金を支給した。 

     

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

社会福祉協議会支

援事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 140頁】 

多様化する福祉ニーズに応えるため、社会福祉の向上を目的とする

民間組織団体である社会福祉協議会に対して、地域福祉の増進、広報

活動、共同募金運動など福祉ニーズに応えるべく活動する非営利部門

に対して助成した。 

社会福祉協議会運営補助金           56,305千円 

社会福祉センター運営補助金           3,738千円 

60,043 

福祉健康まつり開

催事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 140頁】 

高齢者、障害者、児童、母子寡婦等が地域社会あるいは家庭におい

て、温かく、ふれあいがあり、安心して生活できる環境づくりを推進

するとともに、一般市民の理解と関心の高揚を図るため開催する福祉

健康まつりに対して助成した。 

実施団体   平戸市福祉健康まつり実行委員会 

参加協力団体 63団体    

1,000 

民生委員児童委員

設置事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 140頁】 

社会奉仕の精神を持って自主的に地域住民の福祉の増進に努めるた

め、社会福祉政策への協力など、広範囲にわたる活動を職務とする民

生委員児童委員で構成される民生委員児童委員協議会連合会に対し、

活動費等の助成を行った。 

民生委員児童委員協議会連合会補助金    12,474千円 
 

開催数・委員数 実  施  団  体 等 

 125名 民生委員児童委員協議会連合会 

12,474 

戦没者追悼事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 140頁】 

戊辰戦争から太平洋戦争までの長崎県籍の戦没者 60,723 柱を祀る

長崎県忠霊塔の屋根改修の負担を始め、先の大戦で亡くなられた方々

の御霊を奉慰顕彰するとともに、未来を担う世代に継承するため、各

地区遺族会などの関係団体の参加を得て設立した「平戸市戦没者慰霊

奉賛会」に対し助成を行った。また、各地にある慰霊碑等維持管理に

対しても助成を行った。 

①県忠霊塔屋根改修工事負担金         264千円 

  （長崎県戦没者慰霊奉賛会） 

②平戸市戦没者追悼式補助金          668千円 

（平戸市戦没者慰霊奉賛会 参列者:約380人） 

③戦没者慰霊碑等維持管理補助金        440千円 

（平戸地区遺族会他10団体） 

④長崎県追悼式参加費経費等          200千円 

1,572 
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（単位：千円） 

 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   60,043 社会福祉協議会の運営基盤の強化、施設の維持補修等が行わ

れ、多様化する福祉ニーズに応えるなど、地域福祉の増進が図

られた。 

   1,000 高齢者、障害者、児童、母子寡婦等が地域社会に活動情報等

を発信し、参加者の生きがいづくりや市民の福祉健康に対する

理解と関心の高揚を図ることができた。 

来場者数 

 H24：約4,700 人 H23：約5,300人 H22：約4,700 人  

   12,474 民生委員児童委員活動を支援することにより、地域住民が安

心して暮らせる環境づくりに寄与した。 

200   1,372 

 

大戦で亡くなられた方々の御霊を追悼するとともに、平和学

習の一環として参加した学生とともに改めて、平和の大切さを

確認することができた。 

また、高齢化に伴い、弱体化が懸念される遺族会活動を支援

するため追悼式の開催経費や慰霊碑維持管理費の助成を行い、

遺族会の活動が行い易くなった。 



3 款 民生費 － 29 －  

                                      

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

地域生活支援事業 

 （福祉課） 

【事項別明細書 142頁】 

【事項別明細書 144頁】 

障害者が、自立した日常生活や社会生活を送ることができるよう特

性に応じた支援を行った。 

○移動支援事業                2,269千円 

屋外での移動が困難な在宅の障害者に対し、ヘルパーによる移動

支援を行った。  

8施設 利用人数 18人（延べ97人）  

○身体障害者訪問入浴サービス事業        596千円 

  在宅の肢体不自由身体障害者１、２級で自ら入浴が困難な者に対

し、訪問入浴サービスを行った。 

1施設 利用人数 2人（延べ利用回数 53回） 

○日中一時支援事業              3,008千円 

障害者（児）の介護を行う者が疾病その他の理由により、当該障

害者が在宅において介護を受けることが一時的に困難となった場合

に施設に短期入所させ、日常訓練等を行った。 

3施設 利用人数 9人（延べ606人）  

○生活サポート事業                32千円 

障害程度区分非該当者に対し、ホームヘルパーを派遣し日常生活

の支援を行った。 

1施設 利用人数 1人（延べ利用回数24回）  

○社会参加促進事業              2,990千円 

障害者が地域生活を継続できるよう障害者やボランティア等の交

流事業を行い、生きがいを持って過ごせるよう支援を行った。 

   市内6か所 16回  参加人数 46人（延べ166人） 

○地域活動支援センター事業          5,529千円 

障害者の社会復帰を目的とした平戸市障害者地域活動支援センタ

ー「ホープドリーム」、「はーとオアシス（松浦市）」へ助成を行った。 

○日常生活用具給付事業            6,840千円 

  日常生活を容易にするため、在宅の重度障害者に対し、その利用

に適した日常生活用具の給付を行った。 

    排泄管理支援用具等  642 件 

○手話奉仕員派遣事業               6千円 

  聴覚、言語機能などの障害のため、意思疎通を図ることに障害が

ある方に、円滑にコミュニケーションが図れるよう手話奉仕員を派

遣した。 

    助成件数  1件 

○身体障害者補助犬飼育管理助成事業       246千円 

  補助犬を利用する障害者に対し、福祉の向上を図り、社会参加を

支援するために、飼育のために必要な経費の助成を行った。 

      盲導犬利用者  3人 

21,516 
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（単位：千円）                                      

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

11,289  12 10,215 障害者の行動範囲の拡大などによる日常の生活向上や地域

での自立が支援され、社会参加の促進と生きがいづくりに寄与

することができた。 



3 款 民生費 － 31 －  

    

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費  

心身障害者福祉タ

クシー助成事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 44頁】 

社会活動の範囲を広め福祉向上を図るため、在宅の心身障害者で、

車椅子常用者、知的障害者、視覚障害者に対し、市内のタクシー業者

を利用する場合、基本料金の９割助成を行った。 

車椅子常用者 29人（述べ471件） 169 千円 

  知的障害者   5人（延べ 86件） 39 千円 

  視覚障害者  12人（延べ247件） 106 千円 

  事務費 25千円 

339 

身体障害者交通船

旅客運賃助成事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 144頁】 

第２種身体障害者手帳所持者に対し、社会参加とその軽減を図るた

め交通船旅客運賃の４割助成を行った。 

  大島～平戸  29人（延べ1,388 件） 356 千円 

  度島～平戸   4人（延べ  283 件） 70 千円 

事務費 186 千円 

611 

福祉医療給付事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 144頁】 

【事項別明細書 158頁】 

福祉の増進及び負担軽減のため、心身障害者、乳幼児、母子家庭等

における母と子及び寡婦等に対して、医療費の助成を行った。 

○扶助費                     153,892千円 

   乳幼児                 ＜29,842千円＞ 

母子家庭等               ＜11,236千円＞ 

   障害1･2級                 ＜39,609千円＞ 

   療育Ａ1･2                  ＜ 7,719千円＞ 

   老人                  ＜36,871千円＞ 

   障害3級                ＜ 9,199千円＞ 

   療育Ｂ1                            ＜ 2,537千円＞ 

   単独(障害4級･療育Ｂ2･老人3･4級Ｂ1) ＜16,879千円＞ 

 ○事務費                   4,608千円 

158,500 

 

ひらどふれあい福

祉事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 144頁】 

【事項別明細書 146頁】 

地域福祉向上のため、ひらどふれあい福祉基金を活用し、社会福祉

活動団体に対して助成した。 

在宅重度障害者と学生ボランティアとのふれあい研修事業 

                          58 千円 

実施団体：田平町身体障害者福祉協会 

58 
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（単位：千円）      

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

   339 障害者の社会活動の範囲が広がり、障害者の福祉向上に寄与

することができた。 

   611 障害者の社会参加が促進された。 

70,149 

 

 5 88,346 心身機能の障害で日常生活に支障がある者、乳幼児、母子家

庭等の経済的負担の軽減ができた。 

○支給件数の推移             (単位：件) 

 22年度 23 年度 24年度 

乳 幼 児 13,653  23,688  22,708  

母子家庭等 3,441  4,261  4,032  

障害１・２ 6,459  6,701  6,806  

療育 A１・２ 2,116  2,068  1,833  

老 人 6,844  6,706  6,250  

障 害 ３ 1,893  2,248  2,344  

療育Ｂ １ 924  875  913  

単 独 5,621  5,540  6,131  

合 計 40,951 52,087  51,017   

  58  日頃外出する機会が少ない障害者が、福祉施設等の視察研修

や交流を通じて、仲間や生きがいづくりなどの社会参加を促進

することができた。 



3 款 民生費 － 33 －  

    

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

障害者自立支援給

付費等事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 146頁】 

 障害者自立支援法に基づき、障害者の自立を支援するため、特性に

応じた障害福祉サービスを行った。 

○補装具給付事業                   8,911千円 

身体機能を補うために、車いすや補聴器等の補装具の交付、修理

の費用を給付した。 

   交付 80件  修理 54件 

○介護給付サービス事業               555,250千円 

  障害に起因する、日常生活上継続的に必要な介護支援で、在宅の

障害者に対して、家事や身体的支援のため、ホームヘルパーの派遣

や介護者の事情等により一時的に施設で預かる短期入所事業、通所

による創作的活動等を行う生活介護事業の給付、また、自立を図る

ため、生活訓練等を必要とする者や家庭において必要な介護を受け

られない障害者に対し、施設入所や通所サービス等の給付を行っ

た。 

居宅介護事業   9施設  71人（延べ   759人） 44,765千円 

短期入所事業   3施設  7人（延べ   60人）  4,234千円 

生活介護事業  42施設 154人（延べ 1,705人）244,686千円 

療養介護事業   5施設  3人（延べ  143人） 48,062千円 

   入所支援施設  27施設 127人（延べ 1,358人）138,864千円 

ケアホーム   25施設  55人（延べ   615人） 74,639千円 

○訓練等給付サービス事業                        299,794千円 

自立を図るため、身体機能等の向上のための自立訓練や、一般企

業等での就労が困難な人に働く場を提供するとともに、知識及び能

力の向上のために必要な訓練給付を行った。グループホームでは、

地域の中で生活を望むものに対し、共同生活を営みながら生活支援

の給付を行った。 

自立訓練    12施設 35人（延べ   344人） 37,205千円 

就労継続支援  33施設 139人（延べ 1,629人）208,042千円 

就労移行支援   7施設  14人（延べ   138人） 24,334千円 

グループホーム 18施設  37人（延べ   392人） 30,213千円 

○サービス利用計画作成事業                          430千円 

  障害者福祉サービスを効果的に利用するため、個別の利用計画作

成の支援を行った。 

   延べ29人 

864,385 

障害児支援事業 

（福祉課） 

【事項別明細 146頁】 

障害児の療育の場を提供し、障害児とその保護者に対し指導や育成

を図った。 

児童発達支援     １施設 16人（延べ 455 人） 3,476千円 

放課後等デイサービス ４施設 25人（延べ 727 人） 5,582千円 

9,058 

 － 34 － 3 款 民生費 

（単位：千円）                

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

645,811   218,574  障害者の身体機能の回復や生活能力の向上等が図られ、障害

者の自立や集団生活への適応、就労に向けた支援等に寄与する

ことができた。また、介護者の身体的、精神的な援助等も図ら

れた。 

6,167   2,891 幼年期より、日常生活における基本的な動作、集団生活への

適応、生活能力向上ための訓練等を通じて障害児の自立促進が

図られた。 



3 款 民生費 － 35 －  

    

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

更生医療給付事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 146頁】 

身体の機能障害を軽減するために行う医療費について助成を行っ

た。 

人工透析       179人（延べ 1,951件）     43,419千円 

心臓           9人（延べ    50件）      6,283千円 

  身体障害         3人（延べ    11 件）    325千円 

免疫障害        2人（延べ    18件）    2,049千円 

52,076 

特別障害者手当等

給付事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 146頁】 

重度の障害による特別な負担の軽減を図るため、在宅の重度身体障

害者（児）に対し、手当の支給を行った。 

特別障害者手当  71人（延べ  850 人） 22,333千円 

  経過的福祉手当   3人（延べ   33 人）    472千円 

障害児福祉手当  15人（延べ  170 人） 2,429千円 

25,234 

自立支援協議会運 

営事業 

  （福祉課） 

【事項別明細書 146頁】 

地域の障害者自立支援に携わる関係者が、個別の相談支援の事例を

通じて明らかになった地域の課題を共有し、それを踏まえて地域のサ

ービス基盤の整備に努める。 

委員会開催（1回）委員12名 

51 

療育支援センター

管理運営事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 146頁】 

障害者自立支援法に規定する児童デイサービスを行う療育支援セ

ンターの管理運営について、指定管理による適正管理に努めた。 

施 設 名  平戸市療育支援センター「あったかさん21」   

  指定管理者   社会福祉法人親愛会 

指定管理料  6,500千円 

6,500 

高齢者見守りネット 

ワーク事業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 148頁】 

地域全体で高齢者に対する見守りや声かけ等の活動を行い、安否を

日常的に確認し、異常者を発見したときに迅速に対応できる体制の確

保を行った。 

  協力機関事業所数 14事業所  サポーター登録数 30名 

515 

敬老行事開催支援

事業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 148頁】 

【事項別明細書 150頁】 

老人の日、老人週間の取組みの一環として、各地区において開催さ

れる敬老会に高齢者の人数に応じて交付金の支給を行った。 

対象者75歳以上      5,562人 

5,531 

敬老祝金給付事業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 150頁】 

長寿を祝福し、敬老の意を表するため、平戸市内に居住する高齢者

に対し、祝金の支給を行った。 

 敬老祝金（満77歳）        517人 

          （満88歳）        224人 

 長寿祝金（ 100歳）      12 人 

7,132 

 － 36 － 3 款 民生費 

（単位：千円）                                      

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

39,057   13,019 

 

 機能障害を軽減するとともに、障害者の医療費負担軽減がな

された。 

18,905   6,329 重度障害による経済的負担の軽減がなされた。 

   51 地域の障害者自立支援に携わる関係者が、地域のサービス基

盤の整備を着実に進め、加えてサービスの質の向上を図るため

の体制やネットワークが強化された。 

   6,500 民間事業者の能力を活用し、利用者のニーズにあったサービ

スが提供され療育を必要とする利用者のへの支援が強化され

た。 

515    高齢者見守りサポータ－及び事業所の協力により、独居等の

高齢者の安否確認、地域コミュニティーの安心安全を確保する

ことができた。 

   5,531 身近な地域の人達による敬老会の開催を支援することによ

り、敬老精神の高揚が図られ、また、高齢者の生きがいづくり

に寄与することができた。 

   7,132 高齢者の福祉の向上と敬老思想の高揚が図られた。 

 



3 款 民生費 － 37 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

老人クラブ活動等

支援事業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 150頁】 

地域における高齢者の生活を健全で豊かなものにするため、老人ク

ラブ連合会及び単位老人クラブに対し、活動を推進するための運営費

の一部を助成した。 

 単位老人クラブ（64クラブ）   3,672 千円 

平戸市老人クラブ連合会       2,703 千円 

     〃   世代間交流事業    240千円 

6,615 

 

高齢者生きがいづ

くりサポート事業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 150頁】 

<緊急雇用創出事業臨時特例基金事業> 

高齢者の生きがい活動として、市民ボランティアによる「いきいき

サロン」新規立ち上げのため、関係団体への協力依頼、地域への説明

会の開催、コーディネイト業務を行った。 

 委託先 社会福祉協議会  

「いきいきサロン」 H23 23 団体 

          H24 31 団体 

3,969 

ワンコインまごこ

ろ事業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 150頁 

 在宅高齢者等の既存の公的サービスで対応できない「簡易な困りご

と」を移動時間を含め、１時間以内の業務を500円の利用料で対応し

た。 

 委託先 シルバー人材センター  対応件数56件 

264 

介護予防具設置事

業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 150頁】 

高齢者のふれあいの場を提供するともに健康を維持、介護予防のた

め介護予防遊具を公園に設置した。 

設置場所 舘浦中児童遊園 

（背伸ばしベンチ・ぶらさがり健康棒・足つぼ（健康歩道） 

1,961 

緊急通報装置貸与

事業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 150頁】 

 緊急時の適切な対応を図るため、ひとり暮らしの高齢者等に対し、

緊急通報装置を貸与した。 

貸与台数 392 台 (平成25年3月末現在)       

（内訳）平戸217台 生月43台 田平88台 大島44台 

5,765 

高齢者デイサービ

ス事業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 150頁】 

社会的孤立感の解消、自立生活の助長を図るため、在宅のひとり暮

らしの高齢者等に対し、通所による生活指導、機能訓練及び給食サー

ビス等を実施した。 

登録者数 35人（H25.3末）延べ利用回数 1,420 回 

2,637 

在宅寝たきり高齢

者等介護見舞金支

給事業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 152頁】 

 介護の労をねぎらうため、寝たきり高齢者等を常時介護している者

に対し、介護見舞金の支給を行った。 

支給人数 53人       

（内訳）平戸36人 生月5人 田平6人 大島6人 

1,325 

 － 38 － 3 款 民生費 

（単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

3,449   3,166 高齢者の教養の向上、健康の増進、地域社会における世代間

の交流など、高齢者福祉の増進が図られた。 

3,969     既存の「いきいきサロン」や老人クラブへの活動支援、問題

点や困りごとの解消を図ることができた。また、各団体が抱え

る「いきいきサロン」の新規の立ち上げを支援することができ

た。 

新規雇用失業者数 ２名 

264     簡単な困りごとをワンコインで依頼し、問題を解決すること

により、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう支

援することができた。 

1,961     介護予防効果に加え高齢者のふれあいの場を提供すること

ができた。 

   

 

5,765  緊急時の迅速な対応や安否確認、また、普段の生活の心配事、

悩み事の相談に応じるなど、日常生活を支援することにより、

対象者が安心して在宅生活を送ることができた。 

 2,500  137 自立生活の助長、社会的孤立感の解消、心身機能の維持向上

を図ることにより、介護予防ができた。 

  1,325   介護者の労をねぎらうことができ、また、寝たきり高齢者等

の福祉の増進が図られた。 



3 款 民生費 － 39 －  

    

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

高齢者・障害者住宅

改造助成事業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 152頁】 

高齢者（要介護者及び要支援者）または重度障害者の日常生活を容

易にし、介護者の負担を軽減するため、高齢者等の住宅改造に対し助

成を行った。 

高齢者 15件    1,303千円 

1,303 

度島いきいきプラ

ザ（仮称）整備事業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 152頁】 

昭和56年以前に建設された度島診療所及び医師住宅の建設に併せ、

介護予防施設を併設するための地質調査、設計委託を行った。 

地質調査業務委託  350千円 

設計業務委託   2,168千円 

2,519 

老人保護措置事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 154頁】 

概ね 65 歳以上の老人で、環境上及び経済的理由のため、在宅生活

が困難な者を対象に、養護老人ホームに入所させ養護した。 

○入所者の状況（平成25年3月末現在） 

施 設 名 入所人員 

光 の 園 50名 

し か ま ち 27名 

グリーンホーム 6名 

ソ レ イ ユ 2名 

恵 の 丘 2名 

光 明 荘 1名 

湧 泉 荘 1名 

合  計 89名  

200,283 

後期高齢者医療 

療養給付事業 

（長寿保険課） 

【事項別明細書 154頁】 

被保険者の医療給付費の市負担分を長崎県後期高齢者医療広域連

合に対し負担した。 

487,244 

家庭児童相談員設

置事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 158頁】 

家庭相談員を設置し、家庭生活及び家庭における子どもの養育につ

いての各種相談・指導・助言を行い、相談指導業務の充実強化を図っ

た。 

家庭相談員   1 名 

相談件数  1,070件 

ケース検討会  26回 

1,684 

 － 40 － 3 款 民生費 

（単位：千円）                                      

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

651   652  高齢者及び障害者の日常生活を容易にし、介護者や家族の負

担を軽減するとともに、安心して快適に自立した生活を送るこ

とができる環境整備を行った。 

 2,500  19  施設建設に伴い、医療供給体制の充実と福祉・介護サービス

の提供を行うことで、医療・福祉・介護の連携が可能となる。 

  27,758 172,525 入所者本人や家族の不安解消と、生活安定の支援を行った。 

   487,244 後期高齢者医療被保険者の医療給付費の市負担分を負担し、

後期高齢者医療制度の安定した運営に寄与した。 

  7 1,677 家庭における人間関係の健全化及び子どもの養育の適正化

等家庭児童福祉の向上を行った。 



3 款 民生費 － 41 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

放課後児童クラブ

運営支援事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 158頁】 

 保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児

童の放課後対策のため、放課後児童クラブへの活動経費に対して施設

整備費の助成を行った。また、放課後児童クラブに入所している母子

家庭等の児童に対し、保育料の負担軽減を行った。 

○放課後児童クラブ事業補助金 3か所（平戸2 生月1） 

11,342千円 

   登録児童数      105人 

   利用人数    延べ 20,247 人 

  

○放課後対策母子家庭等児童助成事業補助金   1,826千円 

   対象児童数      38人 

   利用人数    延べ 413人 

13,168 

 

離島地域安心出産

支援事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 158頁】 

産婦人科がない離島地域に在住する妊婦に対して、妊娠・出産にか

かる交通費等の助成を行い、経済的な負担を軽減し、安全安心な出産

の支援を図った。 

   受給者数 6人 

185 

ノーバディーズパ

ーフェクトプログ

ラム事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 160頁】 

育児不安や育児ストレスによる虐待を防ぐことを目的に、子育て中

の親を支援するためのプログラム事業（親育ち講座）を実施した。 

  3 か所（平戸2 田平1）  参加者 31人 

68 

子育て親社会参加

促進事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 160頁】 

講演会などへ託児ボランティアの派遣等を行った。 

 ○子育て親社会参加促進事業 

講演会 20回 

ボランティア数 延べ137人 児童数  延べ220人 

 

284 

 － 42 － 3 款 民生費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

保護者が昼間家庭にいない児童に授業終了後または休暇期

に、適切な遊び場及び生活の場を与えることで、放課後にお

ける児童の健全育成、安全対策を図ることができた。 

また、母子家庭等における保育料の負担軽減を行うことで、

円滑な制度適用ができた。 

○登録児童数の推移 （各年度3月末現在） 

 21年度 22年度 23年度 24年度 

児童数 58人 100人 134人 105人 

クラブ数 1   2   3   3   
 

9,585   3,583 

 

92   93 妊娠・出産にかかわる費用の一部を助成することで、経済

的な負担軽減を行い、母子ともに健全な出産に寄与した。 

   68 親の不安感をとり除き、子育てに自信をつけてもらうこと

ができ、虐待等の防止につながった。 

  284  子育て家庭において、社会的な活動に参加しやすい環境づ

くりを行った。 



3 款 民生費 － 43 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

子育て支援交付

金事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 160頁】 

小学校低学年児童の放課後の居場所づくりや、子育ての負担感を緩

和し、安心して子育てができるよう環境整備事業に対する助成を行っ

た。 

○地域子育て支援拠点事業         8,598 千円 

   実施箇所数 1園（平戸1）1か所（田平1） 

○小学校低学年児童受入事業        2,400 千円 

  実施箇所数  6園（平戸5、田平 1） 

10,998 

保育対策等促進

事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 160頁】 

 核家族化の進行や就労形態の変化等に伴う多様な保育ニーズに対

応するため、各種保育事業に対する助成を行った。 

 ○休日保育事業             1,409千円 

   実施箇所数 １園（平戸１） 

○病児・病後児保育事業         12,930千円 

   実施箇所数 ３園（平戸２、田平１） 

 ○延長保育事業             56,893千円 

   実施箇所数 14園（平戸11、田平３） 

71,232 

 

障害児保育事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 160頁】 

障害児の保育促進のため、保育に欠ける障害児の受け入れを行う保

育所に対して助成を行った。 

  実施箇所数 ８園（平戸５、田平２、生月１） 

8,880 

子ども・児童手当

給付事業 

（福祉課）   

【事項別明細書 162頁】 

 児童の福祉の増進を図るため、０歳から15歳までの子どもを養育

する者に対し、子ども・児童手当を支給した。 

                子ども手当    児童手当 

子どもが0～3歳未満の被用者   延べ 748人  延べ  3,764 人 

子どもが0～3歳未満の非被用者  延べ 454人  延べ  2,052 人 

子どもが3歳以上～小学校終了前 

の児童の被用者          延べ3,046人  延べ13,609 人 

子どもが3歳以上～小学校終了前 

の児童の非被用者        延べ1,807人  延べ 7,906 人 

子どもが小学校終了後～ 

中学校終了前          延べ2,057人  延べ 9,740 人 

特例給付                    延べ  318 人 

520,785 

 － 44 － 3 款 民生費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

4,360   6,638 仕事等の社会的活動と子育て等の家庭生活との両立を容易

にするとともに、子育ての負担感を緩和することができた。 

○事業実施箇所数の推移 

区   分 22年度 23年度 24年度 

地域子育て支援事業 1  1  2 

小学校低学年受入 5 6  6 
 

47,487   23,745 

 

核家族化の進行や就労形態の変化等に伴う多様な保育ニー

ズに対応し、保護者が安心して就労や子育てができる環境づ

くりに寄与することができた。 

○事業実施箇所数の推移        (単位：箇所) 

区   分 22 年度 23年度 24年度 

休日保育 1 1 1 

病児・病後児保育 3 3 3 

延長保育 14 14 14  

   8,880 保育に欠ける障害児の保護者の子育ての負担感を緩和する

ことができた。 

○事業実施箇所数の推移       (単位：箇所) 

区   分 22年度 23年度 24年度 

障害児保育 ４ ４ ８ 
 

441,555   79,230 次世代の社会を担う児童の健全な育成に寄与することがで

きた。 

○受給者数 （平成25年2月末現在）  (単位：人) 

区   分 24年度 

子どもが0～3歳未満の被用者 327 

子どもが0～3歳未満の非被用者 182 

子どもが3歳以上～小学校終了前の被用者 886 

子どもが3歳以上～小学校終了前の非被用者 515 

子どもが小学校終了後～中学校終了前 854 

合   計 2,077 
 



3 款 民生費 － 45 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

保育所運営事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 162頁】 

 保育に欠ける児童を保育する市内の民間保育所及び市外の保育所

に対し、運営費を助成した。 

 民間保育所   30か所（市内 16か所、市外 14か所） 

 延べ在籍児童数 10,471 人 

911,469 

母子自立支援員

設置事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 162頁】 

母子自立支援員を設置し、ひとり親家庭等に対し自立支援に必要な

相談指導、求職活動に関する支援を行った。 

 母子自立支援員    1 名 

相談件数    1,267件 

1,659 

母子家庭自立支

援給付金事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 162頁】 

母子家庭の就業支援対策として、ホームヘルパー等の資格取得にか

かる経費への支援及び、看護師等のさらに高度な資格取得のための訓

練期間中に給付金を支給した。 

母子家庭自立支援教育訓練給付金 １人 

高等技能訓練促進費       ４人 

 （看護師 １人、准看護師 １人、社会福祉士 ２人）                           

4,449 

 

児童扶養手当給

付事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 162頁】 

 父母の離別などにより、ひとり親家庭等の生活安定と児童の福祉増

進を図るため、児童扶養手当を支給した。 

 受給者数 

  内訳 全部支給者  延べ支給人数 2,284人（うち父子 240 人） 

     一部支給者  延べ支給人数 1,860人（うち父子 343 人） 

     第２子加算  延べ支給人数 1,862人（うち父子 272 人） 

     第３子加算  延べ支給人数  620人（うち父子 121 人） 

162,859 

ひとり親家庭等

日常生活支援事

業 

（福祉課） 

【事項別明細書 164頁】 

修学等自立の促進や社会的な事由等により、日常生活を営むのに支

障を生じているひとり親家庭等に対して、生活支援員を派遣し、家事

支援、子育て支援を行った。 

生活支援 

 利用回数  ４回 

 利用人数  ２人 

109 

 － 46 － 3 款 民生費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

504,823  204,292 202,354 児童の心身の健全な発達と家庭における仕事と子育ての両

立に寄与することができた。 

423  7 1,229 ひとり親家庭等の生活の安定と向上を図り、自立支援を行

うことができた。 

3,336   1,113 母子家庭の母が、自主的に就業能力を習得することにより、

就職や経済的な自立への促進につながった。 

○利用者数の推移             (単位：人) 

区   分 22年度 23年度 24年度 

教 育 訓 練 給 付 金 １ １ １ 

高等技能訓練促進費 ０ ３ ４  

53,898   108,961   母子家庭等における家庭生活の安定と経済的な自立への促

進につながった。 

○受給者数の推移 （各年度11月末現在） (単位：人) 

区   分 22年度 23年度 24年度 

全 部 支 給 者 195(20) 194(18)  181(21)  

一 部 支 給 者 158(30) 158(30)  156(28)  

全 部 停 止 者  29( 5)  31( 8)   27( 7)  

合   計 382(55) 383(56)  364(56)  

（ ）は父子家庭数 

82   27 ひとり親家庭等の福祉の増進に資することができた。 



3 款 民生費 － 47 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

へき地保育所運

営事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 164頁】 

保育に欠ける児童のため、へき地における保育を要する児童に対し

て、平戸市社会福祉協議会を指定管理者に指定し、必要な保育を行っ

た。 

               （平成25年3月1日現在） 

区   分 定員 入所児童数 延べ利用人数 

度島町へき地保育所 50人 20人  331 人  

根獅子町へき地保育所 35人 11人  235 人  

木ヶ津町恵へき地保育所 40 人 3人  70人  

早福町へき地保育所 20人 6人  118 人  

志々伎町へき地保育所 30人 15人  308 人  

野子町へき地保育所 30人 19人  361 人  

合   計 205人 74人  1,423 人  
 

49,746 

地域子育て支援

拠点施設整備事

業 

（福祉課） 

【事項別明細書 164頁】 

新たな拠点を田平地区に設置するにあたり、田平保健センターの一

室を子育て親子が利用しやすいように改修し、環境を整備した。 

○修繕料           195 千円 

○工事請負費       1,712 千円 

1,907 

 

児童館耐震改修

事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 164頁】 

 耐震化工事を行い、利用者の安全・安心な環境を整備した。 

実施箇所数 １館（山田児童館 耐震補強） 

11,029 

生活保護事業 

（福祉課） 

【事項別明細書 168頁】 

生活保護法に基づき、被保護者に対し、最低生活を保障するととも

にその自立を支援した。 

 ○平成25年3月末現在 

被保護世帯数 309世帯  被保護人員397人 

生活扶助 161,443千円   住宅扶助  16,009 千円 

教育扶助   1,118千円   医療扶助  416,118 千円 

介護扶助  17,181千円   生業扶助     902 千円 

葬祭扶助     123千円   施設事務費  2,170 千円 

615,064 

 － 48 － 3 款 民生費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

8,000 30,200  11,546  交通条件及び自然的諸条件に恵まれない山間地、離島等に

おいて、へき地保育所を運営することにより、へき地におけ

る児童福祉の向上に寄与した。 

○入所児童数の推移 （各年度3月1日現在）(単位：人) 

区   分 22年度 23 年度 24年度 

度島町へき地保育所 24  20  20  

根獅子町へき地保育所 16  15  11  

木ヶ津町恵へき地保育所 5  5  3  

早福町へき地保育所 2  5  6  

志々伎町へき地保育所 8  12  15  

野子町へき地保育所 18  15  19  

合   計 73  72  74  
 

855   1,052 田平地区の子育て家庭を中心に、子育ての負担感を緩和す

ることができた。 

6,908   4,121 利用者の安全・安心な子育て環境の確保及び児童の健全育

成に寄与することができた。 

472,018  1,168 141,878 生活困窮者に対し、必要な保護を実施することにより、自

立助長を促すことができた。 

 



4 款 衛生費 － 49 －  

【【【【    ４４４４款款款款    衛生衛生衛生衛生費費費費    】】】】    

 

１１１１    保健衛生費保健衛生費保健衛生費保健衛生費    

少子化、核家族化に伴い、子育てに不安を持つ親への支援、乳幼児の健康診査への受診勧奨や指導を行った。 

また、昨今の高齢化社会において、「自分の健康は、自分でつくるもの」を目標に、健康保持増進のための

各種健(検)診、健康教室、感染症予防対策等の事業を行った。 

    

（１）（１）（１）（１）保健衛生総務費保健衛生総務費保健衛生総務費保健衛生総務費    

核家族化が進行し、身近に助言者がいないなど、育児不安をもつ親が増えている中、安心して笑顔で子育

てができるまちづくりを目指し、育児について様々な相談ができる場を提供するとともに、異常の早期発見

のための健康診査の実施、保健指導、医療への受診勧奨等の措置を講じた。 

また、休日等における救急医療対策として、平戸市医師会へ委託し、在宅当番医制による初期救急医療体

制の確保を行うとともに、休日・夜間等の重症救急患者の医療確保のため、３市１町（佐世保市、松浦市、

平戸市、佐々町）で構成する佐世保県北医療圏における病院群輪番制病院運営事業により、二次救急医療体

制の確保を行った。 

 

（２）予防費（２）予防費（２）予防費（２）予防費    

感染症の発症やまん延予防を目的に、市民への衛生思想の啓発活動、予防接種法に基づいた定期予防接種

及び、子どものインフルエンザの予防接種事業を実施した。また、子宮頸がんの発症や、髄膜炎の重症化予

防を目的とした任意の予防接種である子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの

接種費用について助成を行った。 

 

（３）健康増進費（３）健康増進費（３）健康増進費（３）健康増進費 

市民の健康寿命の延伸や介護予防を目的とし、健康増進法に基づいた健康教育、健康相談、各種健(検)診、

訪問指導を実施した。 

 

（４）環境衛生（４）環境衛生（４）環境衛生（４）環境衛生費費費費    

ごみの散乱防止のためのパトロールや回収を行い、環境保全に努めた。花とみどりのふるさとづくり推進の

ため、フラワー街道やプランター植栽による緑化事業並びに公共施設等に花いっぱい運動用の花苗の配布を

行った。 

また、自然エネルギーの利用を促進することで地球温暖化防止及び、新エネルギーの導入を推進するため住

宅用太陽光発電システムの設置に係る費用の一部助成を行った。 

松浦地区火葬場組合においては、平成25年3月末をもって解散がなされ４月から利用者（田平地区）にお

いては一部助成を行い支援を行う。 

 

（５）公害（５）公害（５）公害（５）公害対策費対策費対策費対策費    

公害防止の観点から公共用水域の水質測定を行い水質汚濁防止に努めた。また、騒音防止対策として、県か

らの権限委譲に基づく主要道路の自動車騒音状況を測定し、環境騒音の監視を行った。 

 

（６（６（６（６）飲料水供給施設管理費）飲料水供給施設管理費）飲料水供給施設管理費）飲料水供給施設管理費    

離島である高島地区における、飲料水供給施設の維持管理を行い安全な飲料水の安定供給を図った。 

 － 50 － 4 款 衛生費 

 

 

 

２２２２    清清清清    掃掃掃掃    費費費費    

（１）清掃総務費（１）清掃総務費（１）清掃総務費（１）清掃総務費    

一般廃棄物の中間処理は、北松北部クリーンセンターにおいて適正な処理を行い、清潔で住みよい生活環境

の保全が図られた。また、平戸市総合衛生センター最終処分場は、監視委員会の活動を踏まえた適切な管理

により、地域住民の安心と信頼を維持できた。 

 

（２）塵芥処理費（２）塵芥処理費（２）塵芥処理費（２）塵芥処理費    

一般廃棄物処理計画に基づき、適切なごみ・し尿の収集運搬を行った。また、再資源物の回収に対する助

成を行い廃棄物の減量化対策を実施した。廃棄物及び資源物の円滑な処理体制を図るため、平戸市総合衛生

センター解体跡地にストックヤード施設を整備し海岸漂着物対策等の推進に努めた。 

また、既に廃止している生月・田平地区の廃棄物処理施設について、ダイオキシン類曝露防止による解体

工事を行い、地域の環境の保全が図られた。 

 

（３）し尿処理費（３）し尿処理費（３）し尿処理費（３）し尿処理費    

   公共用水域の水質汚濁を防止し、生活環境の保全のため、浄化槽設置整備事業の推進を図り、個人住宅の改

築に併せて浄化槽を設置する場合に限り市単独で20万円の上乗せ補助を実施することで普及促進に努めた。 

   田平地区コミュニティ・プラントによる汚水処理や大島地区のし尿処理について、適正な処理の実施により、

清潔で住みよい生活環境の保全が図られた。 

 



4 款 衛生費 － 51 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

妊産婦健康診査

事業 

（保健センター） 

【事項別明細書 170頁】 

妊娠中からの健康管理を目的として、すべての妊婦を対象に妊婦健

康診査費用の一部を助成した。 

また、聴覚異常を早期に発見することを目的として、新生児聴覚検

査費用の一部を助成した。 

母子健康手帳交付者数 ：239人 

妊婦健診受診者数   ：延べ2,826 人 

新生児聴覚検査受診者数：213人(受診率89.9％) 

21,825 

子育て支援交付金

事業 

（保健センター） 

【事項別明細書 170頁】 

○ 生後４か月までの乳児がいるすべての家庭を対象に、「こんにち

は赤ちゃん事業」を実施し、妊産婦の健康管理と育児不安の軽減、

新生児の成長発達確認、家庭内の育児環境や協力体制等について

指導、助言を実施した。その後、継続的な支援が必要な家庭を対

象に「養育支援家庭訪問事業」を実施した。 

○ 母子保健推進員(22人)による妊産婦の相談、健診勧奨などの地

域支援活動や、育児支援事業としてお遊び教室を実施した。 

また、母子保健推進員を対象に、研修会を開催し、推進員同士

での交流、知識の伝達に努めた。 

○ 児童虐待ゼロプロジェクト事業として、妊娠中からの精神的安

定を図る目的で医療機関において、妊婦にアンケート調査を行い、

支援が必要な対象者については訪問活動を実施した。 

○ 障害等の早期発見、適切な援助、成長発達の評価、育児支援等、

乳児の健康の保持増進を図るため、乳児相談・健診時の絵本の読

み聞かせや離乳食教室（指導）を実施した。 

こんにちは赤ちゃん事業 対象者数：247人 

              訪 問 数：239人 

養育支援家庭訪問事業  訪問件数（実）：32件 

（延べ）：57件 

母子保健推進員研修会  実施回数：2回 

             参加者延べ数：31人 

お遊び教室       実施回数：6回 

             参加者延べ数：31人 

児童虐待ゼロプロジェクト事業  

   医療機関からの情報提供数：123件 

    うち訪問が必要と連絡のあった人数：18件 

    うち訪問者数：18件 

   乳児健診   実施回数：30回 

                 対象者数：237人 

                 対象者延べ数：690人 

受診児延べ数：680人(受診率：98.6％) 

   母子健康相談 実施回数：40回 

参加者延べ数：329人 

3,618 

 － 52 － 4 款 衛生費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

7,134 12,500  2,191  妊婦健康診査の費用を助成したことにより、妊婦の経済的

負担を軽減するとともに、妊娠週数に応じた健康管理ができ

た。 

 また、新生児の聴覚検査費用を助成することで、異常の早

期発見ができた。 

993   2,625 家庭を訪問することで、妊産婦の健康管理や育児に対する

不安の軽減を行った。また、妊娠初期から産後まで産科医療

機関と情報を共有し、連携により支援を行うことで児童虐

待の未然防止に努め、子育て不安の軽減を図り母親の精神

的安定に寄与した。 



4 款 衛生費 － 53 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

幼児健康診査事

業 

（保健センター） 

【事項別明細書 170頁】 

健康・発達の評価、障害・疾病等の早期発見などの個々に応じた指

導助言を行った。 

１歳６か月児健康診査 

実施回数：18回 

対象者数：215人 

受診者数：212人(受診率：98.6％) 

３歳児健康診査                   

実施回数：19回 

対象者数：264人 

受診者数：258人(受診率：97.7％) 

フッ素塗布事業  

むし歯予防のため、１歳６か月児から３歳児までに対し、

フッ素塗布事業を行った。塗布回数は全５回で、初回と最終

回は１歳６か月・３歳児健診とあわせて実施し、２回目から

４回目までは、受診者の日程にあわせ歯科医院を受診しフッ

素を塗ることができるようにしている。 

対象者 1,256人 

フッ素塗布 598人(塗布率47.6％) 

1,738 

地域医療人材育

成事業 

(保健センター) 

【事項別明細書 172頁】 

 平戸市民病院を教育の拠点とし、長崎大学に委託して地域医療に貢

献できる医師の養成を行った。また、市民を対象とした地域医療に関

する講演会の開催及び、へき地医療体験合宿等を通じて、過疎・へき

地の医療を担う人材を育成した。 

研修医受入数：25人 

21,068 

妊婦相談事業 

(保健センター) 

【事項別明細書 172頁】 

 安心して子どもを産み・育てる環境を整えるために妊婦の相談、妊

産婦同士の交流の場として平戸市内助産師有志の会“平戸さんばの会”

へ委託し“Sun・MaMaひろば”を開催した。 

  Sun・MaMaひろばの開催  回 数：13回 

参加者：妊産婦36人、配偶者10人 

 165 

子宮頸がん等 

ワクチン接種 

緊急促進臨時 

特例交付金事業 

（保健センター） 

【事項別明細書 174頁】 

予防接種法に基づかない任意の予防接種で、子宮頸がんの発生を予

防するワクチン、乳幼児が細菌性髄膜炎などの病気になることを予防

するヒブワクチン及び、小児用肺炎球菌ワクチンの接種費用の全額を

助成した。 

予防接種者延べ数(接種率) 

   子宮頸がん   468人(18.6％) 

   ヒブ      931人(53.5％) 

   小児用肺炎球菌 997人(50.4％) 

 23,510 

 － 54 － 4 款 衛生費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

  79 1,659 健康診査は、受診率100%を目指して受診勧奨を実施してお

り、高い受診率を維持することができ、幼児の健康管理に寄

与した。 

また、幼児期においての口腔環境は、成長発達に影響を与

える一因であり、むし歯予防は重要であることから、歯の生

え始める時期からむし歯予防の実践を啓発しているが、特に

１歳６か月児健診以降にむし歯が増えていくため、この時期

からフッ素を塗布することでむし歯の予防が可能となった。 

1,000 19,800  268 長崎大学への委託により、地域医療の人材育成を図るとと

もに、平戸市民病院における医師を確保できた。 

   165 妊婦を対象とした助産師による相談の場、妊産婦同士の交

流の場として“Sun・MaMa ひろば”を開設し、妊産婦の不

安が軽減された。 

11,755   11,755 ワクチン接種により、疾病の発症及び重症化を防ぐことが

できた。 



4 款 衛生費 － 55 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

予防接種事業 

（保健センター） 

【事項別明細書 174頁】 

予防接種法で定められた定期予防接種については、複数回にわたる

個人通知を行うなど接種率向上に努め、前年度で終了できなかった接

種者には、引き続き接種勧奨の働きかけを行った。 

他に、生後６か月から就学前までの子どもを対象に、インフルエン

ザ予防接種費用を助成した。 

また、法令改正に伴い、平成24年９月から不活化ポリオワクチン、

11月から四種混合ワクチンの接種事業を実施した。 

予防接種者延べ数(接種率) 

            生ポリオ(急性灰白髄炎)   202人(43.0％) 

    不活化ポリオ(急性灰白髄炎) 556 人(78.9％) 

    三 種 混 合       751 人(79.9％) 

    四 種 混 合       248 人(35.2％) 

インフルエンザ（高齢者） 6,653 人(44.1％) 

    インフルエンザ（子ども） 1.485 人(62.3％) 

    ジフテリア・破傷風混合   300 人(95.5％) 

    ＢＣＧ           232 人(94.7％) 

麻しん風しん混合     1,055 人(93.4％) 

    日 本 脳 炎      1,186 人 

※日本脳炎については、23年度途中に対象者の年齢が 

拡大されたため、接種率は計上していない。 

50,344 

いきいき平戸21 

計画策定事業 

（保健センター） 

【事項別明細書 174頁】 

21世紀における国民の健康づくり運動「健康日本21」に基づき、平

戸市健康づくり計画として策定した「いきいき平戸 21（第１次）」が

平成24年度で終了することから、これまでの取り組みの評価及び新た

な健康課題を踏まえ、平成25年度から平成34年度までの10年間の第

２次計画を策定した。 

409 

健康教育事業 

（保健センター） 

【事項別明細書 176頁】 

健康づくりの中でも、生活習慣病予防に重点を置き、市民１人ひと

りが自分自身の生活習慣を見直す機会として、個人や各種団体などに

対し、集団健康教育を行い健診受診率向上に努めた。 

   実施回数：92回  参加者延べ数：2,190人 

758 

 － 56 － 4 款 衛生費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

   50,344 各種予防接種により、感染症などの疾病予防が図られた。 

   409 健康寿命の延伸と健康格差の縮小をはじめとした各種取

り組みについて目標値を設定したことで、市民の健康増進に

取り組む方針を示すことができた。 

504   254 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に対する関

心を高めるとともに、生活習慣病予防についての認識を深め

ることができた。 



4 款 衛生費 － 57 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

健康相談事業 

（保健センター） 

【事項別明細書 176頁】 

健康教育実施時や健診時等に併せて、健康相談を実施した。                    

実施回数：112回  参加者延べ数：4,308人 

257 

健康診査事業 

（保健センター） 

【事項別明細書 176頁】 

健康増進法により肝炎ウィルス検診、骨粗鬆症検診、歯周疾患検診

等を実施した。 

肝炎ウイルス 85 － 178 －
骨粗鬆症 393 23.0 184 10.7
歯周疾患 84 4.2 44 1.3

受診率（％）

平成24年度平成23年度
種　類

受診者数（人） 受診率（％） 受診者数（人）

 

1,808 

訪問指導事業 

（保健センター） 

【事項別明細書 176頁】 

特定健診・がん健診の要精密者等に訪問し、指導及び助言を行った。  

訪問者延べ数：181人 

53 

後期高齢者健康

診査事業 

（保健センター） 

【事項別明細書 176頁】 

長崎県後期高齢者医療広域連合からの委託を受け、後期高齢者医療

の被保険者を対象に健康診査を実施した。 

区　　分
受診者数（人） 778 793
受診率（％） 11.4 11.5

平成23年度 平成24年度

 

5,981 

食育推進事業 

（保健センター） 

【事項別明細書 176頁】 

市民1人ひとりが、命の源である「食」について認識を高め、生涯

にわたって健やかで心豊かな生活を送るため、減塩減糖などによる生

活習慣病予防・地産池消の促進・郷土料理の伝承・食への感謝の念を

育てる「食育」を家庭や学校・保育所・生産者等の「食」に関わる多

様な関係者が地域において一層の連携を深めながら、市民運動として

推進した。 

食育研修会        １回開催 参加者：       24人 

食育推進リーダー学習会  29 回開催 参加者延べ数： 384 人 

地域普及活動       93 回実施 参加者延べ数：4,066 人 

1,103 

 － 58 － 4 款 衛生費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

164   93 生活習慣改善に結びつくような心身の健康に関する個別の

相談に応じ、必要な指導及び助言を行い、家庭における健康

管理に寄与することができた。 

795   1,013 各種健（検）診を実施することで、疾病予防及び重症化を

防ぐことができた。 

34   19 生活習慣改善の支援のため戸別訪問を行い、生活習慣病の

発症及び重症化予防を図ることができた。また、がん検診要

精密者に対し個別訪問を行うことで、早期受診につなげるこ

とができた。 

  5,981  後期高齢者医療の被保険者に対しての健診を実施すること

で、疾病予防・重症化予防に寄与することができた。 

550   553 教育・農林水産・保健衛生・地域関係者等の「食育」に関

わる分野の連携が図られ、「食育」が推進された。 

 



4 款 衛生費 － 59 －  

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

がん検診事業 

（保健センター） 

【事項別明細書 176頁】 

がん対策基本法により、大腸がん・胃がん・肺がん・乳がん・子宮

がん検診を行った。また、特定健診受診者を対象に前立腺がん検診を

実施するとともに、今年度から胃がん検診の検査方法に胃がんリスク

検診を追加して実施した。 

22,334 

がん検診推進事

業 

（保健センター） 

【事項別明細書 176頁】 

子宮がん、乳がん、大腸がん検診について、一定の節目年齢の人へ

検診手帳と検診費用が無料になるがん検診無料クーポン券を送付し、

受診の促進を図るとともに、がんの早期発見と正しい健康知識の普及

啓発を行った。 

 

対象年齢 

子宮がん     21・26・31・36・41歳 

乳がん・大腸がん 41・46・51・56・61歳 

3,174 

太陽光発電シス

テム設置促進事

業 

（政策推進課） 

【事項別明細書 178頁】 

自然エネルギーの利用を促進するため、住宅用太陽光発電システム

の設置に係る費用の一部助成を行った。 

助成件数 50件 

助成単価 60,000円/件 

3,000 

花とみどりのふる

さとづくり事業 

（市民課） 

【事項別明細書 178頁】 

市民の美化意識の向上のため、市街地を中心とした大型プランター

に四季の花苗、国道383号線沿い一部区間に菜の花を植栽した。 

フラワー街道事業 

プランター植栽事業 

花いっぱい運動用苗配布事業 

3,258 

海岸漂着物地域対

策推進事業 

（市民課） 

【事項別明細書 186頁】 

市管理海岸において、漁業被害や海岸の景観を損ねている外国など

からの漂着ごみ等を適正に処理し、海岸景観の保全を図った。 

3,042 

 － 60 － 4 款 衛生費 

                                          （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

   22,334 

1,539   1,635 

各種がん検診における受診率向上を目指し、受診しやすい

検診体制づくりに努め、がんの早期発見、早期治療に寄与す

ることができた。 

受診者数（人） 2,087 2,188

うちクーポン 293 199

受診率（％） 14.4 14.4

受診者数（人） 1,408 1,574

受診率（％） 9.7 10.3

受診者数（人） － (98)

受診率（％） － (2.5)

受診者数（人） 2,422 2,557

受診率（％） 16.7 16.8

受診者数（人） 1,215 718

うちクーポン 236 146

受診率（％） 27.1 21.1

受診者数（人） 1,097 602

うちクーポン 75 58

受診率（％） 24.4 17.5

受診者数（人） 421 434

受診率（％） 3.9 4.1
前立腺がん

種　　類

大腸がん

胃がん

肺がん

（うち胃がんﾘｽｸ）

23年度 24年度

乳がん

子宮がん

 

※前立腺がん検診は、特定健診及び健康診査受診者の内数。 

※大腸がん、乳がん及び子宮がん検診については、がん検 

診推進事業での受診者を含む。 

   3,000  地球温暖化、自然エネルギーへの関心が深まる中、家庭

の省エネ対策としての太陽光発電システム設置の普及促進

を図るとともに、設置に係る費用負担を軽減することで、

電力消費量の軽減が図られ、低炭素社会の推進に寄与する

ことができた。 

   3,258 ｢花いっぱい運動｣の一環として実施したプランター植栽事

業などにより、市民の緑化思想の普及ができた。公共施設や

街路などに花木の植栽が行われ、市民の美化意識の向上と、

ふるさとへの愛着を深めることができた。 

1,500   1,542 漂流漂着ごみを回収し、適正処分することにより海岸景観

の保全を行った。 

回収ポリ容器            215個 

クリーンセンター搬入量      27,700kg 

処理困難物（発泡スチロール等）     165㎥ 



4 款 衛生費 － 61 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

ごみ減量化推進 

事業 

（市民課） 

【事項別明細書 188頁】 

各種団体による資源物の集団回収に対し交付金を交付し、ごみの減

量化を図った。 

再資源化推進登録団体数 216団体 

5,908 

ストックヤード 

整備事業 

（市民課） 

【事項別明細書 188頁】 

平成16年４月より、一般廃棄物（ごみ）処理広域化による北松北部

クリーンセンターの稼動に伴い、既に廃止している生月・田平地区の

焼却施設について、ダイオキシン曝露防止対策を講じ解体工事を実施

した。 

また、平戸市総合衛生センター解体跡地は、漂着ごみ等の一時保管

施設としてストックヤード施設整備を行った。 

 

【解体工事】生月町志保良塵芥焼却場 10t/日 

生月町志保良塵芥焼却場解体工事 

      地下１階地上３階建 509.56㎡ 煙突30ｍ 

【解体工事】田平町ごみ処理施設    6t/日 

       田平町ごみ処理施設解体工事 

       地下１階地上２階建 256.85㎡ 煙突30ｍ 

【建築工事】平戸市総合衛生センター 

       平戸ストックヤード建築工事 

       鉄骨・スレート葺 平屋建 126㎡ 

201,462 

浄化槽設置整備 

事業 

（市民課） 

【事項別明細書 190頁】 

生活雑排水の適正な処理を目的に、浄化槽設置者への補助を実施し

た。 

54,517 

し尿処理施設解体

事業 

（市民課） 

【事項別明細書 190頁】 

平成17年４月から、一般廃棄物（し尿）処理広域化による北松北部

クリーンセンター稼動に伴い、既に廃止しているし尿処理施設におい

て解体実施計画の基本設計を行った。 

 生月町し尿処理施設 15kl/日 

6,901 

 － 62 － 4 款 衛生費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

  
 

5,908 各団体における再資源化物の回収の推進を図り、市民の分

別リサイクル意識の啓発に伴うごみの減量化を行った。 

再資源化推進交付金 

平成23年度    平成24年度 

  古紙類       766,588kg     717,934kg 

  リターナブルビン  182,637 本    173,205本 

72,911 126,700 
 

1,851 ダイオキシン類暴露防止対策等により周辺環境へ影響も無

く生月・田平地区の施設解体撤去を実施し、ストックヤード

建設予定地が確保できた。また、平戸ストックヤード施設整

備により漂着ごみ等の処理体制が構築された。 

26,801 
  

27,716 浄化槽設置により、水質汚濁の主因とされる生活雑排水の

浄化を図り、公共用水域の環境保全に貢献した。 

種 類 本 土 離 島 

5人槽 29  

6～ 7人槽 52 １ 

8～10人槽 ５  

11～20人槽 ４  

21～30人槽 ５  

31～50人槽 ４  

計 99 １ 

市単独補助 39 １ 

 
  

6,901 生月町し尿処理施設の汚泥焼却設備については、ダイオキ

シン類の曝露防止対策による解体工事を要することから、周

辺環境への影響を防止する安全な解体工事の実施に向けて事

業進捗が図られた。 

 



5 款 労働費 － 63 －  

【【【【    ５５５５款款款款    労働労働労働労働費費費費    】】】】    

 

シルバー人材センターは、高齢社会において、地域に密着した就労の場の確保と、高年齢者の生きがいの充実や

社会参加の促進を目的に設置されており、当センターに対し助成を行った。 

 

 

◇平戸市シルバー人材センター事業実績の推移 

    

公共民間割合 (％) 

 

会員数 

（人） 

男性 

(人) 

女性 

（人） 

受注件数 

   （件） 

就業延べ 

人員 （人） 

契約金額 

（千円） 公 共 民 間 

平成18年度  321  163  158  2,394  22,321   112,572  37.4  62.6 

平成19年度  311  169  142  2,457  22,890   114,893  45.8  54.2 

平成20年度  305  165  140  2,341  22,642   114,560  46.3  53.7 

平成21年度  293  155  138  2,244  23,285  120,487 55.1 44.9 

平成22年度 276 150 126 2,266 23,041 118,006 53.2 46.8 

平成23年度 260 148 112 2,096 20,838 107,022 52.7 47.3 

平成24年度 259 155 104 2,297 20,094 105,848 44.6 55.4 

 

 

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

シルバー人材セ

ンター支援事業 

(長寿保険課) 

【事項別明細書 194頁】 

高年齢者に生きがいのある就業活動の場を提供するため、社団法人

平戸市シルバー人材センターに対し、運営補助を行った。 

8,850 

   

 － 64 － 5 款 労働費 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

   8,850 社団法人平戸市シルバー人材センターの円滑な運営が図ら

れ、シルバーワークプラザを拠点とした地域に根ざした高齢者

の就業活動の展開が図られ、高齢者の健康維持及び生きがいづ

くりに寄与した。 

     

 



6 款 農林水産業費 － 65 －  

【【【【    ６６６６款款款款    農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業費費費費    】】】】    

 

１１１１    農業費農業費農業費農業費    

農家の経営安定と農村の活性化を目標に、農林業の担い手確保、後継者の育成、経営規模拡大、農業生産基

盤の整備等を図りつつ、農業所得の向上のため生産性の高い施設野菜や露地野菜の推進、畜産業振興と集落営

農組織の推進及び経営の合理化などを積極的に推進した。 

 

（１）農業委員会（１）農業委員会（１）農業委員会（１）農業委員会    

  農業・農村を取り巻く情勢は、輸入産物の増大による国際化の進展、担い手・後継者不足と高齢化、農地の荒

廃・遊休化など多くの課題を山積みしている。農業委員会としては、新しい「食料・農業・農村基本計画」にお

いて、農地の有効利用を促進するため、農地の利用状況調査を実施し、農業経営基盤強化促進法に基づき、認定

農業者や担い手への農地の利用集積をはじめ、耕作放棄地の発生防止・解消のための指導強化等、積極的な土地

利用の推進と農業後継者結婚対策に取り組んだ。 

 

（２）農業の振興対策（２）農業の振興対策（２）農業の振興対策（２）農業の振興対策    

農業・農村の活性化を図るため、園芸及び肉用牛の振興を中心として、規模拡大に対する支援、営農基盤の整

備や農地の有効利用、認定農業者を対象とした農援隊の設置など、各種事業を積極的に推進した。 

園芸振興対策として、種苗費の補助など振興品目の作付面積の拡大を支援するとともに、施設整備に対する補

助を行い、園芸農家の規模拡大を推進した。 

農産物を加工処理し、商品化することで、収益の向上を図るなど、６次産業化に取り組もうとしている農業者

等が抱える課題を解決するため、農産物の加工新商品の開発支援を行った。 

農業者戸別所得補償制度において、平戸市地域農業再生協議会を中心として、食料自給率向上や水田農業経 

営の改善を目的に、米の計画的生産と飼料作物や振興品目の増産を推進した。 

 

（３）農業生産基盤の整備（３）農業生産基盤の整備（３）農業生産基盤の整備（３）農業生産基盤の整備    

園芸作物の産地力を高めるため、アスパラガスの生産ハウスの整備や昇温抑制資材の導入など機能向上に対す

る支援を行い、規模拡大と品質向上に取り組んだ。 

優良農地の確保と意欲ある農家の規模拡大を支援するため、国県の補助事業を活用し、耕作放棄地の解消を図

った。 

中山間地域等直接支払交付金制度及び農地・水保全管理支払交付金制度では、活発な集落の共同活動に対する

支援を行い、農地・道路・水路などの保全はもとより、水源のかん養機能や良好な景観の形成機能が増進され、

あわせて耕作放棄地の防止を図ることができた。 

農業生産の近代化及び農業生産力の増強と経営基盤の強化整備拡充を図るため、未舗装農道や老朽化し

た用排水路、頭首工、ため池などの整備に対して、市単独農業農村整備事業による補助を行い、農業環境

の整備に努めた。 

 

（４）農業施設の防災対策（４）農業施設の防災対策（４）農業施設の防災対策（４）農業施設の防災対策    

農地や農業用施設に対する災害を未然に防止し、農業生産の維持と農業経営の安定を図るとともに、国土保全

や農村の安全性を確保するため、県営及び団体営事業により、計画的にため池や用排水路等の整備を行った。 

 

（５）畜産業の振興対策及び生産基盤の整備（５）畜産業の振興対策及び生産基盤の整備（５）畜産業の振興対策及び生産基盤の整備（５）畜産業の振興対策及び生産基盤の整備    

本市の基幹作目である肉用牛の振興においては、市全体の飼養戸数及び飼養頭数は減少しているものの１戸あ

たりの飼養頭数は微増傾向にある。 

このような現状を踏まえ、産地確立の中核となる繁殖農家の経営を支援するため、優良繁殖雌牛の導入、牛舎

等の整備及び放牧地整備による低コスト化の支援を行った。 

平成24年度に開催された全国和牛能力共進会長崎県大会においては、出品者、和牛部会、農協等、地域が一

体となった取り組みを進め、本市から県代表牛として出品された６頭全てが優等賞を受賞するとともに、本市で

生産された子牛が内閣総理大臣賞を受賞するなど、優秀な成績を収めることができた。 
 

 － 66 － 6 款 農林水産業費 

 

 

（６）担い手育成・確保対策（６）担い手育成・確保対策（６）担い手育成・確保対策（６）担い手育成・確保対策    

 平戸市担い手育成総合支援協議会を中心として、認定農業者の確保や育成などを図るため、各種研修会の

開催や県が主催する研修会等への参加など、関係機関と連携を図りながら積極的な取り組みを行った。 

   また、平戸市役所農林課内に、平戸市農業総合支援センター「平戸市もうかる農業支援隊」を設置し、就農

希望者や規模拡大に取り組む農業者等に対して、県や農協など関係機関と連携したワンストップサービス体制

を整備した。 

   新規就農者の確保対策として、各地域における新規就農者を中心とした人・農地プランを策定し、当該地域

における担い手育成や農地集積などの支援を行った。 

 

（７）有害鳥獣対策・強化（７）有害鳥獣対策・強化（７）有害鳥獣対策・強化（７）有害鳥獣対策・強化 

   農作物等をイノシシ等から守る「防護対策」と、イノシシ等の被害を減らすための「捕獲対策」及びイノシ

シ等が嫌がる環境をつくる「棲み分け対策」の３つの観点に基づき、地元猟友会と連携しながら事業を展開し

た。特に、防護対策として、昨年度に引き続き、国庫補助事業を活用し、防護柵（ワイヤーメッシュ柵・電気

柵）の整備を行った。 

 

２２２２    林業費林業費林業費林業費    

（１）林業振興及び基盤の整備（１）林業振興及び基盤の整備（１）林業振興及び基盤の整備（１）林業振興及び基盤の整備    

植栽から保育事業まで一貫した造林事業を実施したことにより、優良材の生産及び健全な森林の育成が図

られたと同時に、森林の持つ公益的及び多面的な機能が発揮され、ＣＯ２（二酸化炭素）の吸収による低炭

素社会の実現、水源かん養機能や国土保全等、美しい自然環境の保全に貢献することができた。 

更に、健全な森林を育成するため、市有林においては、国庫補助事業を活用し、下刈り等の適切な整備を

実施した。また、松くい虫被害防止のため、｢予防｣と｢駆除｣の両面を適期に実施し、健全な松林の保全に努

めた。 

森林所有者の林業経営に対する意欲向上及び森林施業の推進のため、森林整備地域活動支援交付金事業や

市単独森林作業路開設事業による補助を行った。 

作年度に引き続き、特用林産物の振興と雇用の確保を図るため、平戸市森林組合が整備する菌床しいたけ生

産ハウス等に対し、補助を行った。 

    

３３３３    水産業費水産業費水産業費水産業費    

魚価の低迷や漁場環境の変化、担い手の減少と高齢化、燃油や漁業資材の高騰などにより厳しさを増す水産

業界だが、「漁場環境及び生産管理（資源管理）の強化」による漁業生産の効率化と安定化を目指し、「流通・

販売体制の改善と水産加工業の育成（高付加価値化）による収益力の強化」「漁協経営の基盤強化」「都市住民

との交流と地域連携による開かれた漁村の創造」によって、経営の安定化を図り先進的な水産業の中核地域づ

くりの推進を行っている。 

また、漁業の担い手をはじめとする漁村の住民にとって安全で快適な生活環境や効率的な生産環境づくりを

図るため、生産拠点漁港の充実、防災及び老朽化対策、漁業集落の環境整備に向けた取り組みを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 款 農林水産業費 － 67 －  

【【【【    ６款６款６款６款    農林水産業費農林水産業費農林水産業費農林水産業費    】】】】    

 

（１）水産業振興対策（１）水産業振興対策（１）水産業振興対策（１）水産業振興対策    

水産資源の再生産にとって極めて重要な位置を占める藻場の回復を図るため「環境・生態系保全活動支援交

付金事業」を実施すると同時に、藻場礁や人工魚礁漁場を整備し、生産基盤の維持安定を推進するとともに、

離島地区における漁業生産力の向上を図るため、「離島漁業再生支援交付金事業」を実施し、地域の実情に応じ

た沿岸漁業の振興を図った。 

また、「放流用アワビの中間育成試験」に取り組むなど、資源管理型漁業の積極的な推進により、水産資源の

維持・安定を図っている。 

さらに、地域資源を活かした水産加工の普及及び販売促進に取り組み、収益安定を図るとともに漁業後継者

の育成に努めている。 

 

平戸市全体水揚数量及び水揚金額

8,191.49,058.97,886.57,383.110,848.9

4,220,9204,135,837
4,423,918 4,629,808

5,278,765

0.0

2,000.0

4,000.0

6,000.0

8,000.0

10,000.0

12,000.0

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
年度

数量（ｔ）

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

金額（千円）

数量（ｔ）

金額（千円）

 

 

舘浦まき網水揚数量及び水揚金額

50,350.7 42,266.1 45,303.7 47,559.2 42,318.3

9,168,217

7,503,485

5,954,6175,684,883

6,691,258

38,000.0

40,000.0

42,000.0

44,000.0

46,000.0

48,000.0

50,000.0

52,000.0

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
年度

数量（ｔ）

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

9,000,000

10,000,000

金額（千円）

数量（ｔ）

金額（千円）

 

    

 － 68 － 6 款 農林水産業費 

 

 

正組合員年齢構成表

2 2 1 0 0
86 73 57

343 344
309 330 316

568 560
545 538 542

18 17
9 13 14

2725232312
56 53

204 201
151162 159

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度
年度

人数

年齢構成 法人等

年齢構成 60歳以上

年齢構成 50～59歳

年齢構成 40～49歳

年齢構成 30～39歳

年齢構成 20～29歳

年齢構成 20歳未満

    

    

トン数階層漁船隻数

1,889 1,759 1,738 1,718 1,690

235
224 230 226 227

17 15 13 10 10

65
60 59 58 58

30292929
31

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 年度

隻数

20トン以上

10～20トン未満

5～10トン未満

0～5トン未満
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（２）漁港（２）漁港（２）漁港（２）漁港整備整備整備整備    

水産活動の拠点として重要な役割を果たしている漁港については、これまで長期計画に基づき整備を行った

結果、一定の機能は整ってきたと認識している。しかしながら、荒天時の波浪により漁船の安全な出入港や係

留が確保できていない箇所については、計画的に機能強化を行っている。併せて、既存施設の長寿命化を図る

ため、「水産物供給基盤機能保全事業」に取り組み、工事を行うための前提となる調査と併せて機能保全工事を

実施し、漁港施設の改修を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 款 農林水産業費 － 69 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

農地制度実施円滑

化事業 

（農業委員会） 

【事項別明細所 194頁】 

農地の利用関係調整（権利移動の許可取得等による農地の斡旋等）

や農地の利用状況調査、農地基本台帳の整備等を行った。 

6,485 

中山間地域等直接

支払交付金事業 

（農林課） 

【事項別明細書 198頁】 

中山間地域における耕作放棄地の防止と多面的機能を確保する観

点から、活動を行う協定締結集落等へ交付金を交付した。 

推進事務費等                1,418千円   

交付金                  187,872千円 

  協定締結数 103協定（集落102 個人１） 

 交付面積  1,021.63ha 

負担割合  国：50％、県：25％、市：25％ 

189,290 

耕作放棄地解消総

合対策事業 

（農林課） 

【事項別明細書 198頁】 

 

平戸市担い手育成総合支援協議会が実施する耕作放棄地解消総合

対策事業に対し、補助を行った。 

事業内容 区画整理、農道・水路の改修、暗渠排水路等の整備 

事業量  97a ４か所（平戸２、田平１、大島１） 

事業費  9,324千円（補助対象事業費） 

負担割合 国（※）：50％、県：30％、市：15％、受益者：5％ 

     ※国費は、直接交付。 

4,196 

農援隊設置事業 

（農林課） 

【事項別明細書 198頁】 

 

<緊急雇用創出事業臨時特例基金事業> 

労働力不足のため規模拡大や新規品目導入に踏み切れない認定農

業者に対して、農援隊を派遣し、労力の支援を行った。 

委託先  ながさき西海農業協同組合 

事業量  農援隊（14名）の派遣 

事業費  26,995 千円 

26,995 

構造改善加速化支

援事業 

（農林課） 

【事項別明細書 200頁】 

【就農定着促進支援】 

事業内容 松浦田平アスパラガス生産組合（２名※）が導入する

施設（アスパラガスハウス）への補助を行った。 

     ※うち田平地区１名 

事業量  アスパラガスハウス ４棟 2,436 ㎡ 

事業費  16,643 千円（補助対象事業費） 

負担割合 県50％、市16％、受益者34％ 

【経営革新支援】 

事業内容 先導的な農業者（２名）が導入する農薬散布用機械へ

の補助を行った。 

事業量  スピードスプレーヤ１台（かんきつ類） 

     ブームスプレーヤ１台（露地野菜） 

事業費  5,652千円（補助対象事業費） 

負担割合 県：33.3％、市：18.7％、受益者：48％ 

12,785 

 

 － 70 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

6,415  19 51  農地の利用状況調査の実施により、農地基本台帳の整備が図

られ、農地利用集積等の基礎資料として活用が可能になった。 

142,307  9 46,974 集落の活発な営農活動が生まれ、農地・道路・水路などの保

全はもとより、水源のかん養機能や良好な景観の形成機能が増

進され、また耕作放棄地の防止ができた。 

協定締結数  23年度 102協定（集落101、個人１） 

       24年度 103協定（集落102、個人１） 

交付面積   23年度1,006.25ha 

        24年度1,021.63ha 

2,796   1,400 当該箇所における農地の区画整理、農道・水路の改修、暗渠

排水路等が整備され、97aの耕作放棄地を解消することができ

た。 

 また、解消後の農地においては、地域振興品目を中心に作付

けを行い、園芸産地の拡大に向け推進がなされた。 

26,995    認定農業者の労働力不足が一定解消し、農業環境の改善と規

模拡大につながった。また、14名の雇用創出ができた。 

新規雇用失業者数 14名 

10,204   2,581 アスパラガスハウスの導入補助を行ったことで、新規就農者

１名（田平地区）の就農定着促進と経営面での支援ができ、将

来的な後継者育成と産地拡大につながった。 

また、先導的な農業者（２名）に対し、農薬散布用機械導入

の補助を行ったことで、農作業の効率・迅速化及び品質の向上

につながった。 

 

 



6 款 農林水産業費 － 71 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

ながさき農山村活

性化支援事業 

（農林課） 

【事項別明細書 200頁】 

津吉地域活性化協議会（各種 15 団体の代表者など 19 名で構成）

が実施する地域活性化活動に対する補助を行った。 

事業内容 活性化計画の策定（各種会議の開催等）、環境保全活動

（耕作放棄地の情報把握）、産業振興活動（新規就農者

の営農定着支援、先進地視察、加工新商品開発の試作

準備など） 

事業費  500 千円（補助対象事業費） 

負担割合 県：100％ 

500 

輝くながさき園芸

産地振興計画推進

事業 

（農林課） 

【事項別明細書 200頁】 

ながさき西海農協平戸地区アスパラガス部会等が導入する昇温抑

制資材（遮光ネット）等に対し、補助を行った。 

事業内容及び事業費等 

①アスパラガス昇温抑制資材（遮光ネット） Ａ＝259.6a  

 補助対象事業費2,906千円 受益戸数27戸 

②アスパラガス黄色蛍光灯 30台 Ａ＝268.1a  

 補助対象事業費3,360千円 受益戸数18戸 

③アスパラガス新改植 Ａ＝66.6a 

 補助対象事業費1,890千円 受益戸数９戸 

④アスパラガスＵＶカットフィルム Ａ＝138.7a 

 補助対象事業費1,890千円 受益戸数12戸 

⑤いちご炭酸ガス発生装置 Ａ＝33.0a 

 補助対象事業費1,806千円 受益戸数12戸 

⑥菊ＵＶカットフィルム Ａ＝58.121a 

 補助対象事業費1,097千円 受益戸数４戸 

※事業量は全体数量、補助対象事業費は全体事業費、 

受益戸数は全体戸数。 

負担割合 県：33.3％（50％）、市：県補助残の28％ 

4,883 

園芸産地育成対策 

事業 

（農林課） 

【事項別明細書 200頁】 

園芸品目の栽培に取り組んでいる中核的農業者や、新たに園芸品

目の栽培に取り組む新規栽培者の産地拡大及び販売体制の強化等の

取り組みに対する支援を行った。 

新規栽培者支援        500千円（1件） 

園芸産地育成支援      2,306千円（6件） 

園芸用施設流動化・改造支援  444千円（1件） 

気象変動対策支援       497千円（1件） 

その他園芸産地振興支援   1,160千円（7件） 

合計            4,907千円（16件） 

4,907 

農業者戸別所得補 

償制度推進事業 

（農林課） 

【事項別明細書 200頁】 

農業者戸別所得補償制度の普及・推進活動経費として、平戸市地

域農業再生協議会へ補助を行った。 

事業内容 加入申請書等の配布及び回収並びに制度への申請手続

支援、対象作物の作付状況の確認、平成25年度実施に

向けた説明会等の開催及び指導・助言など。 

事業費  7,310千円 

負担割合 国100％（定額） 

7,310 

 

 － 72 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

500    多くの活性化団体の代表者が一同に会し、意見交換や活性化

計画を策定する中で、環境保全活動（耕作放棄地の情報把握）、

産業振興活動（新規就農者の営農定着支援、先進地視察、加工

新商品開発の試作準備など）が推進され、津吉地域の活性化に

寄与することができた。 

 

3,205   1,678 アスパラガス昇温抑制資材を導入したことにより、夏場の高

温による葉焼けや株の消耗等を抑制し、アスパラガスの収量確

保が可能となった。 

アスパラガス黄色蛍光灯を導入したことにより、夜蛾類の被

害を軽減し、薬剤散布回数の削減と良品質アスパラガスの生産

が可能となった。 

アスパラガスの新改植を行ったことにより、老株や病害によ

り枯死した欠株のある圃場で株の若返りが図られ、アスパラガ

スの収量向上が可能となった。 

アスパラガスＵＶカットフィルム等を導入したことにより、

スリップス類の効果的な防除体制が確立し、薬剤散布回数の削

減と良品質のアスパラガス等の生産が可能となった。 

いちご炭酸ガス発生装置を導入したことにより、日照不足や

低温時の光合成不足を改善し、厳寒期の生育維持によるいちご

の収量向上が可能となった。 

 

   4,907 多くの中核的農家が経営の柱とする園芸品目の生産基盤の

強化、生産性の向上、後継者の育成・確保が図られた。 

また、新規栽培者への支援を行ったことにより、多様な担い

手が育成され、地域農業の活性化が期待できる。 

 

 

7,310    食料自給率の向上、水田農業経営の改善ができた。また、地

域農業再生協議会を活用し、行政と農業者団体等が連携した取

組みを推進したことにより、地域の実情に即した農業振興につ

ながった。 

 



6 款 農林水産業費 － 73 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

農業振興地域整備

計画更新事業 

（農林課） 

【事項別明細書 200頁】 

<緊急雇用創出事業臨時特例基金事業> 

事業内容 農地法の改正等に伴い、農業振興地域整備計画の平成

25 年度中の変更に向け、業務を委託し、事前調査など

を実施した。 

事業量  平戸市農業振興地域整備計画更新業務一式 

事業費  21,553 千円 

21,553 

農地・水保全管理 

支払交付金事業 

（農林課） 

【事項別明細書 200頁】 

本市と協定を締結した活動組織が、地域で共同して行う農地、水

路等の日常の管理や農村環境の向上に資する活動を支援した。 

事業費内訳 交付金6,909千円、推進事務費480千円 

 【共同活動】 

 事業費  交付金 3,151千円（市負担分） 

交付団体 12団体（平戸８、生月１、田平３） 

交付面積 田358.15ha、畑34.34ha、草地21.77ha  計 414.26ha 

負担割合 国：50％、県：25％、市：25％ 

【向上活動】 

事業費  交付金 3,758千円（県・市負担分） 

交付団体 ７団体（平戸７） 

交付面積 田203.68ha、畑10.01ha  計 213.69ha 

負担割合 国：50％、県：25％、市：25％ 

7,389 

有害鳥獣被害防止

対策事業 

（農林課） 

【事項別明細書 200頁】 

有害鳥獣（イノシシ等）による被害防止のため、有害鳥獣駆除員

に対する捕獲報償金及び平戸・田平猟友会への駆除業務委託並びに

捕獲罠の整備を行った。 

捕獲報償金（4,981頭） 24,905千円 

捕獲罠（箱罠145基） 7,917千円 

駆除業務委託（平戸・田平猟友会） 6,000千円 

事務費等 1,092 千円 

39,914 

 

鳥獣被害防止総合 

対策事業 

（農林課） 

【事項別明細書 202頁】 

有害鳥獣（イノシシ等）による農作物の被害防止のため、ワイヤ

ーメッシュ柵及び電気柵の整備に対して補助を行った。 

また、鳥獣被害対策実施隊を結成し、捕獲・防護柵の設置といっ

た実践的活動を展開した。 

防護柵整備（ワイヤーメッシュ柵）     108,100千円 

防護柵整備（電気柵） 13,705千円 

鳥獣被害対策実施隊報酬 660千円 

県北地域有害鳥獣被害防止対策協議会負担金 45千円 

 

122,510 
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 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

21,553 

 

   現状に即した平戸市農業振興地域整備計画の更新を行うた

めの基礎・根拠資料が作成された。また、13 人の雇用創出が

できた。 

新規雇用失業者数 13名 

2,359  2 5,028 農用地・農道等の草刈、水路の土砂上げ活動が円滑に実施さ

れ、また、農業施設の維持管理とあわせ機能向上活動が行われ

たことにより、地域環境の保全向上及び農業施設の長寿命化に

つながった。 

また、地域住民が参加し活動することによって、さらなる 

集落環境の向上と住民間の交流が生まれ、農業の持続的な発展

に寄与した。 

15,618   24,296 地元猟友会等による有害鳥獣（イノシシ等）の捕獲体制の強

化が図られ、農作物の被害を抑えることができた。 

○捕獲頭数(イノシシ) （単位：頭） 

年度 H22 H23 H24 

捕獲頭数 4,799 4,086 4,981 

前年度比 207％ 85％ 122％ 
 

121,805   705 有害鳥獣（イノシシ等）の農地侵入を防止し、農作物の被害

を抑えることができた。 

○防護柵整備状況        （単位：ｍ）         

年度 H22 H23 H24 

ＷＭ柵 46,080 148,880 202,220 

電気柵 19,140 48,241 69,580 

※ＷＭ柵＝ワイヤーメッシュ柵 

 



6 款 農林水産業費 － 75 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

新規就農者実践農

場推進事業 

（農林課） 

【事項別明細書 202頁】 

県北各地域の優良農業者をインストラクターとして認定し、地域

の振興品目であるいちご・アスパラガス・繁殖牛などによる農業経

営を目指す新規就農希望者を対象に、１年目(前期)の実地研修と２

年目(後期)の就農以降のフォローアップを実施する事業であり、平

成24年度においては、２年目の研修者に対し補助を行った。 

補助金  1,800千円(３人×50千円×12月) 

研修品目 いちご、アスパラガス 

1,800 

豊かな農山村づく 

り事業 

 (農林課) 

【事業別明細書 202項】 

  水と土に恵まれた豊かな農山村地域活性化に向けた取り組みを実

施する団体等に対し補助を行った。 

担い手対策支援事業 

農業大学校就学者６名への補助           720 千円 

高付加価値型農林業の振興対策事業 

   活性化団体への冷凍平型ショーケース導入補助  500千円 

 

 

 

1,220 

担い手コーディネ

ーター設置事業 

(農林課) 

【事業別明細書 202項】 

 

<緊急雇用創出事業臨時特例基金事業> 

平戸市担い手育成総合支援協議会が、担い手コーディネーターを

雇用して、「担い手農家の巡回による農家の各種意向掘り起こし活

動」、「多様な担い手育成のための意向調査」及び「有害鳥獣被害防

止にかかる事業啓蒙、指導」などを行った。 

委託先   平戸市担い手育成総合支援協議会 

事業量   担い手コーディネーター２名雇用（延べ人数） 

1,940 

新規就農総合支援 

事業 

（農林課） 

【事項別明細書 202頁】 

持続可能な力強い農業を実現するには、これまでの新規学卒者対

策に加え、Ｕ・Ｉターン者等の就農促進を強化する必要があり、そ

の際、技術の習得や所得の確保等が課題となっていることから、就

農意欲の喚起と就農後の定着を支援するため、給付金を交付した。 

事業量  青年新規就農者４名に対する給付 

事業費  3,000千円（1,500千円×6/12月×４名） 

 

3,000 

 

 － 76 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

900   900 研修者が、インストラクターやＪＡ生産組織より営農に対す

る基礎的な技術の習得をすることができ、意欲ある新規就農者

の確保・育成に寄与することができた。 

 

   1,220 農業大学校の学生に対し、研修費を補助したことにより、農

業に対する意欲の向上と担い手の確保ができた。 

また、冷凍平型ショーケース導入への補助を行ったことによ

り、活性化団体（農業者）の負担軽減が図られ、同時に産地の

規模拡大と地域農業の活性化につながった。 

 

1,940    平戸市担い手育成総合支援協議会において、担い手コーディ

ネーターを雇用したことにより、認定農業者などとの連絡及び

調整が円滑になされ、幅広く活動支援をすることができた。 

また、緊急雇用により雇用の創出につながった。 

新規雇用失業者数 ２名 

3,000    新規就農者の課題の一つである所得の確保等が一定解消さ

れ、就農意欲の喚起と就農後の定着を支援することができた。 

また、受給者４名については、園芸作物と肉用牛の振興に積

極的に取り組んでおり、各地域の活性化につながる担い手及び

地域リーダーとして期待できる。 

 



6 款 農林水産業費 － 77 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

農産物加工新商品

開発支援事業 

（農林課） 

【事項別明細書 204頁】 

農産物を加工処理し、商品化することで、収益の向上を図るなど、

６次産業化に取り組もうとしている農業者等が抱える課題を解決す

るため、農産物の加工新商品の開発支援を行った。 

事業量  研修会の開催（５回） 

     ①食と農のビジネス経営の基本について 

     ②加工品開発にかかる事例研修について 

     ③加工品開発にかかる基礎研修について 

     ④加工品開発に向けた素材研究について 

     ⑤おいしくて安全で安心な商品開発の手法について 

委託先  株式会社 キースタッフ 

事業期間 平成24～25年度 

1,032 

家畜導入事業 

（農林課） 

【事項別明細書 204頁】 

長崎県家畜導入事業を活用して、ながさき西海農業協同組合が実

施する繁殖雌牛の貸付に対して1頭当たり138千円の補助を行った。 

ひらどモー！モー！増頭支援事業補助金 

県：92千円×70頭＝6,440千円 

市：46千円×70頭＝3,220千円 

 

 

9,660 

和牛オリンピック

対策奨励事業 

（農林課） 

【事項別明細書 206頁】 

平成 24 年度に開催された第 10 回全国和牛能力共進会長崎県大会

の出品牛対策及び大会開催に対し支援などを行った。 

・代表牛賞賜金 2,510千円 

 <市代表牛    53頭  530千円> 

 <県北地区選考牛 34頭 1,020千円> 

 <県北地区代表牛 18頭  900千円> 

 <県代表牛    ６頭   60千円> 

・大会会場へのバス借上料 589千円 

・全国和牛能力共進会長崎県大会負担金 6,064千円 

・県北地域和牛改良推進協議会負担金 1,060千円 

・和牛オリンピック対策奨励事業補助金 200千円 

・事務経費 863千円 

 

11,286 

21 世紀平戸牛産地

強化対策事業 

（農林課） 

【事項別明細書 206頁】 

 

肉用牛経営の規模拡大に意欲を持つ畜産農家に対し、国県補助事

業の採択要件に合わない施設整備の補助を行った。 

低コスト牛舎及び堆肥舎モデル事業補助金 

別飼施設 ２棟   284.0 ㎡ 1,000千円   

堆肥舎  ３棟    60.2 ㎡ 661千円 

 

1,661 

 

 － 78 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   1,032 

 

６次産業化に取り組もうとしている農業者等が抱える問題

点・課題（市内農産物の有効活用、新規事業の創出、ブランド

化、販売促進及び地域活性化など）が一定解決し、付加価値の

高い農産物の加工品による新商品の開発が可能となり、農業所

得の向上が期待できる。 

 

6,440   3,220 ながさき西海農協を通じて優良繁殖雌牛の導入支援を行っ

たことで、高齢化による飼養戸数及び飼養頭数の減少はあるも

のの中核畜産農家の規模拡大につながった。 

                （戸、頭） 

年度 H22 H23 H24 

飼養戸数 518 489 455 

飼養頭数 3,280 3,202 3,125 

1戸あたり 6.3 6.5 6.9 
 

  
 

11,286 全国和牛能力共進会長崎県大会に向け、出品者、和牛部会、

農協等、地域が一体となった取り組みを進めることができた。 

本市から県代表牛として出品された６頭全てが優等賞を受

賞するとともに、本市で生産された子牛が内閣総理大臣賞を受

賞するなど、優秀な成績を収めることができ、産地力が向上し

た。 

 

   1,661 低コストの牛舎・堆肥舎の整備による経営規模の拡大及び低

コスト経営が図られた。 

また、堆肥舎の整備により、家畜ふん尿の適正管理につなが

った。 

 



6 款 農林水産業費 － 79 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

強い農業づくり交 

付金事業 

（農林課） 

【事項別明細書 206頁】 

放牧事業に取り組む組織に対して、草地整備及び牧柵設置など放

牧地の整備に支援を行った。 

事業量  放牧地整備一式 372a  

事業主体 石原放牧部会（平戸市生月町） 受益戸数３戸 

負担割合 国：100％（定額） 

1,831 

肉用牛経営活力ア

ップ事業 

（農林課） 

【事項別明細書 206頁】 

繁殖牛の多頭飼育経営に取り組む組織に対して、繁殖牛舎及び堆

肥設備などの整備に支援を行った。 

事業量  牛舎１棟135㎡、堆肥舎１棟42㎡など 

事業主体 平戸地域肉用牛生産組合（平戸市生月町） 

受益戸数２戸 

負担割合 県：50％、市：16％、受益者：34％ 

 

4,889 

農村災害対策整備

事業県工事負担金

（農林課） 

【事項別明細書 208頁】 

県が実施する老朽化した農業用ため池等の改修のための調査・計

画書作成、測量・設計及び対策工事にかかる県工事負担金 

 生月地区（ため池：測量・設計及び対策工事） 

  負担金  89,984,180円×16％≒14,397千円 

  負担割合 国：55％、県：29％、市：14％、受益者：2％ 

大島地区（ため池：調査・計画書作成） 

 負担金   1,890,000円×25％≒  473千円 

 負担割合 国：50％、県：25％、市：25％ 

14,870 

海岸堤防等老朽化 

対策事業県工事負 

担金 

（農林課） 

【事項別明細書 208頁】 

 県が実施する老朽化した海岸保全施設の改修のための対策工事に

かかる県工事負担金 

 神上地区（消波工） 

  負担金 15,991,500 円×7％≒1,119千円 

  負担割合 国：50％、県：43％、市：7％ 

1.119 

農村災害対策整備

事業 

（農林課） 

【事項別明細書 208頁】 

老朽化した農業用施設（用水路・排水路など）の改修のための測

量・設計及び対策工事を実施した。 

生月第２地区（用水路・排水路など：測量・設計及び対策工事） 

  事業費  測量・設計費 24,819 千円 

工事請負費   2,182 千円 

計      27,001 千円      

負担割合 国：55％、県：15・10％、 

市：35・31・30・26％、受益者：4％ 

27,001 

 

 － 80 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

1,831    耕作放棄地等の有効利用により放牧利用面積を拡大し、共同

放牧による労働時間や生産コストの削減、また牛舎の空スペー

スを活用した増頭が可能となり、肉用牛経営の安定につながっ

た。 

3,704   1,185  近代的かつ低コストの繁殖牛施設（12頭規模）が整備され、

経営規模の拡大及び集団化による生産コストの低減などで、経

営の安定と肉用牛の生産振興が可能となった。 

 12,000 1,800 1,070  当該ため池は、堤体及び余水吐などの老朽化に伴い、漏水が

発生するなど支障を来たしている状況である。事業完成後は、

堤体崩壊に伴う土砂及び水害の防止と農業用水の安定供給が

図られる。 

〔事業予定期間 平成21～32年度〕 

   1,119 当該海岸保全施設は、経年劣化や波力等の影響により損傷や

機能低下が著しい状況である。事業完成後は、消波機能が十分

に発揮され、背後農地や家屋への被害防止が図られる。 

〔事業予定期間 平成23～25年度〕 

18,277 8,100 157 467 当該農業用施設は、老朽化等に伴い、施設本来の機能を発揮

できておらず、降雨時に近隣農地等へ雨水が氾濫している状況

である。事業完成後は、当該地域で発生する災害から、市民の

生命・財産及び生活を守ることができるとともに、農業用施設

等の機能の充実により、安定した営農が図られる。 

〔事業予定期間 平成21～27年度〕 



6 款 農林水産業費 － 81 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

自然災害防止事業

県工事負担金 

（農林課） 

【事項別明細書 208頁】 

県が実施する老朽化した農業用ため池の改修のための対策工事に

かかる県工事負担金 

 生月地区（ため池：対策工事） 

  負担金  5,985,000円×25％≒1,496 千円 

  負担割合 県：75％、市：12.5％、受益者：12.5％ 

 

1,496 

地域ため池総合整

備事業県工事負担

金 

（農林課） 

【事項別明細書 208頁】 

県が実施する老朽化した農業用ため池の改修のための対策工事及

び排水路整備のための測量設計にかかる県工事負担金 

 大島地区（ため池・排水路：測量・設計及び対策工事） 

  負担金  24,533,800円×9％≒2,208 千円 

 負担割合 国：60％、県：31％、市：8％、受益者：1％ 

2,208 

市単独農道整備事業 4,718千円 

老朽化等により支障を来たしている農道の補修を行うため、農業

者団体が実施する路面舗装等の施設整備に対して補助を行った。 

農道舗装23路線、L=1,997m 

平戸地区 2,719 千円 15路線 

生月地区  424 千円  ５路線 

田平地区  806 千円 ２路線 

大島地区  769千円  １路線 

 

4,718 農業農村整備事業 

（農林課） 

【事項別明細書 210頁】 

 

 

市単独小規模かんがい恒久対策事業 5,198千円 

老朽化等により支障を来たしている農業施設（農道は除く。）の補

修を行うため、農業者団体が実施する農業用かんがい施設や未整備

地域の施設整備に対して補助を行った。 

水路14か所、ため池５か所 

平戸地区 2,675千円 13か所 

生月地区 1,000千円 １か所 

田平地区  794千円 ３か所 

大島地区   729千円 ２か所 

5,198 

林道環境整備事業

（農林課） 

【事項別明細書 216頁】 

<緊急雇用創出事業臨時特例基金事業> 

市が管理する林道のうち車両通行の妨げとなっていた沿線の草木

等について、機械使用による除草、陰切り作業及び側溝の土砂除去

などを行った。 

 委託先  平戸市森林組合 

 事業量  林道田代線L=4,047m、林道安満線L=2,027m 

 事業費  1,916千円 

1,916 

 

 － 82 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

  748 748 当該ため池は、堤体の老朽化に伴い、崩壊の危険性があった

が、堤体崩壊に伴う土砂及び水害の防止と農業用水の安定供給

ができるようになった。 

 

 2,000 74 134 当該ため池は、堤体及び余水吐などの老朽化に伴い、漏水が

発生するなど支障を来たしている状況である。事業完成後は、

堤体崩壊に伴う土砂及び水害の防止と農業用水の安定供給が

図られる。 

〔事業予定期間 平成21～27年度〕 

 

   4,718 農道への落石や路面の損傷など、農道の維持管理に相当の経

費と労力を要していたが、本事業で整備されたことにより、農

産物や機械搬入の省力化、荷傷みの防止、更には雨天時の通行

が容易になるなど農業環境の整備と車両通行の安全性が確保

された。 

   5,198 近年、特にイノシシによる水路の被害が多く発生し、水路の

管理に多大な影響が出ていたが、本事業で整備されたことによ

り、水路等の施設が充実し、農産物の生産向上と労働力が軽減

された。 

1,916    林道を利用する森林所有者及び森林整備車両等の安全運行

と利用促進が図られた。 

また、２名の新規雇用と刈払機講習会受講等により技術の向

上が図られた。 

新規雇用失業者数 ２名 

 



6 款 農林水産業費 － 83 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

海岸防災林造成事

業県工事負担金 

（農林課） 

【事項別明細書 216頁】 

県が実施する老朽化した海岸保全施設の改修のための測量・設計

及び対策工事にかかる県工事負担金 

 根獅子地区（防潮工など） 

  負担金 19,999,350 円×7％≒1,400千円 

  負担割合 国：50％、県：43％、市：7％ 

 

1,400 

 

 

流域育成林整備事

業 

（農林課） 

【事項別明細書 216頁】 

 

植栽から保育まで一貫した造林事業を集団的、計画的、組織的に

実施し、森林の総合的整備を行った。 

事業量 下刈 4.84ha（平戸地区3.2ha、田平地区1.64ha） 

 事業費 693千円 

693 

環境林整備事業 

（農林課） 

【事項別明細書 216頁】 

防風・防潮林等の公益的機能を有する松林を病害虫（松くい虫）

から守るため、松くい虫による被害木の伐倒駆除を行った。 

事業量（伐倒駆除） 185.13 ㎥ 

平戸地区  14.72 ㎥ 

生月地区  36.00 ㎥ 

大島地区  134.41 ㎥ 

3,657 

自然災害防止事業 

（農林課） 

【事項別明細書 218頁】 

豪雨により、崩壊した民家裏林地について、県の補助事業を活用

し、復旧工事を実施した。 

事業量 L=10.0ｍ 

地区名 岡地区（志々伎町） 

1,793 

 

森林病害虫獣対策

事業 

（農林課） 

【事項別明細書 218頁】 

防風・防潮林等の公益的機能を有する松林を病害虫（松くい虫）

から守るため、防除を実施した。 

・地上散布 7.60ha（平戸地区3.00ha、大島地区4.60ha） 

・空中散布 82.0ha（大島82.0ha） 

・樹幹注入 274本（平戸151本、生月123本） 

6,929 

森林整備地域活動

支援交付金事業 

（農林課） 

【事項別明細書 218頁】 

 

施業集約化に不可欠な作業路網の改良箇所の洗い出しのための点

検及び崩壊箇所・崩壊の原因となっている箇所について、丈夫で簡

易な作業路網へ転換を図る改良活動に対して支援を行った。 

事業内容 作業路網の改良活動 1,190ha 

事業主体 県林業公社910ha、平戸市森林組合250ha 

     北松森林組合30ha 

  

5,260 

 

 － 84 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

 1,300  100 当該海岸保全施設は、経年劣化や波力等の影響により損傷や

機能低下が著しい状況である。事業完成後は、消波機能が十分

に発揮され、保全対象区域の民家、農地及び防災林などへの被

害防止が図られる。 

〔事業予定期間 平成24～26年度〕 

459   234 植栽から保育事業まで一貫した造林事業が実施され、優良材

の生産及び健全な森林が育成できた。 

また、森林の持つ公益的及び多面的機能が発揮され、水源か

ん養機能やＣＯ２（二酸化炭素）削減に寄与できた。 

1,835   1,822 

 

防風、防潮林等の公益的機能を有する松林を病害虫（松くい

虫）から守ることができ、当該地域住民の生活、環境、景観保

全を図ることができた。 

896  449 448 林地の現況復旧と再崩壊を防止し、市民生活の安全を確保す

ることができた。 

5,135   1,794 防風、防潮林等の公益的機能を有する松林を病害虫（松くい

虫）から守ることができ、当該地域住民の生活、環境、景観保

全を図ることができた。 

4,070   1,190 森林整備が計画的に進み、森林が持つ公益的機能が発揮さ

れ、森林所有者の林業経営意欲等の向上に寄与した。 



6 款 農林水産業費 － 85 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

農山漁村活性化プ 

ロジェクト支援交 

付金事業 

（農林課） 

【事項別明細書 218頁】 

平戸市森林組合が整備する菌床しいたけの生産施設に対し、補助

を行った。 

事業量  菌床しいたけ生産施設 ６棟 A=1,490.4 ㎡ 

事業費  171,450千円（補助対象事業費） 

負担割合 国：50％、市：16％、受益者34％ 

113,157 

特用林産物活用施

設整備事業 

（農林課） 

【事項別明細書 220頁】 

【平成23年度繰越明許費】 

平戸市森林組合が整備する菌床しいたけの集出荷貯蔵施設及び生

産施設に対し、補助を行った。 

事業量  菌床しいたけ集出荷貯蔵施設 １棟 A=250.0 ㎡ 

菌床しいたけ生産施設     １棟 A=248.4 ㎡ 

事業費  81,413 千円（補助対象事業費） 

負担割合 県：50％、市：16％、受益者34％ 

13,027 

ＦＲＰ漁船廃船処

理対策事業 

（水産課） 

【事項別明細書 222頁】 

今後予想される FRP 漁船等の大量排出に対処するため、本市の現

状や課題等に応じた廃船処理手法の比較検証を行った平戸市水産振

興協議会に対し、費用の一部を運営補助金として助成した。 

 事業実施主体：平戸市水産振興協議会 

 比較検証隻数：６隻 

 運営補助金 ：６隻×50,000円＝300 千円 

 

300 

離島漁業再生支援

交付金事業 

（水産課） 

【事項別明細書 222頁】 

漁業生産や販売の面で本土地区に比べ不利な条件が強いられる離

島地区の中で、漁業者自ら策定した活動計画（集落協定）に基づき、

沿岸漁業の振興に取り組む漁業集落に対して一定額の交付金を交付

した。 

対象地区  度 島 46 世帯 6,256千円 

      高 島  4 世帯 544千円 

      的 山 28 世帯 3,808千円 

      大根坂 21世帯 2,856千円 

推進事務費 300千円 

単独事務費 2千円 

13,766 

水産環境保全創造

事業 

（水産課） 

【事項別明細書 222頁】 

藻場礁整備 

設置場所 平戸市野子地先 

・総事業費 89,765 千円 うち年度内支出 31,148千円 

着定基質 自然石 V=9,600㎥ K-hatリーフ 30基 

・事務費 530千円 

31,678 

 

 － 86 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

85,725 27,400  32 菌床しいたけの生産体制が充実・強化され、生産量の拡大に

よる市場等への安定供給が可能となり、特用林産物の振興と雇

用の確保が図られる。 

 13,000  27 菌床しいたけの生産体制が充実・強化され、生産量の拡大に

よる市場等への安定供給が可能となり、特用林産物の振興と雇

用の確保が図られる。 

   300 平戸市水産振興協議会では、ＦＲＰ漁船の廃船処理をリサイ

クルと産廃処理での比較検証を行い、環境（衛生）・費用・法

令順守面等でそれぞれ課題を分析した。 

比較検証の結果、環境面では、本市内での処理業者（油脂類

処分業者）の不在、費用面では、ほぼ同額であること、法令面

では、相談窓口や法令順守の周知不足などが指摘された。また、

費用を安価に抑えるには、自走能力を備えている段階で、１か

所に集積できるような場所を確保するなど新たな対策を講じ

る必要性なども指摘された。 

10,352   3,414 各漁業集落の地域特性を活かした「漁場生産力の向上に関す

る取り組み」及び「集落の創意工夫を活かした新たな取り組み」

を展開し、産卵場の整備、磯焼け対策、食害生物を利用した加

工品の開発、直売所の運営等を行うことができた。 

25,956 5,400  322 磯焼けの進行に伴う藻場の減少に対応するため、核藻場を造

成したことにより、今後の漁場生産力の回復が期待できる。 

 



6 款 農林水産業費 － 87 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

漁村再生交付金事

業 

（水産課） 

【事項別明細書 228頁】 

【平成23年度繰越明許費】 

魚礁整備 

設置場所 生月地先 

・総事業費                       32,278千円 

ハニカム魚礁 10基 FP魚礁3.25型 38基 

・事務費                           81千円 

32,359 

環境・生態系保全

活動支援交付金事

業 

（水産課） 

【事項別明細書 222頁】 

漁業者が取り組むモデル的な磯焼け対策（計画モニタリング・保

全活動）に対して交付金を支給した。 

度島磯焼け対策チーム 1,976,852円×1/4≒494 千円 

志々伎地区磯焼け対策活動組織 2,589,000円×1/4≒647 千円 

負担区分 国（1/2）県（1/4）市（1/4） 

市支出内訳 負担金 4,565,852円×1/4≒1,141 千円 

補助事務費 300 千円 

単独事務費 5千円 

1,446 

豊かな海づくり事

業 

（水産課） 

【事項別明細書 224頁】 

市内の漁業者、漁協及び団体が取り組む水産業振興策を支援する

ため、市単独の補助金を交付した。 

①充填機の導入〔高付加価値型漁業の振興対策〕 256 千円 

中野漁協川内青年部  

 ②底質改良剤散布〔環境保全対策支援事業〕   220千円 

  中野漁業協同組合 

 ③エビ・カキ祭り〔高付加価値型漁業の振興対策〕    497千円 

    平戸市水産振興協議会 

 ④磯焼け対策〔資源管理型漁業推進事業:食害生物駆除〕210千円 

中野漁業協同組合 

  ⑤磯焼け対策〔資源管理型漁業推進事業：フルボ酸鉄〕 500千円 

 生月漁業協同組合 

1,683 

密漁取締連携推進

事業 

（水産課） 

【事項別明細書 224頁】 

密漁対策のため、平戸市管内の漁協で組織された北松海域漁場監

視連絡協議会が実施する漁業者による密漁監視のための自警活動に

対し、監視活動に使用する船舶の運航経費の一部を補助した。 

総事業費  3,390千円 密漁監視活動実績 226回 

  県費  1,130千円（1/3；直接補助） 

  市費   565千円（1/6） 

 負担金  1,695千円（1/2；協議会自己負担金） 

565 

 

 － 88 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

26,898 5,100  361 漁港から比較的近い海域（共同漁業権内）に人工的に漁場を

造成し、天然礁や既存の人工魚礁と併せて、回遊魚の滞留時間

の延長を図ることにより、漁獲の増大と漁業経費の軽減を促し

た。 

300   1,146 対象地区において漁業者をメンバーの中心とする活動組織

を設立し、地先の磯焼け対策について協議しながら、定期的な

モニタリングと併せてウニ駆除やウニハードルの設置、母藻の

設置など藻場の保全活動を行い、食害生物による食害の低減、

種子（遊走子）供給力の強化につながった。 

   1,683 ①練り製品加工用関係機器の導入を行うことにより、ストロー

と保存料を使わない新商品づくりに取り組むことができた。 

②養殖漁場の環境改善を図り、底質改良剤の散布を実施したこ

とにより、持続可能な養殖事業に寄与した。 

③冬のイベントとして定着している「エビ・カキ祭り」の宣伝

告知を効果的に行い、平戸の旬の食材を積極的にＰＲするこ

とができた。 

④海藻に対する食害生物であるガンガゼ・小型巻貝を駆除する

ことで漁場環境と資源保護に関する意識付けができた。 

⑤磯焼けが進行している地先に、フルボ酸鉄ユニットを設置し

たことにより、その有効性について継続した検証（経年変化）

を行うことができるようになった。 

   565 自警活動に取り組む平戸市内の全漁協により組織された北

松海域漁場監視連絡協議会に対し、域内に発生する密漁の効率

的な排除と密漁情報の共有システムを確立し、漁場監視体制の

整備強化を図ることができた。 

 



6 款 農林水産業費 － 89 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

農林漁業振興資金

利子補給事業 

（水産課） 

【事項別明細書 224頁】 

漁業者の資本装備の高度化を図り、漁業経営の近代化等に資する

ため、制度資金（漁業近代化資金等）を融資した金融機関（漁協）

に対し、利子補給金を交付した。 

農林漁業振興資金利子補給（利子補給率 1.5％以内） 

期首融資残高         147件 461,426千円 

平成24年度新規貸付実行状況  10件 70,500 千円 

利子補給額  平戸市漁協 1,200千円 

中野漁協 84千円 

志々伎漁協 2,498千円 

九十九島漁協 26千円 

生月漁協 215千円 

大島村漁協 100千円 

4,123 

養殖魚赤潮被害緊

急対策事業 

（水産課） 

【事項別明細書 224頁】 

薄香湾で発生した赤潮による養殖魚の大量斃死被害に対し、漁協

が中間魚を一括購入し被害地区の養殖業者に供給する事業に補助を

行った。 

事業主体：平戸市漁業協同組合 

補助対象事業費 県：7,425 千円×1/3≒2,500千円 

         市：7,425千円×1/3≒2,500千円 

5,000 

新生水産県ながさ

き総合支援事業 

（水産課） 

【事項別明細書 224頁】 

 

①浜の生産・流通・経営基盤整備対策 

 定置漁業体験交流施設整備事業（木造平屋建） 

 事業主体：生月漁業協同組合 

 事 業 費：23,520 千円（うち補助対象事業費：20,000 千円） 

 県  費：10,000 千円（補助率：1/2） 

 市  費： 3,334 千円（補助率：1/6） 

 自己負担：10,186 千円 

②漁場環境保全対策 

 薄香湾で発生した赤潮による養殖魚の斃死魚の処分費用に補助を

行った。 

 事業主体：平戸市漁業協同組合 

 事 業 費：921千円（うち補助対象事業費：877千円） 

 県  費：292千円（補助率：1/3） 

市  費：293 千円（補助率：1/3） 

自己負担：336千円 

13,919 

 

 － 90 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

   4,123 借り手である漁業者の金利負担を軽減し、生産性の向上と所

得の安定に寄与した。 

2,500   2,500 出荷段階にあった養殖魚が赤潮の影響により大量に斃死し、

経営の存続が危ぶまれる状況となった養殖業者の経営維持を

図ることができた。 

10,292   3,627 ①生月漁協にとって重要な定置網漁業に関する“納屋”の老朽

化が著しく、漁具の保管にも支障をきたす状態だったが、こ

の事業を行ったことで、資材保管・作業・休憩のみならず、

漁業（定置網）体験のための施設としての利用が可能となっ

た。 

 

 

②早急に斃死魚を処分したことにより、養殖業者の経営再建、

漁場及び周辺漁場環境の保全に資することができた。 

 



6 款 農林水産業費 － 91 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

水産業普及指導事

業 

（水産課） 

【事項別明細書 224頁】 

 

①資源管理型漁業の推進（種苗放流） 4,283千円 

・放流対象種 オニオコゼ、ヒラメ、クロアワビ、アカウニ 

・放流箇所及び数量 

平戸地先    オニオコゼ （50mm）10,000尾    < 800千円> 

獅子地先    ヒラメ    （120mm） 8,700尾   <1,188千円> 

田平地先    クロアワビ （25mm） 4,000個   < 420千円> 

舘浦・生月地先 クロアワビ （20mm）13,750個  <1,155千円> 

平戸・生月・獅子・中津良地先 

アカウニ  （10mm）60,000個   < 720千円> 

②中間育成試験 551 千円 

・獅子地区（海面中間育成） 

          クロアワビ （15mm）10,000個    <473千円> 

          餌（塩蔵ワカメ）            <78千円> 

③貝毒対策 90千円 

・ノロウィルス及び麻痺性貝毒モニタリング検査   < 90千円> 

④船舶借上料 269千円 

 藻場調査・水産教室・現地打合せ 等        <269千円> 

⑤その他事務費（旅費、通行料）        215 千円 

5,408 

離島輸送コスト支

援事業 

（水産課） 

【事項別明細書 224頁】 

 

本市離島地域の農水産業の競争力を低下させる要因となっている

海上輸送コストに係る経済的負担の軽減を図ることを目的に海上輸

送費の一部を助成した。 

事業期間：平成25年３月13日～平成25年３月31日 

大島村漁業協同組合 

輸送費61,979円×（国1/3＋県1/6＋市1/6）≒40千円 

平戸市漁業協同組合（度島事業所） 

輸送費27,270円×（国1/3＋県1/6＋市1/6）≒18千円 

58 

漁業担い手確保推

進事業 

（水産課） 

【事項別明細書 226頁】 

漁業担い手確保推進事業補助金 

技術習得支援事業 

（志々伎・大島） 100,000円×２人×12月＝2,400 千円 

（生月） 150,000円×１人×12月＝1,800 千円 

 保険料 等 50,000円×３人＝150千円 

4,350 

 

 － 92 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

 5,000   408 ①減少傾向にある水産資源を維持安定（持続的利用）させるた

めには、種苗放流と同時に、“漁獲規制”を導入する資源管

理型漁業が不可欠となる。資源管理型漁業への取り組みを推

進するため操業規制の導入及び県水産試験場等の推奨する

最適放流手法の管内への普及を図った。 

 

②アワビ種苗の放流については魚価の低迷や沿岸域の磯焼け

の深刻化により水揚げが減少していく中で、地元漁協でも充

分な資金が確保できず放流数量を調整するなどして対応し

ている現状である。市では地元の協力を得ながらアワビの放

流用種苗よりも安価な中間育成種苗の育成試験を実施し、高

生残率を維持しながら放流適性サイズまで成長させるため

のデータを収集することができた。    

 

③管内のマガキについて、ノロウィルス及び麻痺性貝毒のモニ

タリング検査を実施したことで、風評被害及び食中毒の防止

ができた。 

 

44   14 離島という地理的条件の不利を軽減し、地場産業の活性化と

離島の自立的発展を促す切っ掛けづくりを支援することがで

きた。 

2,175   2,175 漁家子弟の後継者に、技術習得期間中の生活費の支援を行

い、後継者の確保につなげることができた。 



6 款 農林水産業費 － 93 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

産地水産業強化支

援事業 

（水産課） 

【事項別明細書 226頁】 

事業主体 ハード事業：志々伎漁業協同組合 

     ソフト事業：宮ノ浦地区産地協議会 

事業内容 

 ハード事業：志々伎漁協宮ノ浦支所荷捌施設改修 

       A＝327.6 ㎡ 屋根・外壁改修 

 ソフト事業：ウチワエビ販売促進事業 

事業費 

 ハード事業：32,550 千円（補助対象事業費 29,700 千円） 

国費 14,850 千円（1/2） 

県費  2,970 千円（10%） 

市費  2,376 千円（8%） 

 ソフト事業：217千円（補助対象事業費 872 千円） 

  市費    217 千円（1/4） 

 附帯事務費：300千円（うち国庫補助 150 千円） 

 単独事務費： 3千円 

20,716 

漁港海岸施設老朽

化調査及びシステ

ム化事業 

（水産課） 

【事項別明細書 228頁】 

<緊急雇用創出事業臨時特例基金事業> 

東日本大震災の教訓を活かし、漁港海岸施設の適切な維持管理を

図ることを目的として、海岸施設の老朽化調査を行うとともに調査

結果について電子データ化を行った。 

 

市営22漁港の漁港海岸施設の老朽化調査委託業務 

6,825 

漁村再生交付金事

業 

（水産課） 

【事項別明細書 230頁】 

志々伎地区における水揚げの拠点である志々伎浦漁港において、

陸揚時の衛生環境の向上を図るため、物揚場へ防暑施設（屋根）の

整備を行った。また、白石漁港においては、季節風による風浪によ

り、出入港時及び漁船係留時に危険な状況であるため、漁業者及び

漁業体験者等の安全確保の観点から、北防波堤及び南防波堤の新設

整備に向けて、調査及び設計を実施した。 

・志々伎地区 総事業費 68,120千円 

 防暑施設(屋根)整備L＝33.2m 

 福良東防波堤改良（防風フェンス）L=80m 測量設計 一式 

 うち年度内支出 17,704 千円 

・白石漁港 総事業費 16,730千円 

 北防波堤（新設）L=70m・南防波堤（新設）L=40m 

 地質調査・測量設計 一式 

・事務費 851 千円 

35,285 

 

 － 94 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

17,970   2,746 ・ハード事業 

   塩害による老朽化が目立っていた荷捌施設を改修するこ

とにより、利用者が安全に作業できる環境が整った。 

 

・ソフト事業 

   ヒラメに次ぐ重要な地域資源であるウチワエビについて、

福岡地区を中心とする販促活動を行ったことにより、今後の

販売戦略に関する資料を得ることができた。 

6,825    漁港海岸施設の老朽化調査を行ったことにより、施設の状況

が把握でき、国の事業を活用して、年次計画で施設の補修を行

なう環境が整った。また、システム化を行うことで漁港海岸施

設の管理が比較的容易となり、施設の適切な維持管理が可能と

なった。また、緊急雇用により雇用の創出にもつながった。 

新規雇用失業者数 ７名 

23,243 10,900 558 584 志々伎浦漁港においては、水揚げ時における衛生環境が改善

され、漁獲物の鮮度保持が可能となるなど付加価値の向上が期

待される。また、白石漁港においては、必要とする施設の適正

な整備にかかる資料（基本設計）が整った。 



6 款 農林水産業費 － 95 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

獅子地区における水揚げの拠点港である獅子漁港において、荒天

時の波浪による越波により、漁船の係留及び漁獲物の水揚げ時に支

障をきたしているため、西防波堤の改良を行った。 

 また、早福漁港地区において、新たな地域の集会施設までの取り

付け道路の整備を行うため、地質調査及び測量設計を行った。 

・獅子漁港 総事業費 128,470千円 

 西防波堤（改良）L=10m うち年度内支出 48,191 千円 

・早福漁港 総事業費 8,000 千円 

 道路L=161m 調査測量設計一式 うち年度内支出  7,322 千円 

・事務費 2,405 千円 

57,918 地域水産物供給基

盤整備事業 

（水産課） 

【事項別明細書 230頁】 

 

 

 

 

 

 

【事項別明細書 234頁】 

 

 

【平成23年度繰越明許費】 

・獅子漁港：西防波堤（改良）L=15m 51,652 千円 

・事務費 60千円 

51,712 

漁港関連道整備事

業 

（水産課） 

【事項別明細書 230頁】 

 

獅子漁港から主要地方道までの道路が狭隘であり、大型車両（保

冷車・活魚車）等の通行の際に危険な状況となっているため道路の

整備を行うもの。平成24年度は工事実施に向けて測量設計を行った。 

・獅子漁港 総事業費 20,000千円 

関連道整備 L=600m測量設計一式 うち年度内支出 3,200千円 

・事務費 197 千円 

3,397 

漁港施設の老朽化対策として、機能保全工事を行うための前提と

なる調査を実施するとともに、施設整備後、数十年が経過し老朽化

が進んでいる施設について対策工事を実施した。 

・機能保全調査及び対策工事 総事業費 96,000千円 

  うち年度内支出  25,027千円 

機能保全調査：獅子、釜田、一六、生向、須草、泊ヶ浜、主師 

       白石、春日、高越、飯良、西浜 

 機能保全工事：古田漁港（古田橋橋脚１基・古田防波堤L=96m） 

        宝亀漁港（京崎防波堤L=22m・測量設計一式） 

・事務費 426千円 

25,453 水産物供給基盤機

能保全事業 

（水産課） 

【事項別明細書 230頁】 

 

 

 

 

 

 

 

【事項別明細書 234頁】 

 
【平成23年度繰越明許費】 

・機能保全工事：飯盛漁港 

（西防波堤補修L=30m・浮桟橋補修１基 

取付護岸補修L=4.75m） 

 23,968千円 

・事務費 149 千円 

24,117 

 

 － 96 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

37,471 18,700 783 964 

34,828 15,200 838 846 

獅子漁港においては、西防波堤の改良を行ったことにより、

港内の静穏度が向上し、係留時及び水揚げ時における漁業者の

安全が確保されるとともに、出荷調整のための蓄養水面の有効

活用が可能となった。また、早福漁港においては、地質調査及

び測量設計を実施したことで、道路整備を行うための資料（基

本設計）が整った。 

2,160 1,200  37 獅子漁港で水揚げされる水産物の流通環境の改善や地域住

民が安心して生活できる環境を整えるための道路整備に向け

た資料（基本設計）が整った。 

12,505 10,500  2,448 

16,896 6,900  321 

機能保全調査を行った結果、国の事業を活用して老朽化して

いる施設の保全工事を実施できる環境が整った。また、老朽化

している既存施設の保全工事を行ったことにより、施設の長寿

命化が図られ、更新コストの縮減及び漁業者が継続して就業で

きる環境を構築できた。 

 



6 款 農林水産業費 － 97 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

早福漁港地域において、漁業集落における生活環境の改善を行う

ことにより、快適な漁港環境を形成し、併せて漁業者が安心して就

業できる環境を構築することを目的に集落道路の整備を行った。 

・早福漁港: 集落道 L=145.1m            総事業費 50,000千円 

 うち年度内支出  7,516千円 

建物事前調査 19棟 建物調査 ２棟 物件調査 ６件 

土地購入278.59㎡ 建物補償５棟 立木・電柱移転補償費一式 

・事務費 139 千円 

7,655 漁業集落環境整備

事業 

（水産課） 
【事項別明細書 232頁】 

 

 

 

 

 

 

 

【事項別明細書 234頁】 

 

【平成23年度繰越明許費】 

・早福漁港：集落道L=69.0m 33,810千円 

 土地購入 554.38㎡ 移転補償 工作物補償２件 建物補償４棟 

・事務費 172 千円 

33,982 

漁港単独整備事業 

（水産課） 
【事項別明細書 232頁】 

 

補助事業及び災害復旧事業での採択要件に該当しないものの、整

備が必要な箇所の工事及びそれに伴う調査測量作業を実施した。 

 総事業費 13,438千円 

 うち年度内支出  9,092 千円 

事業内容 

・宝亀漁港機能保全計画書作成業務委託 

・根獅子漁港深浅測量業務委託 

・船越漁港（向月地区）沖防波堤標識灯取替工事 

・大根坂漁港背後法面崩壊対策工事 

・獅子漁港臨港道路維持工事 

・生向漁港外２漁港単独災害復旧工事 

・船越漁港飯田海岸施設単独災害復旧事業 

・主師漁港主師防波堤根固工事 

・田助漁港幸の浦地区埋立地用地測量業務委託 

・事務費 13千円 

9,105 

 

 － 98 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

4,885 2,600  170 

21,977 11,400  605 

道路拡幅工事を行ったことで、緊急時における車両の進入が

可能となり、安心して生活できる環境が整った。また、汲み取

り車両が集落内に進入できるようになったことで劣悪な衛生

環境も改善された。 

  5 9,100 被害の拡防止大及び事故の防止につながっており、安全な漁

港環境が整った。 

 



6 款 農林水産業費 － 99 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

基幹的な漁港である県営漁港の施設を充実させるため､漁港整備

計画に基づき県が実施している建設事業費の一部を負担した。 

漁港整備事業県工事負担金 18,516千円 

≪水産生産基盤整備事業≫ 

・生月漁港 

＜事業費 124,999 千円＞       市負担額 15,625千円 

【うち年度内 事業費  14,244 千円 市負担額 1,781 千円】 

-２m物揚場（改良）L=80m 内防波堤(A)L=30m 

 ・薄香湾漁港 

＜事業費 9,999千円＞            市負担額 1,250 千円 

【うち年度内 事業費   6,021 千円 市負担額 753 千円】 

潮の浦護岸（改良）一式 潮の浦東防波堤（改良）一式 

・宮ノ浦漁港 

 ＜事業費 169,999 千円＞      市負担額 21,250千円 

【うち年度内 事業費  73,013 千円 市負担額 9,127 千円】 

浮桟橋(A)１基 用地(B)A=6,100㎡ 

≪地域自主戦略≫ 

  ・前津吉漁港 

＜事業費 34,269千円＞           市負担額 4,283 千円 

【うち年度内 事業費 17,468千円  市負担額 2,183 千円】 

護岸（改良）一式 内防波堤（改良）一式 道路一式 

-３m岸壁（改良）L=70m –２m物揚場（改良）L=142m 

・舘浦漁港 

 ＜事業費 26,231千円＞      市負担額 3,279 千円 

【うち年度内 事業費 19,388千円  市負担額 2,423 千円】 

 浮桟橋一式 

≪農山漁村地域整備交付金≫ 

 ・舘浦漁港 

＜事業費 24,000千円＞           市負担額 3,000 千円 

【うち年度内 事業費    0 千円  市負担額 0千円】 

浮桟橋一式  

≪水産業強化対策施設整備交付金≫ 

・度島漁港 

＜事業費 8,000千円＞            市負担額 1,000 千円 

【うち年度内 事業費  3,000千円  市負担額 375 千円】 

船揚場（滑り材）L=15m 

≪県単修築事業≫ 

 ・田助漁港 

＜事業費 7,447千円＞            市負担額 1,712 千円 

 用地舗装一式 

・薄香湾漁港 

＜事業費 700千円＞             市負担額 162 千円 

  用地舗装一式 

18,516 漁港整備事業県工

事負担金 

（水産課） 

【事項別明細書 232頁】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事項別明細書 234頁】 
【平成23年度繰越明許費】 

≪水産生産基盤整備事業≫ 

・宮ノ浦漁港 事業費 26,359 千円   市負担額  3,295千円 

 浮桟橋 １基 

≪水産業強化対策施設整備事業≫ 

・前津吉漁港 事業費 44,177 千円     市負担額  5,522千円 

 北防波堤（改良）L=50m –２m物揚場（改良）一式 

8,817 

 

 － 100 － 6 款 農林水産業費 

（単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

 14,700 923 2,893 

 2,900 441 5,476 

県営漁港の整備ができたことで、漁港用地の有効活用が可

能となり、漁船が安全に係留できるなど漁港機能が向上した。

また、単独事業を実施したことにより施設の機能が充実し、漁

業就労環境の改善につながった。 

 

 



6 款 農林水産業費 － 101 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

防波堤からの越波により、漁港施設及び漁船への被災を繰り返し

ている状況にあるため、当事業を活用し防災対策工事を実施した。 

・下中野漁港                         総事業費 70,000千円 

北防波堤（改良）L=20.1m        うち年度内支出 14,100千円 

・志々伎浦漁港            総事業費 14,000千円 

 西防波堤（新設）L=60m 調査測量設計 一式 

     うち年度内支出 0千円 

・事務費 261 千円 

14,361 漁港施設機能強化

事業 

（水産課） 

【事項別明細書 232頁】 

 

 

 

 

 

【事項別明細書 234頁】 

 

 

【平成23年度繰越明許費】 

・下中野漁港 15,478千円 

 北防波堤（改良）L=0（45.28）m 

・事務費 111 千円 

15,589 

強い水産業づくり

交付金事業 

（水産課） 

【事項別明細書 232頁】 

【平成23年度繰越明許費】 

荒天時の強風により係留時の漁船が支障をきたしている状況にあ

るため、防波堤上に防風フェンスの整備を行った。 

・根獅子漁港 25,795千円 

西防波堤改良(防風フェンス) L=117.4m   

・事務費 206 千円 

26,001 

 

 － 102 － 6 款 農林水産業費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

9,517 4,400 229 215 

10,448 4,600 251 290 

漁港施設への被災や、防波堤からの越波による漁船への被災

が回避されるなど、漁港機能が充実し、当漁港を安心して利用

できる環境が整えられた。 

17,550  423 8,028 漁船が安心して係留できる環境が整えられるとともに、漁港

用地内での作業時における漁業者の安全を確保することがで

きた 

 



7 款 商工費 － 103 －  

【【【【    ７款７款７款７款    商工費商工費商工費商工費    】】】】    

 

  本市の商工関連産業に関しては、人口減少や購買力の流出、事業主の高齢化と後継者不足などにより依然とし

て厳しい経営状況が続いている。 

企業誘致対策は、地域経済の活性化や人口流出に歯止めをかけるための重要な施策であるが、本市の地理的要

因などにより厳しい状況にある。市としては、これまでの地道な企業訪問実績を基に、長崎県産業振興財団や県

とも連携を図りながら、誘致活動を継続している。 

物産振興においては、農林水産業と観光及び物産関連分野との連携による地場産品の地域ブランド化に取り組

み、主に福岡都市圏をターゲットとした情報発信及び販路開拓などの事業を展開した。 

イベントでは、「平戸くんち城下秋まつり」を実施し、食とイベントの融合と商店街の活性化を図る取り組み

として、２日間で県内外から２万人を誘客した。また、平戸を代表する特産品である「あご」のブランドを確立

するため、「平戸“新あご”祭り」を開催し、１万２千人を誘客するとともに、“平戸のあご”をＰＲすること

ができた。 

これらは、各種イベントや地域資源のブランド化、歴史を活かしたまちづくりなど市民が主役となり、様々な

取り組みを行っていることが評価されたものと考える。 

観光面では、平成24年の平戸市全体の観光客数は170万１千人で、前年より約４万９千人（3.0％）増加した。

内訳として、日帰り観光客は 132 万 5 千人で、前年より約１万５千人（1.2%）増加となり、宿泊客数も 25 万 1

千人で、約２万３千人（9.9％）増加となった。観光消費額は、99 億７千万円で約５億７千万円（6.0％）増加

した。 

大きな特徴としては、平成23年９月に開館した平戸オランダ商館の開館効果と東日本大震災による観光客減

少が回復に転じたことで、観光客数は増加傾向となっている。 

そうした中で、平戸藩の四季めぐりシリーズも、これまでの「夏めぐり」「秋めぐり」に「春めぐり」「冬めぐ

り」が加わり、年間を通じた四季シリーズが完成。テーマパーク化とメディア活用によるプロモーションが行わ

れ、観光誘客へとつながった。 

さらに、８月に全国公開された俳優高倉健主演の映画「あなたへ」は、平戸の薄香地区がロケ地として大きく

全国へ露出されたことや全国和牛能力共進会の開催等で、平戸の魅力が発信されたことにより、平戸のイメージ

アップが図られ、日帰り観光客も増加したと考えられる。 

一方、外国人観光客は、東日本大震災の風評被害から回復傾向にあることや平成22年に発足した平戸市・嬉

野市・武雄市・雲仙市・福岡市の５市による「東アジア誘客３県都市連携会議」の台湾でのＰＲ効果もあり、今

後、中国や台湾からの旅行客が増加していくものと考えられる。 

その他、平戸検定による観光ガイドの育成や市長のトップセールス、各種メディアによる情報発信を行い、観

光客の誘客に努めた。 

 

   

  観光客数の推移 

 H19年 H20年 H21 年 H22年 H23 年 H24年 

観光客数(千人） 1,602 1,522  1,608 1,681 1,651 1,701 

宿泊客延べ滞在数(千人） 408 383  384 355 342 376 

宿泊客数(千人） 272 255  256 237 228 251 

日帰り客数(千人） 1,194 1,139  1,224 1,326 1,309 1,325 

観光消費額（百万円） 10,543 9,429  9,993 9,604 9,402 9,975 

 

 

 

 

 

 

 － 104 － 7 款 商工費 

 

 

観光客と観光消費額の推移 
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（１）（１）（１）（１）中小企業振興対策中小企業振興対策中小企業振興対策中小企業振興対策    

商工会議所及び商工会が実施する事業への支援を通じて、中小企業の育成に取り組むとともに、平戸市中

小企業振興資金融資制度を活用し、市内中小企業の経営に必要な資金調達の支援をした。 

また、緊急経済対策の一環として、市民が住宅又は店舗のリフォームを市内の業者に発注する場合に、工

事費に対する一部補助を行った。   

 

（２）（２）（２）（２）商工業の振興と活性化商工業の振興と活性化商工業の振興と活性化商工業の振興と活性化    

長崎県緊急雇用創出事業臨時特例基金事業により「ひらどキャラクターまちなか賑わい事業」を実施し、

観光協会、商工会議所及び商工会をはじめ地域の商店とも連携し、観光客の商店街誘客を図るなど商店街の

賑わいの創出に取り組んだ。 

また、“まちなか”における商業の振興、にぎわいあふれるまちづくりに向けて、津吉地区、田平地区及び

生月地区の商店街関係者による「まちなか活性化基本計画」を策定した。また、前年度に策定した平戸市中

心市街地地区においては、まちなか活性化推進会議を開催した。 

商店街活性化やまちづくりのリーダー育成を目的として、県と共催し、「商店街まちづくりリーダー等育成

研修会」を開催した。 

中小企業者支援策としては、長崎県産業振興財団、商工会議所及び商工会と共催し、「経営戦略セミナー」

を開催した。 

 

（３）（３）（３）（３）企業誘致対策企業誘致対策企業誘致対策企業誘致対策    

本市の企業誘致対策は、交通アクセス、通信インフラなどの問題で企業が立地するために必要な条件が十分

に整っているとは言い難く、非常に厳しい状況にあるものの、継続的な営業訪問を行った。 

また、これまでの製造業に限った誘致活動ばかりでなく、大規模太陽光発電事業の誘致にも取り組んだ。 

 

（４）物産の振興（４）物産の振興（４）物産の振興（４）物産の振興    

平戸ブランドの確立による地場産業の活性化を目的として、平戸市地域資源ブランド化推進協議会を中心に

進めている「平戸ブランド戦略的プロモーション推進事業」において、「福岡都市圏の35歳以上の女性」をメ

インターゲットとし、平戸産品の情報発信や販路拡大を図るため、ホテルや飲食店などでのフェアや物産展を

開催するとともに、新商品の開発やギフトカタログの製作・販売を行った。また、関東における平戸ブランド

の確立に向けて、百貨店での平戸単独フェアや年間を通した産品取引に向けた物産展を開催した。 
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【【【【    ７款７款７款７款    商工費商工費商工費商工費    】】】】    

 

（５）外国人観光誘客の推進（５）外国人観光誘客の推進（５）外国人観光誘客の推進（５）外国人観光誘客の推進    

東アジアをターゲットとした外国人観光客の誘客を目的に、平成22年に発足した平戸市、雲仙市、嬉野市、

武雄市、福岡市の５市による「東アジア誘客3県都市連携会議」で、台湾からの誘客を図るため、ＩＴＦ台北

国際旅行博や訪日台湾教育旅行現地説明会への参加、台湾現地での観光説明会の開催、国のＶＪ地方連携事

業を活用した訪日台湾教育旅行招請事業に取組み、観光情報の発信を行うとともに、海外からの誘客に努め

た。 

また、ハウステンボスクルーズが所有するオーシャンローズ号の長崎～上海間の定期航路運行に伴い、県

と連携し船内での観光ＰＲを行うと共に上海での観光説明会を開催しＰＲを行った。 

 

（６）観光施設の整備（６）観光施設の整備（６）観光施設の整備（６）観光施設の整備    

東アジアをはじめ国内外からの誘客を図り、交流人口の拡大並びに地域の活性化につなげることを目的に、

本市で生まれたアジアの英雄「鄭成功」が生まれ過ごした生家の再現に着手した。 

また、大島温泉施設の改修、平戸城の耐震診断を行い、利用者の利便性向上並びに安全確保を図った。 

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

にぎわいづくり 

支援事業 

（商工物産課） 

【事項別明細書 236頁】 

 商工業の振興を図るため、商店街の活性化・新商品の開発・特産

品の販路開拓、創業支援などに取り組む団体及び事業者に対して支

援を行った。 

①新商品・新技術開発事業         ２件 700千円 

・平戸あごだし鯨しゅうまいの開発 

・平戸南蛮カステラの開発 

②需要開拓事業                            １件 300千円 

・平戸よかもん商談会 

 

1,000 

中小企業振興対策

事業 

（商工物産課） 

【事項別明細書 236頁】 

○商工金融対策 

 中小企業者の経営安定による地域経済の活性化を図るため、中小

企業者に対する融資制度の利用促進及び負担軽減のための支援を実

施した。また、緊急経済対策の一環として、市民が住宅又は店舗の

リフォームを市内の業者に発注する場合に、工事費に対する一部補

助を行った。 

①中小企業振興資金預託金 107,063千円 

②中小企業振興資金保証料差率補填補助金 87千円 

③中小企業緊急対策融資資金助成金 67千円 

④平戸商工会議所運営補助金 2,860千円 

⑤平戸市商工会運営補助金 8,595千円 

⑥街路灯組合補助金（生月地区） 961千円 

⑦緊急経済対策住宅店舗リフォーム資金補助金 4,755千円 

⑧その他の事業経費 492千円 

124,880 
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 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

  1,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新商品・新技術の開発、需要開拓費用などを補助し、商工業

の振興、物産振興につなげることができた。 

 

 

 

 

  107,063 17,817 県信用保証協会に対して信用保証料の一部を助成すること

により、市内中小企業者が経営に必要な資金の融資を円滑に行

うことができ、中小企業者の経営の安定化につながった。 

①中小企業振興資金預託金融資実績   (単位：千円) 

融 資 残 高 金 融 

機関名 件数 金額 

償 還 

金 額 件数 金額 

親和銀行 

平戸支店 
1 5,000 14,777 16 15,724 

十八銀行 

平戸支店 
2 6,000 15,663 11 8,299 

計 3 11,000 30,440 27 24,023 

②緊急経済対策住宅店舗リフォーム資金補助金実績 

申請 工事費 補助対象工事費 補助額 

54件 85,171千円 81,129 千円 4,755千円  
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事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

平戸ブランド戦略

的プロモーション

推進事業 

（商工物産課） 

【事項別明細書 238頁】 

本市の優れた“食”を中心とした地場産品の流通ネットワーク構

築、供給機能強化による販路拡大を推進するため、「平戸市地域資源

ブランド化推進協議会」が実施する福岡都市圏を中心とした平戸ブ

ランドのプロモーション及び販路開拓事業を行った。 

○事業費25,000千円 

（市補助金12,500 千円、県補助金12,500千円） 

・新商品開発・パッケージ製作 

・百貨店における物産展開催（10回） 

・九州のムラ市場へのアンテナブース出展 

・福岡市内のホテルでの料理フェア開催、平戸メニュー開発（平

戸御膳）、スペシャルディナー開催 

・ホームページ、マスメディアを活用した情報発信 

・夏ギフト、冬ギフト及び酒の肴セットの商品開発・販売 

・服部栄養専門学校、日本相撲協会と連携しての新名物料理「平

戸ちゃんこ鍋」の開発、イベント開催 

・消費者ニーズ調査の実施 

・レガレット天神による平戸ブースを設置した試験販売 

・伊勢丹浦和店での平戸単独フェアの開催 

・東京・板橋区大山商店街における通年取引に向けた物産展の 

開催 

 

 

 

  

12,500 

「平戸あご」ブラ

ンド確立支援事業 

（商工物産課） 

【事項別明細書 238頁】 

平戸の重要な特産品である「あご」を市民に再認識してもらうと

ともに、市内外の消費者に向けて関係者が一体となってＰＲ・販売

を行うため、「平戸あご」のブランド定着・促進に向けた「平戸“新

あご”祭り」を開催した。 

○期日：平成24年９月29日（土）・30日（日） 

○場所：平戸港交流広場 

3,482 

平戸くんち城下秋

まつり開催支援事

業 

（商工物産課） 

【事項別明細書 238頁】 

 平戸城下旧町地区商店街を舞台に「食」、「物産」をメインとし

た“平戸ならでは”の“くんちスタイル”で、趣向を凝らしたお

もてなしをコンセプトに、町歩き（散策）型のイベントを開催し

た。 

 ○期日：平成 24 年 10 月 20 日（土）・21 日（日） 

 ○場所：平戸城下旧町地区商店街 

12,000 
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 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   12,500 平戸産品を活用したフェアや物産展を開催することにより、顧

客獲得や販売チャネルの拡大が図られた。これらのイベントが年

間を通じて実施されたことにより、様々な物産現場や店舗におい

て「平戸」の地名を前面に露出し、平戸の食に対するイメージア

ップと平戸産品のブランド力を高めた。 

併せて、市内の直売所と連携した事業実施により、平戸産品の

取扱い窓口が一本化され、供給量の拡大とスリム化が図られた。

これにより取引商談の機会でスムーズな商談成立がされ、年間を

通じた取引（平戸産品の販路開拓）が確立されつつある。 

また、平戸の食に対する情報が恒常的に発信されたことによ

り、食を通じた観光客の誘客にもつながっている。 

○主な売上げ実績            （単位：千円） 

内 容 H22 H23 H24 

ギフトセット販売 3,740 6,564 6,052 

百貨店催事 4,235 6,761 9,060 

ホテルフェア 1,995 1,512 2,232 

 

 

   3,482 「あご」にちなんだ“食”と“加工品”を一堂に集め、「あ

ご」に特化したイベントとすることにより、平戸のブランドと

しての定着・促進につながった。 

また、「平戸ツーデーウォーク」の日程と合わせたこともあ

り、集客アップができた。 

 

名  称 来場者数（人） 売上額（千円） 

平戸“新あご“祭り 12,000 3,646  

 12,000    市民や本市を訪れる観光客に対して、平戸の「食」、「物
産」をＰＲすることができ、交流人口の拡大につながった。 

 平戸くんち城下秋まつり 

 来場者数（人） 売上額（千円） 

H22 18,000 7,568 

H23 20,000 8,402 

H24 20,000 7,666 

   ※売上額については、チケット売上額 

 



7 款 商工費 － 109 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

物産振興イベント

開催支援事業 

（商工物産課） 

【事項別明細書 238頁】 

地域の物産振興や特産品の販路拡大につなげるため、生産者や関

係団体が主体となり「平戸市産業まつり」として、「平戸海道渡海人

祭」を実施した。 

・平戸市春の産業まつり「平戸海道渡海人祭」 2,000 千円 

○期日：平成24年４月22日、５月１日～31日 

○場所：平戸大橋公園、市内各漁協ほか 

○主なイベント 

 平戸海道渡海人祭（平戸大橋公園）、おさかな祭り（志々伎漁協） 

アサリ！どっさり！潮干狩り大会（千里ヶ浜） 

2,000 

地域資源ブランド

化推進事業 

（商工物産課） 

【事項別明細書 238頁】 

＜緊急雇用創出事業臨時特例基金事業＞ 

緊急雇用創出事業を活用して「平戸市地域資源ブランド化推進協

議会」のスタッフを雇用し、誘客、販売等を行える人材育成に努め

た。これにより、平戸市の地域資源を活かした産品を「平戸ブラン

ド」として位置づけ、福岡都市圏をターゲットとした情報発信や販

路開拓などのマーケティングを展開することができた。 

10,292 

ひらどキャラクタ

ーまちなか賑わい

事業 

（商工物産課） 

【事項別明細書 240頁】 

＜緊急雇用創出事業臨時特例基金事業＞ 

市内の事業者に事業を委託し、本市の歴史にゆかりのあるキャラ

クターに扮したスタッフを、商店街や観光スポットで接客させるこ

とにより、観光客や市民を誘客し、賑わいの創出に取り組んだ。 

29,258 

まちなか活性化基

本計画策定事業 

（商工物産課） 

【事項別明細書 240頁】 

まちなか活性化基本計画とは、「長崎県まちなか活性化推進事業

実施要綱」に基づき、「まちなか」における商業の振興、居住の推

進、公共施設の整備等を総合的に実施し、暮らしやすく活力ある地

域づくりを推進するために定める基本計画である。各地区のにぎわ

いあふれるまちづくりに向けて、２か年計画で、活性化の目標を設

定し、これに向けた各種事業を実施していく。 

まちなか活性化基本計画策定状況 

平成23年度 平戸市中心市街地地区 

平成24年度 平戸市津吉地区、平戸市田平地区 

平戸市生月舘浦地区、平戸市生月壱部地区 

197 

企業誘致対策事業

（商工物産課） 

【事項別明細書 240頁】 

企業誘致対策として、県(長崎県産業振興財団)と連携した企業へ

の営業訪問や、地場企業支援のため市内企業への訪問を実施した。 

また、大規模太陽光発電事業の誘致にも積極的に取り組んだ。 

・市外営業訪問   35社 

1,144 

 － 110 － 7 款 商工費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   2,000 農林・水産・商工業が連携してイベントを実施し、市民や  

観光客など消費者に直接販売することで、地場産品のＰＲに 

つなげることができた。しかしながら来場者及び売上額ともに

減少傾向にあり、イベントの内容を精査する必要がある。 

平戸市春の産業まつり「平戸海道渡海人祭」 

 来場者数（人） 売上額（千円） 

H22 53,697 13,761 

H23 44,128 11,590 

H24 40,010 9,851  

10,292    本事業の実施に当たり、協議会のスタッフを雇用することに

よって、事務局の機能が強化され、市内事業者に対する支援や

福岡都市圏への情報発信や販路開拓ができた。 

 

新規雇用失業者 ４名 

29,258    緊急雇用対策事業による雇用の創出と、観光や商店街の魅力

をＰＲすることで、商店街への誘導を図り、まちなかの賑わい

が創出された。 

・平戸大航海物語（夏休み企画) 参加者：15,473 人 

・平戸英国物語 （冬休み企画） 参加者：10,059 人 

・新規雇用失業者 13人 

   197 基本計画を策定するため、中小企業診断士を座長として招

き、平戸商工会議所、平戸市商工会及び各地区商店街代表者と

各地区において協議を重ねた。個別事業の実施段階において事

業主体となる商店街等の関係者が、まちなか活性化に向けての

協議を行うための有効な“場”となった。 

 

   1,144 雇用の場の確保や地元経済の活性化を図るため、本市への立

地に関心を示す企業を中心に営業訪問を実施した。立地には企

業による多額の設備投資が必要となるため、企業の投資計画の

時期等を見据えた粘り強い交渉を続けている。 

 



7 款 商工費 － 111 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

市内周遊型定期 

観光バス運行事業 

（観光課） 

【事項別明細書 240頁】 

来平する観光客に本市の魅力を体感させることを目的に、市内の

名所、観光施設等を巡る市内周遊定期観光バスツアーを運行。観光

客の満足度アップを図った。 

※平成24年4月28日～平成25年３月31日土日祝運行。ただし、

ＧＷ期間は毎日運行(平日２日間含む)。また、10 月については

全国和牛能力共進会開催期間中(平日８日間含む)毎日運行。 

なお、12月29日～１月３日は運休。 

委託先：（社）平戸観光協会 

3,089 

新平戸島八十八箇

所観光ルート整備

事業 

（観光課） 

【事項別明細書 242頁】 

松浦家第35代藩主熈公が設置した「病気平癒霊場巡り」をベース

として開発。「新平戸島八十八ヶ所霊場」改訂版パンフレットの増刷

及び由来説明板の作成・設置を行った。 

パンフレット（改訂版）増刷 1,500部 

由来説明板作成・設置     31か所 

1,097 

観光セールス事業 

（観光課） 

【事項別明細書 242頁】 

 観光地平戸のセールスを行うため、観光施設の無料入場券及び宿

泊施設の温泉入浴割引券・宿泊割引券の入った名刺を管理職等に配

布し、市外者を対象に名刺交換を通して平戸の魅力をＰＲした。 

対 象   市職員（市長他管理職等） 35名 

市議会（議長、副議長） ２名 

5,300枚作成                              

167 

鄭成功生家再現整

備事業 

（観光課） 

【事項別明細書 242頁】 

川内町の鄭成功居宅跡に、生家再現を行うため基本計画の策定を

行い、その後、整備する建造物の実施設計を行うとともに、生家の

展示基本設計及び展示グラフィック基本デザインコンセプト制作を

行った。また、居宅跡が県指定の史跡に指定され、整備面積が制限

されていることから、休憩所・便所整備のため、別途、用地を取得

した。                                

基本計画策定  

展示基本設計 

展示グラフィックデザイン基本コンセプト作成 

実施設計（生家、休憩所・便所） 

用地取得（２筆：428.08㎡） 

16,650 

平戸城耐震診断事

業 

（観光課） 

【事項別明細書 242頁】 

 昭和37年に建設された平戸城天守閣と本丸門について、国の基準

に基づく耐震診断を行った。 

 平戸城  

天守閣 昭和36年建築 ＲＣ造（５階）延べ面積479.4㎡ 

本丸門 昭和54年建築 ＲＣ造（２階）延べ面積116.8㎡ 

2,205 

 － 112 － 7 款 商工費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   3,089  観光ＰＲとあわせて、ボランティアガイドによる案内は好評

で、平戸オランダ商館開館効果も相まって、多くの利用者があ

った。 

 利用者実績              （単位：人） 

Ｈ23 Ｈ24  

利用者数 平均乗車数 利用者数 平均乗車数 

生月コース 1,614 5.9 640 5.4 

平戸コース 2,036 7.0  995 8.4 

計 3,650 6.5 1,635 6.9  

   1097 平戸島八十八ヶ所霊場改訂版パンフレット作成及び由来説

明板の設置により受入環境が整備され、団体及び個人による巡

礼者の利便性向上につながった。 

 

   167  市長をはじめとする管理職等及び議長、副議長が市外での名

刺交換を行うことで、平戸市の今の情報を伝え誘客に努めた。 

 実 績   配布枚数      4,500 枚 

       宿泊施設利用枚数   47 枚 

       観光施設利用枚数  164 枚 

 14,300  2,350  鄭成功生家再現及び周辺地域の環境整備にあたり、地元中野

地区の関係機関及び行政で構成する「鄭成功を活かした中野ま

ちづくり委員会」を６月 21 日に立ち上げ、ハード・ソフト両

面で協議を行い施設整備にかかる基本計画を策定し、工事に着

手することができた。 

また、ソフト面においては、観光地づくり実施計画を同委員

会で策定し、県の認定を受けた。これにより今後3年間、県の

21 世紀まちづくり推進総合補助金を活用し地域の活性化に向

けた事業展開が可能となった。 

397   1,808 

 

 

耐震診断の結果、本丸門については耐震判定指標値を満足す

る結果となったものの、天守閣については、耐震判定指標値を

満足する強度が無く、平成 25 年度以降において耐震補強工事

を行うこととなった。 

 

 



7 款 商工費 － 113 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

平戸冨春園誘客促

進事業 

（観光課） 

【事項別明細書 242頁】 

千光寺（旧冨春庵）は、臨済宗開祖の栄西禅師が中国から茶の種

子を持ち帰り、冨春園に播いたとされ、毎年、長崎県茶業協会では、

献茶式を開催。 

本年は、「平戸藩の春めぐり」のイベントとして位置づけ、冨春園

を観光素材として再認識し、「平戸とお茶とお菓子」の歴史について、

広く周知し誘客を図った。 

 主な内容：坐禅体験、献茶式、呈茶、平戸菓子販売 

 ＰＲ方法：チラシ30,000 枚 

      新聞広告2社、新聞折込29,000 世帯（佐世保） 

574 

大島温泉設備改修

事業 

（観光課） 

【事項別明細書 242頁】 

大島温泉動力ポンプの取替え工事を行い、利用者の利便性向上を

図った。 

動力ポンプ取替、泉源制御盤修繕、ガスセパレーター修繕ほか 

5,657 

観光ガイド育成事

業 

（観光課） 

【事項別明細書 242頁】 

 平戸学を活用しボランティアガイドの育成並びにガイドのレベル

アップ、観光客の受入体制を図るため、ＮＰＯ法人平戸観光ウェル

カムガイドに委託し平戸検定を行うとともに、検定試験後にガイド

志望者を募りガイド現地研修会を開催した。 

検定講習会  

 南部会場 25年１月７日～１月22日 ５回 延べ受講者133人 

 生月会場 25年１月25日～２月８日 ５回 延べ受講者 55人 

検定試験 

 平成25年２月10日 

700 

わがまち観光地づ

くり事業 

（観光課） 

【事項別明細書 242頁】 

平成23年から、市内外におけるコンビニエンスストア等の店内に

無償による観光案内所を設置。本年度も新たな観光案内所を設置し

た。 

Ｈ23 市内23か所 市外６か所 

Ｈ24 市内 ３か所 市外１か所 

227 

“おもてなし”モ

デル施設創出事業 

（観光課） 

【事項別明細書 242頁】 

＜緊急雇用創出事業臨時特例基金事業＞ 

平戸市全域における“おもてなし”の向上を図るため、市内全域

の観光関連事業所を対象とした“おもてなし”力の調査を実施する

とともに、おもてなし宣言店の募集を行い、その中から直接的な指

導を行い、他のお手本となる「モデル施設」の創出を行った。 

 顧客対象アンケート調査（事前：368通、事後：72通） 

 覆面調査事業所数 127事業所 

おもてなし宣言店募集 16施設 

モデル施設創出 １施設 

5,335 

体験型観光推進事

業 

（観光課） 

【事項別明細書 242頁】 

市内の体験型観光の推進を図るため、５地区の協議会が加盟して

いる一般社団法人まつうら党に対して、人的支援を行った。 

派遣職員 １名 

派遣期間 平成24年４月19日～平成25年３月31日 

1,714 

 － 114 － 7 款 商工費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   574  当日は、雨天にも関らず、関係者のほか、佐世保を中心に予

想を超える400人の来場者を得た。坐禅体験や平戸菓子販売

等、来場者には大変好評であった。 

 

 

   5,657 大島温泉施設の改修工事の実施により、いさりび館への安定

供給ができ、観光客や地元住民の利便性向上につながった。 

   700 平成25年１月７日から２月８日の間、計10回(５回×２会
場)からなる検定講習会を実施し、２月 10 日に平戸検定試験
（初級、中級、上級）を実施。その後、ガイド現地研修会を開
催し２名のガイドを育成した。 

平戸検定結果 

区分 受験者数 合格者数 うち市外 合格率 

初級 46人 36人 15人 78.3％ 

中級 28人 20人 2人 71.4％ 

上級 20人 12人 1人 60.0％  

   227 観光客が個人や小グループ化し、いかにして個別にきめ細や

かな対応ができるかが課題となる中で、市民の自発的なボラン

ティアによる観光案内や観光地としての「おもてなし」の向上

が図られ観光客の利便性向上につながった。 

5,335     顧客対象のアンケート調査を実施したが、調査事業所の中に

は、おもてなしの意識が低く、観光客は顧客として必要ないと

いう事業所もあり、おもてなしに対する意識啓発を更に行う必

要がある。このような中で、おもてなし宣言店を募集し、その

中からモデル施設を１施設選定。清掃方法から集中的に指導し

た結果、積極的な改善がなされ、従業員独自にマニュアル作り

に取り組むなど意識が向上した。 

新規雇用失業者 ２名 

  7 1,707 一般社団法人まつうら党において、県外の学校関係者、エー

ジェント等に対し、企画造成及び営業等を行い、まつうら党全

体で約7,500人の増加につながった。 

 市内受入（延べ数）H24年度9,157人 H23年度7,891 人 



7 款 商工費 － 115 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

コンベンション開

催事業 

（観光課） 

【事項別明細書 244頁】 

観光客の誘致と地域の経済効果を創出するため、コンベンション

などを開催する各種団体に対して支援を実施した。 

また、本年から新たに勉強合宿に対する補助も行った。 

○にぎわいづくり実績          (単位：千円,延べ人数） 

事 業 名 補助金額 宿泊実績 

鄭成功生誕記念平戸ｻｯｶｰﾌｪｽﾀ U-10 大会 50 149 

英進館夏期特訓合宿中３公立 1,000 6,954 

佐世保北中学校学習合宿 150 365 

佐世保西高等学校３年夏合宿 500 1,353 

佐世保西高等学校１年夏合宿 250 921 

青山学院初等部夏合宿５年生 250 810 

香雲堂吟詠会・来吟知会創立10周年 200 252 

とびうお杯小学生バレーボール親善大会 100 209 

商工会女性部主張発表長崎県大会 50 186 

VVSB Cup in Hirado 2012 サッカー大会 150 360 

脇川ﾎﾃﾙｶｯﾌﾟﾌﾚｯｼｭｻｯｶｰ U10 大会 25 63 

ソフトバンク杯ＦＭ長崎Ｕ10キッズサッカ

ーフェスティバル 
150 320 

久留米大学陸上部・九州大学陸上部合同合

宿 
25 86 

計 2,900 12,028 
 
 

2,900 

観光案内・誘導標

識整備事業 

（観光課） 

【事項別明細書 246頁】 

生月島の入口にある「道の駅」及び「ふれあい広場」を観光拠点

として位置づけているにも関らず、観光客から場所がわかりづらい

等と指摘を受けていたことから歓迎板や誘導案内板を設置した。 

歓迎板    １基 

誘導案内板  ２基 

5,439 

マスメディアＰＲ

事業 

（観光課） 

【事項別明細書 246頁】 

 ＫＴＮとながさきプレスが共同で製作した県内21市町の「とって

おきながさき」へ掲載依頼を行い、観光客へＰＲを図った。 

広告先：㈱ＫＴＮソサエティ 

 

  

315 

観光宣伝ツール作

成事業 

（観光課） 

【事項別明細書 246頁】 

大島を紹介する観光案内マップや観光パンフレットを増刷した。 

・平戸観光ガイドマップ 50,000部 

・大島地区観光パンフレット・ロードマップ 各10,000部 

649 

 － 116 － 7 款 商工費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

100  2,800  地域の賑わいにつながるコンベンションの開催に対して支

援することにより、地域の活力と魅力を向上させ、観光客の誘

致につなげることができた。 

宿泊者数の推移             （単位：人） 

 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 

会議・催事 0 681 438 

スポーツ競技会・合宿 733 704 1,187 

勉強合宿 ― ― 10,403 

計 733 1,385 12,028 
 

   5,439 道の駅「生月大橋」への歓迎板や誘導案内板を設置し、生月

地区の観光情報発信の拠点への誘導を図ることで、観光客の利

便性が向上したとともに、おもてなしの醸成を図ることができ

た。 

   315 県内 21 市町の完全ガイド本、さらには、地域のとっておき

情報誌として、クオリティの高い本が作成されたことにより、

広く観光客に平戸をアピールするきっかけができた。 

   649 大島を訪れる観光客に対するパンフレットを増刷し、観光情

報の発信、観光客誘致に努めた。 

 

 



7 款 商工費 － 117 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

平戸観光振興強化

事業 

（観光課） 

【事項別明細書 246頁】 

観光協会の実施事業について強化を図ることで、観光客の 

さらなる増加に努めた。平戸観光協会が主体的に実施する「観 

光情報発信強化」・「観光地形成・組織形成」・「国内・海外旅行 

誘致強化」事業における経費への補助を行った。 

①観光情報発信強化事業  

 （マスメディアを活用した情報発信） 

・雑誌・新聞等紙媒体を活用した情報発信 

雑誌掲載28件 （ＪＴＢるるぶ、レタスクラブほか） 

  新聞掲載 ９件  (西日本新聞、長崎新聞ほか)     

②観光地形成・組織強化事業    

③国内・海外旅行誘致強化事業 

・平戸キリシタン紀行事業 

  サイレントクリスマス実施（12/1～12/25） 

・長崎県人会セールス 

 名古屋長崎県人会、京都長崎県人会 

・東京セールス（6/6～6/9、1/24～1/27） 

・福岡セールス（2/12～2/13、3/7～3/9） 

 

15,000 

 － 118 － 7 款 商工費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

 
 

 15,000 ①観光情報発信強化事業       

テレビ、ラジオ、旅行誌等のマスメディアを活用し、 

年間を通じて平戸の旬の素材が食べられるようなグル 

メイベントの定着化を図り、誘客につなげた。 

（食のイベント開催）      参加人数（前年対比） 

・平戸活イカまつり（6/1～7/31） 1,212人（387.2 ％） 

・平戸和牛フェア  （7/1～10/31）15,859人（139.0 ％） 

・平戸あら鍋まつり(11/1～12/30)  1,367人（143.7 ％） 

・平戸ひらめまつり（1/12～4/7） 13,393人（ 76.8 ％） 

②観光地形成・組織強化事業 

公益法人制度改革に伴う（社）平戸観光協会の一般社 

団法人移行にかかる人件費の補助を行うことにより、 

平成25年４月１日の法人化移行認可に向けた事務作業 

に着手することができた。 

③国内・海外旅行誘致強化事業   

平成23年３月11日の東日本大震災の影響も回復傾向 

にあり、日帰り客も宿泊客も増加傾向にある。そのよ 

うな中、旅行会社等に対し誘致セールスを行い、本市 

への誘客を図った。 

 



7 款 商工費 － 119 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

テーマパーク観光

プロモーション事

業 

（観光課） 

【事項別明細書 246頁】 

 

平戸藩の四季シリーズとして、年間を通じパッケージ化、季節感

あるイベントを開催しながら、観光誘客を図った。 

また、住みます芸人を平戸城に配置し、東京で記者発表を行うと

ともに、各種イベント等においてＰＲを行った。 

さらに、俳優高倉健主演の映画「あなたへ」の上映にあわせロケ

地を再現し、観光ＰＲを行った。 

 

「平戸藩の夏めぐり」  14イベント 

期  間：６月１日～８月31日 

 ＰＲ内容：ポスター350枚、チラシ20,000 枚 

テレビ69本（福岡34本、県内35本） 

特別テレビ番組（長崎・熊本・大分） 

      ラジオ25本（福岡） 

長崎フェスタ 

「平戸藩の秋めぐり」  13イベント 

期  間：９月１日～11月31日 

ＰＲ内容：ポスター350枚、パンフレット20,000 枚 

テレビ69本（福岡34本、県内35本） 

ＮＢＣテレビ「あっぷる」 

ラジオ135本（福岡25本、県内110本） 

      ＮＢＣラジオ体験会バス２台（長崎・佐世保） 

      情報誌「ララコープ」（無料掲載） 

      長崎フェスタ 

「平戸藩の冬めぐり」  11イベント 

期  間：12月１日～２月28日 

ＰＲ内容：ポスター350枚、パンフレット20,000 枚 

テレビ45本（福岡20本、県内25本） 

      ラジオ25本（福岡） 

「平戸藩の春めぐり」  16イベント 

期  間：３月１日～５月31日 

ＰＲ内容：ポスター350枚、チラシ20,000 枚 

テレビ45本（福岡20本、県内25本） 

      ラジオ25本（福岡） 

平戸藩の四季めぐりフェイスブック開設 

 

住みます芸人 

 委託期間：平成25年４月５日～８月31日 

 委託先：株式会社よしもとクリエイティブ・エージェンシー 

 芸人：長崎亭キヨちゃんぽん 

 

映画「あなたへ」 

 マップ28,000部、のぼり50本、映画セット再現２か所 

 

 

11,998 

 

 

 － 120 － 7 款 商工費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

 10,800  1,198 各めぐりシリーズ毎に、メディアミックスによる平戸のイメ

ージ戦略を行い、各イベントの集客を図った。 

また、住みます芸人や映画「あなたへ」等の話題性もあって

各種メディアに露出する回数も増え、観光客の誘客につながっ

た。 

「平戸藩の夏めぐり」     （単位：人） 

 Ｈ23 Ｈ24 

集客実績 40,479 38,635 

宿泊関係 52,226 59,152 

施設入場数 38,608 46,933 

「平戸藩の秋めぐり」     （単位：人） 

 Ｈ23 Ｈ24 

集客実績 53,224 75,117 

宿泊関係 58,667 57,754 

施設入場数 76,026 54,920 

「平戸藩の冬めぐり」     （単位：人） 

 Ｈ23 Ｈ24 

集客実績 ―   25,976 

宿泊関係 37,305 36,426 

施設入場数 47,047 30,881 

「平戸藩の春めぐり」     （単位：人） 

 Ｈ23 Ｈ24 

集客実績 88,179 106,748 

宿泊関係 59,033 50,278 

施設入場数 72,747 56,104 

 

ロケ地めぐり 

集客実績 ：16,500人（薄香桟橋統計数による） 

 



7 款 商工費 － 121 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

観光トップセール

ス事業 

（観光課） 

【事項別明細書 246頁】 

市長自ら、国内において、観光宣伝をはじめとしたトップセール

スを実施し、観光客の誘致活動を行った。 

・ＫＢＣラジオ「平戸市福岡情報局」発信！平戸んどん放送 

委託期間：平成24年４月５日～平成25年３月31日 

放送回数：50回 

・セールス 

東京２回、福岡３回、佐世保２回 

3,215 

平戸・佐世保・西

海ロングステイ観

光圏推進事業 

（観光課） 

【事項別明細書 246頁】 

３市で構成する「平戸・佐世保・西海ロングステイ観光圏協議会」

において、観光客の自治体間周遊や滞在時間の延長を図るための取

り組みを行い、顧客満足度の向上に努めた。なお、観光圏協議会に

ついては、国の制度改正に伴いH24年度を以って事業終了し、H25.6.3

付けで解散となった。 

①アプリ機能改善及びキャンペーン 

平成23年度に構築したスマートフォンアプリ「ウェルカモメ」の

機能改善・追加を行った。 

ダウンロードキャンペーンを実施し、期間中デジタルクーポンの

プレゼント企画により、利用者拡大を図った。 

対象期間：平成25年１月19日～３月17日 

  参画施設：平戸23店舗、佐世保12店舗、西海６店舗 

②ＩＣＴを活用した観光情報発信システム運用保守 

③観光動向モニタリング調査の実施 

2,643 

ハウステンボス周

遊観光事業 

（観光課） 

【事項別明細書 248頁】 

ハウステンボスへ訪れる観光客を対象に、ハウステンボスだけに

留まるだけでなく、周辺地域にも赴いてもらい、魅力を体感しても

らうことにより、ハウステンボスと周辺地域における相乗効果をあ

げるため、ハウステンボスから本市におけるハウステンボス周遊観

光バスツアーを運行した。 

※平成24年４月１日～平成24年12月31日までの間、土、日、月、

祝日運行(112日間)。ただし、10月25～29日は毎日運行 

※平成25年１月12日～平成25年３月31日までの間、土、日、月、

火、祝日運行(47日間) 

※委託先：ハウステンボス観光 

4,377 

第10回全国和牛能

力共進会誘客促進

事業 

（観光課） 

【事項別明細書 248頁】 

全国和牛能力共進会に併せて、平戸和牛のイベント「平戸牛肉ざ

んまい食べ祭りin平戸」を開催し、観光誘客を図るとともに来場者

に対し「平戸和牛」の知名度アップに努めた。 

開催日：10月28日（土）・29日（日） 

開催場所：平戸港交流広場 

ＰＲ方法：有料広告（情報誌２社） 

     テレビＣＭ58本 取材番組２回 

1,895 

 － 122 － 7 款 商工費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

 
 

 3,215 メディア等において、ＰＲを行うとともに、直接、事業者等

とトップ会談を行い、観光誘客を図った。 

   2,643 ①アプリに多言語表示・着地型旅行商品予約機能の新規追加等

を行ったことで、利便性向上につながった。 

キャンペーン期間中のダウンロード数：874件  

運用開始（平成24年１月）からの累計ダウンロード数 

：1973件 

 クーポン使用件数：平戸90件、佐世保71件、西海５件 

②「ウェルカモメ」、「デジタルサイネージ」、「ＰＣ版ホームペ

ージ」一元管理システムの運用保守を行った。 

③モニタリング調査（顧客満足度調査）を実施し、事業進捗管

理及び事業改善に活用した。 

  期待充実度：85.5％（前年83.1％） 

  総合満足度：91.6％（前年90.1％） 

  再来訪意向：62.6％（前年65.5％） 

 
 

 4,377 ハウステンボス会員等への周知を図るとともに、映画「あな

たへ」のロケ地めぐりもコースへ組み込む等、利用者確保に努

めたが、思うような利用者数を延ばすことができなかった。 

運行日数     93 日（運行予定日数：159日） 

乗車人数    337 人 

 平均乗車人数  3.6人（乗車人数/運行回数） 

 

 

 

 

   1,895 全国和牛能力共進会開催期間中に、平戸ちゃんこ鍋フェスタ

と共同開催することができ、相乗効果をあげることができたと

ともに、多くの来場者を集めることができた。 

さらに、上質な平戸牛を来場者にアピールすることができ

た。 

集客数：10,000人 

 



7 款 商工費 － 123 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

東アジア観光誘客

推進事業 

（観光課） 

【事項別明細書 248頁】 

台湾を中心とした東アジアからの外国人観光誘客を図るため、平

戸市・雲仙市・嬉野市・武雄市・福岡市の５市で構成する「東アジ

ア誘客３県都市連携会議」にて観光説明会の開催や海外誘致セール

ス等、観光プロモーションを実施のほか、平戸観光協会に業務委託

を行い、東アジアからの外国人観光客誘客を行うための、職員を雇

用した。 

【東アジア誘客３県都市連携会議】 

・観光説明会開催（６月13日：台北） 

・JNTO 主催 訪日台湾教育旅行現地説明会出席 

（６月13日～15日、台北、台中、高雄） 

・第20回台北国際旅行博（ITF2012）でのプロモーション開催 

        （10月 26日～29日、台北） 

・訪日台湾教育旅行招請視察団受入（３月９日～13日、５市） 

【外国人観光客誘致事業】（職員雇用：１名） 

7,510 

長崎上海航路誘客

対策事業 

（観光課） 

【事項別明細書 248頁】 

ハウステンボスクルーズが所有するオーシャンローズ号が、長崎

～上海間における定期航路を開設し運行するとのことで、航路開設

にあたり県全体の取組みとして行った「動くパビリオン」へ平戸神

楽振興会を出演させ、本市のＰＲを行ったほか、中国上海市内にて

県の協力により本市の観光説明会を開催し、現地マスコミ関係者に

情報発信を行った。 

【動くパビリオン出演】 

８月８日、８月11日、オーシャンローズ号船内にて平戸神楽披露 

【長崎県・平戸市観光セミナー開催】 

 開催日：８月10日 

 場 所：中国上海市 中福大酒店 

 参加マスコミ数：20社、記事掲載社数：11社 

425 

夏のイベント開催

支援事業 

（観光課） 

【事項別明細書 250頁】 

 夏の風物詩として長年市民に親しまれている花火大会及び関係イ

ベントの開催を行い、市民が楽しめるイベントの実施と観光客の誘

致を図った。 

 平戸港夏まつり開催補助金      2,300 千円 

 平戸海響ナイトクルーズ委託料    1,000 千円 

 （委託先：社団法人平戸観光協会） 

3,648 

 

 － 124 － 7 款 商工費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   7,510 【東アジア誘客３県都市連携会議】 

・観光説明会開催（現地旅行会社マスコミ等21社、42名参加） 

・JNTO主催 訪日台湾教育旅行現地説明会 

６月13日（台北） 参加校67校中、４校と商談 

６月14日（台中） 参加校62校中、10校と商談 

６月15日（高雄） 参加校53校中、10校と商談 

・第20回台北国際旅行博（ITF2012） 

 ４日間イベント来場者数：262,590人 

 ブースでのパンフなど2,000枚配布及びミニステージイベ 

ントに出演し、観光情報発信。 

・訪日台湾教育旅行招請視察団受入 

 台湾学校関係者12名からなる視察団一行の受入 

【外国人観光客誘致事業】 

 現地民間団体等との調整、通訳・翻訳業務、事務補助、現地

プロモーションなど多岐にわたり事業実施。特に現地民間団体

等との調整においては、中国語が話せるため信頼を得ることが

でき、調整等がうまくいきスムーズな事業実施に貢献した。 

   425 【動くパビリオン出演】 

オーシャンローズ号乗船客を対象に、船内にて平戸神楽披露

及び本市パンフの配布を行いＰＲを行うことができた。また、

ＰＲに伴いＨＩＳ上海にて旅行商品造成が図られたが、オーシ

ャンローズ号の航行断念により、残念ながら誘客を図ることは

できなかった。 

【長崎県・平戸市観光セミナー開催】 

 動くパビリオン出演に乗じ、県の協力を得て、上海市内にて

中国メディア向けに本市観光説明会を行い、本市観光情報を中

国に発信することができた。 

 

 

   3,648 地域が主体的になって開催することにより、地域の振興が 

図れた。また、イベントを通じ地域の魅力を発信することが 

でき、観光誘客につなげることができた。 

 

参加者実績              （単位：人）  

事 業 名 Ｈ23 Ｈ24 

平戸港夏まつり 17,000 15,000 

平戸海響ナイトクルーズ 386 310 
 

 



8 款 土木費 － 125 －  

【【【【    ８８８８款款款款    土木土木土木土木費費費費    】】】】    

 

地域の産業、経済、文化ならびに観光産業の発展、市民の日常生活の向上を図るうえでも道路交通網の整備は不

可欠なものであり、建設行政の役割は多大なものがある。近年の厳しい社会情勢の中で、限られた財源を有効に活

かしながら、平戸市総合計画に基づき、「安全・安心なまちづくりの推進」「まちを支えるネットワークの充実」の

２本を柱に建設事業を推進した。 

また、河川改良、急傾斜地崩壊対策事業などの緊急的な事業の実施により、市民の生命と財産を災害から守る防

災施設の整備も行った。 

都市計画事業では、自然と調和した機能的で美しく、快適に暮らせる環境を目指し、街なみ環境整備事業、まち

づくり総合整備事業や都市公園の整備を行い、安心・安全なまちづくり、個性的で魅力ある街なみづくりの整備に

努めた。また、本市にふさわしい都市の将来像の実現に向けた指針となる都市計画マスタープランの策定に向けた

取り組みに着手した。 

住宅事業では、大久保団地の建替事業を行ったことにより、入居者及び地域の居住環境の整備を図るとともに、

老朽化した既存住宅の改修を行い、安全で快適な住環境づくりに努めた。 

 

（１）道路新設改良（１）道路新設改良（１）道路新設改良（１）道路新設改良    

実施計画に基づき、交付金事業として山中・紐差線外２路線、過疎対策事業として南川原循環線外6路線、

辺地対策事業として深月線外５路線の計16路線の改良舗装工事を実施するとともに、県関連事業、単独改良

工事等を実施し、豊かで住みよい生活環境づくりに努めた。 

 

（２）橋りょう整備（２）橋りょう整備（２）橋りょう整備（２）橋りょう整備    

今後、老朽化する橋りょうの維持・修繕費用の増大に対応するため、平成23年度に策定した長寿命化修繕

計画に基づき、橋りょうの修繕等に係る費用の縮減を図りつつ、地域の道路網の安全性・信頼性を確保する

ことに努めた。 

 

（（（（３３３３）河川改良）河川改良）河川改良）河川改良    

河川改良工事においては、木ヶ津川外21河川の工事実施により、河川の氾濫及び護岸の崩壊を防止し、住

民の安全確保に努めた。 

 

（（（（４４４４）急傾斜地崩壊対策）急傾斜地崩壊対策）急傾斜地崩壊対策）急傾斜地崩壊対策    

災害危険箇所に指定された地域において、市営事業（県補助）として小川地区（度島町）外１地区の工事

を実施し、安全・安全なまちづくりに努めた。 

    

（（（（５５５５））））建設海岸自然災害防止対策建設海岸自然災害防止対策建設海岸自然災害防止対策建設海岸自然災害防止対策    

   建設海岸の災害防止のため、県営事業において船越地区と主師地区の海岸護岸の整備を行い、安全・安全な

まちづくりに努めた。 

    

（６）港湾整備（６）港湾整備（６）港湾整備（６）港湾整備    

船舶の安全性の向上と離島航路利用者の利便性、安全性を確保するため港湾整備を行った。 

 

（７）都市公園整備（７）都市公園整備（７）都市公園整備（７）都市公園整備    

市内に設置している都市公園の利便性向上と安全性の確保のため、老朽化した施設を改修し、利用者の憩

いの場として整備を行った。 

 

 

 

 

 

 － 126 － 8 款 土木費 

 

（８）美しいまちづくり推進事業（８）美しいまちづくり推進事業（８）美しいまちづくり推進事業（８）美しいまちづくり推進事業    

平成 15 年度に｢歴史を活かした歩いて楽しいまちづくり｣を基本理念とした平戸港周辺地区景観形成事業

基本計画を策定し、街なみ環境整備事業整備方針とした。平成17 年度からは平戸城下旧町地区街なみ環境整

備事業計画に基づき、修景施設、道路美装化、電線類地中化等の整備を進めている。 

平成24年度は、住宅等修景として崎方地区、４町地区（浦の町・宮の町・木引田町・新町）、２町地区（魚

の棚町・職人町）、地区施設整備として、電線類地中化実施に伴う連係設備、道路美装化等の整備を行った。 

また、まちづくり景観資産登録・保全制度により、景観資産として登録されている建造物の現状を保存する

ため改修事業を行うとともに、亀岡神社（本殿・拝殿・神楽殿・弊殿）の登録を行った。加えて、平戸城下旧

町地区広告景観モデル地区支援制度に基づき、屋外広告物の除却・改修の助成を行った。 

また、平成21年度に策定した「都市再生整備計画」に基づき、市街地中心部の活性化を図るため、まちづ

くり交付金を活用した「まちづくり総合整備事業」を行っている。 

平成24年度は、都市計画道路亀岡循環線の改築事業を行い、また、平戸観光交流センター(仮称)建設事業

については、設計業務を実施した。    

 

（９（９（９（９）住宅整備）住宅整備）住宅整備）住宅整備    

入居者の生活の安全及び住みよい住宅環境の向上を図るため、清水川住宅・上川団地・小田之平団地３棟

48戸の外壁改修・屋上防水工事を行うとともに、老朽化した既存住宅の居住環境改善を行った。 

   また、大久保団地については、公営住宅１棟６戸の建設を行い、事業全体として建替９棟50戸及び集会所

１棟を建設し、良質な住宅を供給するとともに、入居者及び地域の居住環境の整備に努めた。 

 



8 款 土木費 － 127 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

活力創出基盤整備

総合交付金事業 

 (建設課） 

【事項別明細書 260頁】 

①堤線                事業費325,500千円 

うち年度内支出86,600千円 

（改良）L=623m W=5.5（7.0）m 

86,600 

地域活力基盤創造

交付金事業 

 (建設課） 

【事項別明細書 264頁】 

 

【平成23年度繰越明許費】 

①山中・紐差線            事業費245,000千円 

うち年度内支出134,900千円 

（改良）L=745m W=5.5（9.25）m 

（舗装）L=869m W=5.5（9.25）m 

②山中・紐差線（橋りょう）       事業費21,400千円 

うち年度内支出15,400千円 

（測量）L=420m W=5.5（7.0）m 

③神宮坂口線              事業費22,400千円 

うち年度内支出1,400千円 

（測量）L=1,073m  W=5.5（9.25）m 

事務費                                           18 千円 

151,718 

過疎対策道路整備

事業 

(建設課） 

【事項別明細書 260頁】 

①南川原循環線                22,000千円 

（改良）L=146m W=4.0（5.0～6.5 ）m 

（舗装）L=336m W=4.0（5.0～6.5 ）m 

②田崎神鳥線               事業費75,000千円 

うち年度内支出42,300千円   

（改良）L=260m W=4.0（5.0 ）m 

（舗装）L=287m W=4.0（5.0 ）m 

③後平梅崎線                    事業費40,000千円 

うち年度内支出34,800千円  

（改良）L=143m W=4.0（5.0 ）m 

（舗装）L=143m W=4.0（5.0 ）m 

④紙漉線                 事業費30,000千円 

うち年度内支出14,400千円  

（改良）L=200m W=4.0（5.0 ）m 

⑤山中・紐差線             事業費53,000千円 

うち年度内支出38,200千円  

（舗装）L=561m W=5.5（7.0 ）m 

⑥川内清水線                事業費10,000千円 

うち年度内支出1,600千円  

（測量）L=520m W=4.0（5.0 ）m 

153,300 

 － 128 － 8 款 土木費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

53,495 33,105   

98,328 50,600  2,790 

 153,300 

 

  

市民生活に密着した主要市道の整備を重点的に実施すると

ともに、その他の生活道路についても単独改良及び安全施設の

設置等を実施し、流末排水路の整備、急カーブの改良、老朽箇

所の整備により、交通の安全が確保できた。そのなかで、本年

度は、南川原循環線、主師海岸線、長崎鼻１号支線、岳平支線

が完了した。 

また、県営事業として、県道及び国道の改良、舗装工事が実

施され、交通の緩和及び安全性が保たれた。 



8 款 土木費 － 129 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

過疎対策道路整備

事業 

(建設課） 

【事項別明細書262頁】 

 

【平成23年度繰越明許費】 

①南川原循環線             事業費40,000千円 

うち年度内支出31,600千円   

（改良）L=270m W=4.0（6.5 ）m 

②後平梅崎線               事業費20,000千円 

うち年度内支出10,300千円 

（改良）L=41.8m W=4.0（5.0 ）m 

③飯良中通線                事業費5,300千円 

うち年度内支出4,800 千円 

（測量）L=590m W=4.0（5.0 ）m 

46,700 

①深月線                   事業費40,000 千円 

うち年度内支出38,900千円 

（改良）L= 50m W=4.0（5.0 ）m 

（舗装）L=213m W=4.0（5.0 ）m 

②山の手線                事業費23,000千円 

うち年度内支出2,500 千円  

（改良）L=120m W=4.0（5.0 ）m 

（測量）L=804m W=4.0（5.0 ）m 

③岳平支線                  28,000 千円 

 （改良）L=283m W=3.0（4.0 ）m 

（舗装）L=360m W=3.0（4.0 ）m 

④神山線                   事業費30,000千円 

うち年度内支出12,100千円 

（改良）L=124m W=3.0（4.0 ）m 

81,500 

 

辺地対策道路整備

事業 

(建設課） 

【事項別明細書 260頁】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事項別明細書 262頁】 
【平成23年度繰越明許費】 

①主師海岸線              事業費34,000 千円 

うち年度内支出20,800千円   

（改良）L=262m W=4.0（5.0 ）m 

（舗装）L=412m W=4.0（5.0 ）m 

②深月線                事業費50,000千円 

うち年度内支出37,300千円  

（改良）L=163m W=4.0（5.0 ）m 

（舗装）L=110m W=4.0（5.0 ）m 

③長崎鼻1号支線            事業費43,000千円 

うち年度内支出26,000千円 

 （改良）L=201m W=3.0（4.0 ）m 

（舗装）L=230m W=3.0（4.0 ）m 

 

110,902 

 － 130 － 8 款 土木費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

 

 

46,200 

 

 500 

 

 81,500 

 

  

 110,900  2 

 

 



8 款 土木費 － 131 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

 

 

④岳平支線                     事業費27,000千円 

うち年度内支出15,000千円 

（改良）L= 77(176)m W=3.0（4.0 ）m 

⑤神山線                    事業費20,000千円 

うち年度内支出11,800千円 

（改良）L=44m  W=3.0（4.0 ）m 

事務費 2千円 

 

 

道路単独改良事業 

（建設課） 

【事項別明細書 262頁】 

 

 

①舘浦11号線                事業費10,000千円 

うち年度内支出900千円 

（測量）L=250m W=4.0（5.0 ）m 

②単独改良事業                                49,852千円 

市道猪渡谷線外 104路線 

③安全施設事業                 10,210千円 

市道鮎川・早福線外  30 路線 

④原材料支給                  6,765千円 

その他（事務費）                 907千円 

 

68,634 

道路整備事業県工

事負担金 

（建設課） 

【事項別明細書 262頁】 

 

主要幹線である国・県道に係る地域の産業、経済、文化及び観光産

業の発展、市民の日常生活の向上のため、次の整備事業に対する負担

を行った。 

①国道383号 

・川内工区 

＜事業費 50,000千円＞          市負担金7,312千円 

（改良）L= 80m W=6.0（9.75）m 

・上中津良工区 

＜事業費 45,000千円＞ 市負担金6,210千円 

 うち年度内支出6,018千円 

（改良）L=240m W=6.0（9.75）m 

②国道204号 

・田平荻田工区 

＜事業費 45,000千円＞ 市負担金6,210千円 

 うち年度内支出3,308千円 

（測量）L=206m W=6.0（9.75）m   

 

40,914 

 － 132 － 8 款 土木費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

    

 900 34 67,700 

 

   40,914 

 



8 款 土木費 － 133 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

③平戸田平線 

・野子工区 

   ＜事業費 60,000 千円＞       市負担金5,850千円 

   （改良）L=190m W=6.0（9.45）m 

   （舗装）L=190m W=6.0（9.45）m 

・飯良工区 

   ＜事業費 45,000 千円＞ 市負担金6,581千円 

 うち年度内支出4,768千円 

   （測量）L=160m  W=6.0（9.75）m 

・高越工区 

   ＜事業費 45,000 千円＞ 市負担金6,581千円 

 うち年度内支出5,090千円 

   （改良）L=420m W=5.5（7.0）m 

   （舗装）L=420m W=5.5（7.0）m 

④以善田平港線 

・下寺工区 

＜事業費 50,000千円＞ 市負担金7,313千円 

 うち年度内支出5,761千円 

（改良）L=290m W=5.5（9.25）m 

・瀬戸工区 

＜事業費 30,000千円＞ 市負担金4,388千円 

 うち年度内支出1,645千円 

（改良）L=200m W=5.5（8.95）m 

⑤田の浦平戸港線 

 ・崎方工区 

＜事業費 20,000千円＞ 市負担金1,950千円 

 うち年度内支出1,162千円 

（改良）L=900m W=4.5（7.0）m 

  （舗装）L=900m W=4.5（7.0）m 

 

   

 

道路整備事業県工

事負担金 

（建設課） 

【事項別明細書 262頁】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事項別明細書 264頁】 

 

【平成23年度繰越明許費】 

①国道383号 

 ・川内工区 

＜事業費 45,000千円＞ 市負担金6,210千円 

 うち年度内支出3,514千円 

  （改良）L=200m W=6.0（9.75）m  

・上中津良工区 

＜事業費 45,000千円＞ 市負担金6,210千円 

 うち年度内支出3,603千円 

   （改良）L=420m W=6.0（9.75）m  

 

24,704 

 － 134 － 8 款 土木費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

    

   24,704 

 



8 款 土木費 － 135 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

 

 

②国道204号 

 ・田平荻田工区 

  ＜事業費 25,000 千円＞ 市負担金3,450千円 

 うち年度内支出2,058千円 

   （改良）L=210m W=6.0（7.5）m 

③平戸田平線 

・野子工区 

   ＜事業費 20,000 千円＞ 市負担金19,500 千円 

 うち年度内支出10,733千円 

   （改良）L=170m W=6.0（9.45）m 

・飯良工区 

   ＜事業費 20,000 千円＞ 市負担金2,925千円 

 うち年度内支出183千円 

   （舗装）L=3,400m W=4.0（5.0）m 

・高越工区 

   ＜事業費 45,000 千円＞ 市負担金6,581千円 

 うち年度内支出3,779千円 

   （舗装）L=140m W=5.5（7.0）m 

④以善田平港線 

・下寺工区 

＜事業費 20,000千円＞ 市負担金2,925千円 

 うち年度内支出834千円 

(改良) L=250m W=5.5（7.0）m 

 

橋りょう整備事業 

（建設課） 

【事項別明細書 264頁】 

橋りょうの腐食が進行しているため、次の補修事業を行った。 

①早福橋橋りょう補修（早福町） 630 千円 

    取付補修 

 ②町山橋橋りょう補修（志々伎町） 1,070 千円 

   床板補修 Ａ＝9.0㎡ 

 ③尾の上橋橋りょう補修（獅子町） 190 千円 

  床板補修 Ａ＝1.6㎡ 

1,890 

橋りょう長寿命化

事業 

（建設課） 

【事項別明細書 264頁】 

年次補修・点検計画に基づき、計画的に橋りょうの修繕を行った。 

①橋りょう長寿命化補修設計 11,760千円 

４橋（若宮橋、勝尾岳線第１号橋、遠見陸橋、平戸口跨線橋） 

②若宮橋長寿命化補修 事業費8,240 千円 

 うち年度内支出2,900千円 

14,660 

 － 136 － 8 款 土木費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

     

   1,890 橋りょう改修工事の施工により、住民の交通の安全が確保さ

れた。 

9,529   5,131 道路交通の安全確保のため、これまでの事後保全的な対応

から、計画的かつ予防的な対応に転換することで、橋りょう

の長寿命化によるコストが縮減できた。 



8 款 土木費 － 137 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

河川改良事業 

（建設課） 

【事項別明細書 264頁】 

河川の氾濫及び護岸の崩壊防止のため、改修事業を行った。 

護岸改修他 13,992千円  

木ヶ津川外 21河川 

 

13,992 

災害危険箇所に指定された地域の安全で安心できる生活基盤づく

りのため、次の地区の防止事業を行った。 

①潮の浦(2)地区 事業費16,645 千円 

    L= 23.0m うち年度内支出6,800千円 

②小川地区 事業費23,955 千円 

    L= 38.0m うち年度内支出8,200千円 

15,000 急傾斜地崩壊対策

事業 

（建設課） 

【事項別明細書 264頁】 

 

 

 

 

【事項別明細書 266頁】 【平成23年度繰越明許費】 

①潮の浦(2)地区 事業費20,500 千円 

    L= 27.0m うち年度内支出12,401千円 

②小川地区 事業費10,200 千円 

   L= 16.0m うち年度内支出6,100千円 

18,501 

急傾斜地崩壊対策

事業県工事負担金 

（建設課） 

[事項別明細書 266頁】 

県営事業で実施する次の地区の整備事業に対し負担を行った。 

 津吉地区 

   ＜事業費 20,000 千円＞ 市負担金 5,000 千円 

   L=41.0m うち年度内支出2,029千円 

2,029 

建設海岸自然災害

防止事業県工事負

担金 

（建設課） 

【事項別明細書 266頁】 

県営事業で実施する次の地区の整備事業に対し負担を行った。 

①船越前目地区 

＜事業費 3,000千円＞        市負担金205千円 

水叩工 L= 46.0m 

②主師地区 

＜事業費 2,000千円＞        市負担金137千円 

護岸工 L= 10.0m 

342 

 － 138 － 8 款 土木費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   13,992 河川改修工事の施工により、河川の氾濫及び護岸の崩壊が

防止され、住民生活の安全が確保された。 

7,261 7,300  439 

9,250 7,500  1,751 

   2,029 

市の災害危険箇所に指定された地域の崩壊防止工事の施工

により、周辺住民の生命・財産を守ることができた。 

   342 護岸工事の施工により、高潮等からの災害を防止するとと

もに、海岸の浸食を防止し、国土の保全が確保された。 



8 款 土木費 － 139 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

船舶の安全性の向上と離島航路利用者の利便性、安全性を確保する

ため港湾整備を行った。平戸港においては、歩行者のオランダ商館ま

での動線確保のために桟橋タイプ遊歩道の整備に着手した。 

①平戸港地域自立活性化事業 

＜事業費  29,600千円＞    市負担金 2,753千円 

   浮桟橋改良 １基補修 １基調査設計 

②平戸港地域住宅効果促進事業 

＜事業費   4,010千円＞    市負担金 501千円 

   ボードウォークL＝91ｍ 家屋事後調査 

③大島港改修事業(港湾統合補助)（神浦地区） 

＜事業費   7,800千円＞     市負担金 975千円 

   道路改良 調査設計 

④古江港県単海岸自然災害防止事業 

  ＜事業費   15,170千円＞    市負担金 667千円 

   護岸改良200ｍ 測量設計・埋立申請 

⑤川内港県単海岸自然災害防止事業 

  ＜事業費   5,910千円＞     市負担金 257千円 

   護岸改良200ｍ 測量設計・埋立申請 

⑥平戸港県単港湾改修事業 

  ＜事業費   5,049千円＞     市負担金 1,136千円 

   浮桟橋フェリー用鉄板嵩上げ 

 

6,289 港湾整備事業県工

事負担金 

（都市計画課）  

【事項別明細書 266頁】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事項別明細書 268頁】 

 

【平成23年度繰越明許費】 

①平戸港地域住宅効果促進事業 

    ＜事業費  175,000千円＞    市負担金   21,875千円 

     ボードウォーク 測量設計等 Ｌ＝91ｍ 

 

21,875 

都市計画マスター

プラン策定事業 

（都市計画課） 

【事項別明細書 268頁】 

本市にふさわしい都市の将来像の実現に向けた指針となる都市計

画マスタープランの策定を３か年かけて行う。 

・平戸市都市計画マスタープラン策定業務 一式   5,000千円 

・都市計画の見直しに関する基礎調査委託 一式    1,354千円 

（江迎都市計画区域）              

・その他事務費                   184千円 

・期 間 平成23年度～平成25年度 

6,538 

 － 140 － 8 款 土木費 

  （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

  

 

 6,289 

 

 

 20,700  1,175 

 港湾整備を行ったことにより、船舶の安全性の向上と離島航

路利用者の利便性、安全性が確保された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,354   5,184 平成 24 年度においては、都市計画マスタープランの全体構

想及び地域別構想並びに実現化方策を検討した。また、江迎都

市計画区域見直しの為の基礎調査を行ない、現況の把握ができ

た。 

 



8 款 土木費 － 141 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

街なみ環境整備事

業 

（都市計画課） 

【事項別明細書 272頁】          

 

平戸城下旧町地区街なみ環境整備事業計画の整備方針の、「歴史を

活かした歩いて楽しいまちづくり」実現のため、町屋７棟の修景補助

を行うとともに、公共施設整備として電線地中化、及び道路美装化、

公共施設修景を実施した。 

①修景施設整備（崎方地区） 10,457千円 

  整備棟数  ３棟 

②修景施設整備（四町地区） 11,419千円 

整備棟数  ３棟 

③修景施設整備（２町地区） 3,998 千円 

整備棟数  １棟 

④電線類地中化共同溝整備工事 16,800千円 

L＝158ｍ 

⑤地区施設整備 29,507千円 

道路美装化工事(崎方) 一式 手すり整備 一式 

道路美装化工事(四町) 一式 電柱移転補償費 

⑥その他事務費 531 千円 

72,712 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事項別明細書 272頁】 
【平成23年度繰越明許費】 

①平戸港交通船待合所修景工事 5,639 千円 

平戸港交通船待合所修景工事 一式   

②松浦史料館下（崎方地区） 25,670千円 

松浦史料館下道路美装化工事 一式 

③その他事務費 54千円 

31,363 

美しいまちづくり

支援事業 

（都市計画課） 

【事項別明細書 272頁】 

 

特徴的で魅力ある景観資産を後世に残していくことを目的に、長崎

県の景観資産に登録されている松浦家棲霞園について、経年による老

朽化対策のため屋根の葺き替えを行った。また、広告景観モデル地区

内において屋外広告物の除去、改修に対し助成を行い、街なみ景観と

調和し魅力あるものとした。 

①景観資産助成事業   整備棟数 １件 3,990千円 

②屋外広告物助成事業  整備件数 ３件 264 千円 

4,254 

大島村神浦地区街

なみ環境整備事業 

（都市計画課） 

【事項別明細書 274頁】 

 

【平成23年度繰越明許費】 

①地区施設整備 14,325千円 

設計業務委託 一式  用地買収 一式 

家屋補償 一式  施工管理業務委託 一式 

小公園整備(公衆便所他) 一式  

②その他事務費 55千円 

14,380 

 － 142 － 8 款 土木費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

34,652 

 

22,500  15,560 

 

16,485 14,100  778 

 城下旧町地区において、平成17年度から24年度までに、電線

類地中化や地区施設を整備するとともに修景施設を整備した

ことにより、歴史的な趣のある街なみが形成され、住民の街づ

くりに対する意識が向上し、城下旧町地区内全体にまちづくり

の気運が高まった。 

2,127   2,127 歴史的価値がある平戸の重要な景観資産を後世に残すこ

とができた。また、城下旧町の通りの看板について、歴史的

景観と調和した魅力あるものとすることができた。 

7,162 6,800  418 大島村神浦地区の伝統的な街なみを活かしながら小公園を

整備することで、地域住民や来訪者の利便性が向上した。 

 



8 款 土木費 － 143 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

平戸市北部地区の「美しいまちづくり支援地区」及びその周辺地域

におけるまちづくりとして、平成21年度に策定した「都市再生整備

計画」に基づき、都市計画道路亀岡循環線、平戸観光交流センターの

整備に着手した。 

①亀岡循環線整備                53,882 千円 

改築工事（３工区） 

照明灯 ６基 

②平戸観光交流センター(仮称)          61,335千円 

 解体工事 一式 

  事前調査等 一式 

 移転補償費 建物２件 

③その他事務費                 2,587千円 

117,804 まちづくり総合整

備事業 

（都市計画課） 

【事項別明細書 272頁】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事項別明細書 274頁】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成23年度繰越明許費】 

①亀岡循環線整備               255,593千円 

改修工事（１工区）L＝179.5ｍ 

改修工事（２工区）L＝310ｍ 

移転補償費 建物２件 

土地購入費 １件 A＝208.58 ㎡ 

②平戸観光交流センター(仮称)           7,831千円 

 設計業務 一式 

 地質調査業務 一式 

③その他事務費                   154千円 

263,578 

 

公営住宅整備事業 

（都市計画課） 

【事項別明細書 274頁】 

入居者の生活の安全及び居住環境の向上を図るため、老朽化した既

存住宅の外壁改修及び屋上防水等の改善を行った。 

【社会資本整備総合交付金事業】 

・清水川Ｃ棟外壁・屋上防水工事         15,285千円 

・上川団地外壁・屋上防水工事                  21,605千円 

・小田之平団地屋上防水工事           7,048千円 

【単独事業】 

・大膳原Ａ棟量水器取替工事            1,280千円 

・大膳原Ｂ棟受水槽取替工事                 4,095千円 

・赤坂住宅敷地整備工事              283千円 

・山内団地敷地整備・舗装工事          2,454千円 

・下亀団地共聴施設設置工事           1,032千円 

・里団地敷地整備工事               847千円 

・大久保団地目隠フェンス設置工事         819千円 

・小田之平団地住宅排水主管取替工事        540千円 

・代作住宅フェンス外周辺整備工事         420千円 

・土地分筆登記委託（馬の元・西中山）      1,463千円 

57,171 

 － 144 － 8 款 土木費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

37,382 

 

59,400  21,022 

 

105,570 

 

149,100  8,908 

 

 亀岡循環線の改築工事を行い、都市計画道路の補償契約を取

り交わし、護岸の一部が完成した。 

また、平戸観光交流センター(仮称)の建物補償を行い、解体

工事に着手した。 

 

18,181   38,990 老朽化した既存住宅の利便性や安全性が改善され、入居者の

生活の安全及び居住環境を向上させることができた。 



8 款 土木費 － 145 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

高齢者向け優良賃

貸住宅等家賃低廉

化事業 

（都市計画課） 

【事項別明細書 274頁】 

居住用住宅を必要とする60歳以上の高齢者向け優良賃貸住宅（希望

の里ひかり）へ入居する収入基準以下の高齢者の家賃減額分を助成し

た。 

・家賃減額補助                 1,054 千円 

対象戸数：10戸（管理数20中、10戸ずつを市・県が助成） 

延べ118月 

1,054 

 

 

住宅・建築物耐震改

修事業 

（都市計画課） 

【事項別明細書 274頁】 

 

昭和56年以前に建築された民間特定建築物の所有者に対し、耐震

診断を行うための費用の一部を助成し、地震による人的・経済的被害

の軽減を図った。 

・建築物耐震化事業補助金               978千円 

生月町山田免 山田幼稚園 

978 

耐震・安心住まい

づくり支援事業 

（都市計画課） 

【事項別明細書 274頁】 

 

昭和 56 年以前に建築された戸建木造住宅の所有者が行う耐震診

断・耐震改修計画及び改修工事に係る費用の一部を助成し、地震によ

る人的・経済的被害の軽減を図った。 

・耐震化診断業務委託料（２件）           60千円 

・木造住宅耐震改修補助金（１件）                600千円 

・耐震改修計画作成支援事業補助金（１件）      70千円 

  

730 

 

老朽危険空き家除

却事業 

（都市計画課） 

【事項別明細書 276頁】 

 

不良住宅や空き家が住環境の妨げとなっていることから、安全・安

心な住環境づくりを促進するため、老朽化した危険な空き家の除却を

行う者に対し費用の一部を助成した。 

・老朽空家除却事業補助金（２件）          689千円 

 

689 

 

大久保団地公営住

宅建設事業 

（都市計画課） 

【事項別明細書 276頁】 

【平成23年度繰越明許費】 

 良質な住宅を供給するとともに、入居者及び地域の生活環境を整備

するため、次の住宅建設事業を行った。 

≪地域住宅交付金事業≫ 

①建築工事                   45,925千円 

木造２階建   １棟 建築面積  Ａ＝233.43 ㎡ 

２ＤＫタイプ ６戸 延べ床面積 Ａ＝351.22㎡    

②屋外付帯工事 一式              5,105千円 

③機械設備工事 一式                   4,828千円 

④電気設備工事 一式              5,197千円 

⑤建築設計監理委託 一式            3,208千円 

⑥その他事務費                        441千円 

64,704 

 － 146 － 8 款 土木費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

469 

 

   585 

 

高齢者が安心して居住できる住宅を提供することができる

とともに、入居高齢世帯の負担を軽減できた。  

733   245 民間特定建築物の地震による人的・経済的被害の軽減を図

り、居住環境を向上させることができた。 

498    232 民間木造住宅の地震による人的・経済的被害の軽減を図り、

居住環境を向上させることができた。 

344    345 住環境の妨げとなっている空き家の除却により、安全・安心

な住環境づくりを促進するため、居住環境を向上させることが

できた。 

27,145   37,559 良質な住宅が供給され、入居者が安全で快適な生活ができる

居住環境を提供することができた。  

 



9 款 消防費 － 147 －  

【【【【    ９款９款９款９款    消防費消防費消防費消防費    】】】】    

  

平成24年中における本市の火災発生状況は、発生件数24件、損害額101,443千円で、これを前年と比較すると

発生件数は１件の増加であるが、損害額は96,199 千円でホテル火災により大幅に増加している。また、救急活動

状況は、出場件数1,644件、搬送人員1,538人で前年と比較すると、出場件数で８件、搬送人員で17人とわずか

な増加となっている。 

このような状況の中、消防業務に対する市民のニーズに対応するために、職員及び団員の研修などのソフト面に

おける資質の向上や、消防水利施設、消防車両等ハード面における施設・設備の整備を計画的に図った。 

 (火災・救急統計は、暦年統計のため平成24年中のデータとした。) 

 

 

火災件数と損害額の推移
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救急出場件数と搬送人員の推移
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 － 148 － 9 款 消防費 

 

 

  

（１）火災予防推進事業（１）火災予防推進事業（１）火災予防推進事業（１）火災予防推進事業    

   幼少年婦人防火クラブ、消防団員、消防職員と一般市民が集い、火災・地震等の体験コーナーを通じて災

害の恐さを再認識し、市民の防火意識の高揚を図るとともに、消防資器材等を一般公開して本市の消防力を

紹介するなど、消防とのふれあいの場を設け、信頼関係を深めるため、第１回消防フェスタ2012を開催した。 

 

（２）消防（２）消防（２）消防（２）消防団サポート事業団サポート事業団サポート事業団サポート事業    

   少子高齢化に伴う、消防団員の確保対策として、県消防団員加入促進事業費補助金を活用し、団員の募集、

消防団員協力事業所のＰＲを行い、消防団員確保とサポート体制の構築を図った。 

 

（３）消防庁舎整備事業（３）消防庁舎整備事業（３）消防庁舎整備事業（３）消防庁舎整備事業    

   現在の庁舎は築40年が経過し老朽化が著しく改修費用が年々増加している。また、市町村合併に伴う出張

所の開設等、事務量が増大し事務室・書庫等が狭隘となっている。このため、老朽化した設備の更新、事務

スペースの確保及び大規模・多様化する災害に対応するための訓練施設の充実を図り、防災拠点としての消

防庁舎を移転新築する。これに係る用地の購入を行い、敷地造成及び庁舎建設の設計を実施した。 

 

（４（４（４（４）消防防災施設整備）消防防災施設整備）消防防災施設整備）消防防災施設整備事業事業事業事業    

消防施設の整備は、市民の生命・財産の保護及び被害の軽減を図るためにも整備が必要であり、小学校跡地

利用による消防格納庫の新設、消防水利の設置･補修等、消防施設の充実強化を図った。 

 

（５（５（５（５）消防防災設備整備）消防防災設備整備）消防防災設備整備）消防防災設備整備事業事業事業事業    

消防車両の整備は、災害現場における消防活動の円滑化を図るうえで最も重要であり、一定年数を経過した

車両の更新により機動力を強化した。 

 

（６）防災（６）防災（６）防災（６）防災行政無線施設整備事業行政無線施設整備事業行政無線施設整備事業行政無線施設整備事業    

   平成 22 年度から整備を行った防災行政無線は、平成 24 年度をもって整備事業が完了した。しかし、戸別

受信機の設置進捗率は70％となっているので、平成25年度からも戸別受信機の設置を推進していく。 

 

（７）自主防災組織育成事業（７）自主防災組織育成事業（７）自主防災組織育成事業（７）自主防災組織育成事業    

   平成24年４月１日現在の平戸市の自主防災組織率は24.9％と低く、長崎県の自主防災組織率の半分にも満

たない状況であった。このような状況の中、平成 24 年度から平成 26 年度までの３年間で、自主防災組織率

を100％に上げるべく、自主防災組織への資機材購入の補助金を予算化し、自主防災組織の結成推進を行った。 

   平成25年４月１日現在での自主防災組織率は42.7％となり、１年前に比べて17.8％も上げることができた。 

 

（８）総合防災訓練開催事業（８）総合防災訓練開催事業（８）総合防災訓練開催事業（８）総合防災訓練開催事業    

平成24年度の総合防災訓練は、大規模な災害や玄海原子力発電所で事故が発生した場合を想定して、大島

での訓練を行った。また、原子力災害避難行動計画にある避難についての検証も行った。 

 

（９）衛星携帯電話等整備事業（９）衛星携帯電話等整備事業（９）衛星携帯電話等整備事業（９）衛星携帯電話等整備事業    

   災害が発生した場合、孤立する可能性がある離島に対して、離島体験滞在交流促進事業補助金で衛星携帯電

話を購入し、離島との通信手段を確保した。（設置箇所：本庁、大島、度島、高島） 

   

 

  



9 款 消防費 － 149 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

火災予防推進事業 

（消防本部） 

【事項別明細書 280頁】 

 

市民とのふれあいを通じて防火意識の高揚と消防への理解を深め

るため消防フェスタ2012を開催した。 

・第１回消防フェスタ2012を開催(約450名) 417 千円 

・防火ポスター募集（小学校：５校 32作品） 92千円 

509 

消防団サポート事

業 

（消防本部） 

【事項別明細書 286頁】 

＜長崎県消防団員加入促進事業＞ 

消防団員の確保、協力事業所をＰＲするために横断幕、ポケット

テッシュ等を作成し啓発活動を行った。 

・横断幕〈18枚〉 ・懸垂幕〈６枚〉 

・ポケットテッシュ〈4,400個〉 

733 

消防庁舎整備事業 

（消防本部） 

【事項別明細書 288頁】 

消防庁舎の移転新築を計画し、用地購入、敷地造成設計及び庁舎

設計業務を行った。 

・消防庁舎設計業務 20,222千円 

・測量業務委託  2,205 千円 

・地質調査業務  6,443 千円 

・造成設計業務（有効活用面積：3,637㎡） 1,827 千円 

・用地分筆登記業務  210 千円 

・用地購入（4,549㎡） 45,603千円 

  76,510 

消防水利の充実を図るため防火水槽の新設、消火栓の新設･改修を

行った。また、小学校跡地利用により改修を行い消防格納庫を整備

し、施設の充実を図り、消防団活動の円滑化を図った。 

・耐震性貯水槽新設 40ｔ級 ３基(辻･下中野･生月) 16,030千円 

・消防格納庫整備(獅子・大島２・野子) 12,633千円 

・消火栓整備（新設２基・改修20基） 8,442千円  

・生月出張所外壁補修 977千円 

 

消防救急デジタル無線整備のための調査を実施した。 

・消防救急デジタル無線見通し調査 352千円 

38,434 

 

 

 

消防防災施設整備

事業 

（消防本部） 

【事項別明細書 288頁】 

 

【平成23年度繰越明許費】 

消防団格納庫を新設し、消防施設の整備を行い団員の士気の高揚

を図った。 

・消防格納庫新設(野子)  10,408 千円 

10,408 

消防防災設備整備

事業 

（消防本部） 

【事項別明細書 288頁】 

車両、消防資機材について、計画的更新を行うことにより災害時

における機動力の強化と消防活動の円滑化に努めた。 

・小型動力ポンプ付積載車 ３台(中野･釜田･神浦１) 12,976千円 

・空気呼吸器 ２基（本署） 924千円  

13,900 

 

 － 150 － 9 款 消防費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

  

 

 509 

 

 

今回のイベント開催により、防火防災への意識の高揚が図ら

れ、消防活動への理解と信頼を深めることができた。             

732   1 各地への横断幕･懸垂幕による募集活動、各地区分団の努力

により、前年度比４名の増員が図られた。また、消防団協力事

業所を市民へＰＲすることができた。 

 72,700  3,810 老朽化による庁舎、指令台の更新を図るため、用地購入及び

敷地整備にかかる設計、庁舎設計を実施し庁舎建設に向けた準

備が整った。 

6,913 17,700  13,821 消防水利が乏しく有事の際、消火活動が危惧されていた地区

において、耐震性貯水槽の新設、消火栓の改修を行ったことで、

消防施設、水利の充実が図られ消火活動の円滑な運用が可能と

なった。また、格納庫の整備により、施設の充実強化が図られ

団員の士気の高揚にもつながった。 

消防救急デジタル無線整備における基地局選定のための、多

重無線回線設計調査を実施し、システム構成の計画の準備を整

えた。 

 9,300  1,108 老朽化した消防団格納庫の建替えを行い、消防団施設の充実

強化が図られ、災害時における円滑化な消防活動、団員の士気

の高揚につながった。 

 

 12,700  1,200 老朽化により性能が低下した消防車両、資機材を更新したこ

とで、災害時における機動力の強化と消防活動時の隊員の安全

確保が図られ、また、市民の生命・財産の保護及び被害の軽減

に寄与することができた。 

 



9 款 消防費 － 151 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

防災行政無線施設

整備事業 

（総務課） 

【事項別明細書290頁】 

 

デジタル同報系防災行政無線施設整備の平成24年度工事を行った。 

平成24年度工事の内容 

・田平地区屋外拡声子局の設置（38か所） 

・平戸地区及び田平地区の戸別受信機の設置 

・公共施設への戸別受信機の設置 

・既設局の撤去 

 

588,554 

自主防災組織育成

事業 

（総務課） 

【事項別明細書290頁】 

地域住民が自主的に防災活動を行う組織の育成のため、研修会の

開催や資機材整備補助の交付により自主防災組織の結成を推進し

た。 

・研修会 参加者81人(32地区) 

 ・組織率 37.8％（平成25年３月31日現在） 

 

8,893 

総合防災訓練開催

事業 

（総務課） 

【事項別明細書292頁】 

 

防災意識の高揚と普及を図るため、関係機関の協力を得て、大規

模災害を想定した総合防災訓練を実施した。 

・訓練日 平成24年６月27日 

 ・場所  大島村的山港 

・参加機関 33機関（1,003人） 

 

1,093 

衛星携帯電話等整

備事業 

（総務課） 

【事項別明細書292頁】 

【平成23年度繰越明許費】 

＜離島体験滞在交流促進事業＞ 

災害発生時の離島との通信手段確保のため、衛星携帯電話整備を

行った。 

・整備地区 大島地区、度島地区、高島地区、市役所本庁 

1,302 

 

 － 152 － 9 款 消防費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

 

 

 

 

559,100 

 

 

 

 29,454 整備事業が完了し、屋外拡声子局及び戸別受信機の完全運用

開始により、防災情報及び行政情報の市民への周知が可能とな

り、平戸市の防災力の向上や情報の共有化ができるようになっ

た。 

 

492 7,600  801 説明会と合わせ防災資機材等の整備のため補助を行い災害

時の応急対応を可能とした。結果、24.9％であった結成率が平

成 25 年３月 31 日には 37.8％と増加した。また、地域防災力

の向上のため自主防災組織研修会を開催し、地域の危険箇所等

を再認識することができた。 

   1,093 所期の目的である参加機関との緊密な連携の強化、市民の防

災への関心を高めることができた。併せて、原子力災害に対す

る避難行動計画の策定に向けたフェリーによる全島避難を想

定した訓練を行い、計画の検証を行った。 

 

651   651 離島における通信手段の複線化が図られ、防災時の連絡が取

れるようになった。 

 



10 款 教育費 － 153 －  

【【【【 10 10 10 10 款款款款    教育費教育費教育費教育費    】】】】    

 

１１１１    学校教育学校教育学校教育学校教育    

本市の教育分野においては、平戸市総合計画に定める基本目標や平戸市教育方針及び平戸市教育努力目標に基づ

き、「豊かな心」「確かな学力」「たくましい体」の充実を掲げ、「生きる力」の育成を目指してきたところであり、

平成22年６月には、現在の様々な教育的課題に対応すべく今後５年間のアクションプランとして、平戸市教育振

興基本計画を策定した。学校教育課においては、『高い志を持つ人づくり』を重点目標に各種施策に取り組んだ。 

この中で、「学校教育の充実」として「学力の向上」を一つの柱とした。 

第１に、教師の指導法の改善と指導力の向上を目指し、全ての小・中学校を訪問して指導にあたった。 

第２に、研究指定による指導を行った。平成23年度から２か年、平戸小学校及び津吉小学校を県教育委員会指

定及び市教育委員会の研究指定校として、言語活動の充実を図る実践研究を行った。また、平成24年度から２か

年、中部中学校を県及び市教育委員会の研究指定校として、言語活動の充実を図る実践研究を進めている。 

第３に、学力向上のための計画の作成と実践を行った。全ての小・中学校で「観点別学力到達度診断テスト」を

実施するとともに、平成19年度から実施された全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、全校がそれぞれに学力

向上プランを作成し、指導法の改善を図り、学力の確実な定着を目指している。 

第４に、外国語の向上を図る取組を行った。児童生徒が生きた英語に慣れ親しみながら、英語力の向上並びに国

際感覚の充実を図るため、５人の外国語指導助手を招致し、全ての小・中学校で指導を行った。 

もう一つの柱は、「心の教育」の充実である。 

第１に、道徳の指導に力を入れ、校長をはじめ、全職員による道徳教育の充実に努めた。道徳の指導方法の工夫・

改善に取り組む一方、保護者や地域に対して道徳の授業を公開した。また、「長崎っ子の心を見つめる教育週間」

を活用し、全ての小・中学校の道徳の授業を参観し、指導につなげた。 

第２に、全ての小・中学校において、日課表の中に読書の時間（「朝の読書」など）を設定し、全校一斉の読書

活動に取り組ませた。このことは子どもの情操教育に効果的であり、落ち着いた学習態度の定着など良い結果をも

たらしている。 

第３に、県派遣「スクールカウンセラー」を平戸小学校、平戸中学校、生月中学校、南部中学校及び田平中学校

の５校に配置を行うとともに、平成24年度から「スクールソーシャルワーカー」を１人配置し、問題を抱える児

童生徒がおかれた環境への働きかけを行うほか、関係機関のネットワークの構築、連携･調整を行った。 

また、適応指導教室「のぞみ」の活用を図り、不登校児童２人・生徒３人の学校復帰に向けての指導を行った。 

第４に、「特別支援教育」体制の更なる充実に向け、特別支援教育支援員を増員配置するとともに、研修会、講

演会を開催し、個に応じた指導体制の基盤づくりを進めた。 

また、平成23年３月11日に発生した東日本大震災を受け、本市においても平成27年度までに学校施設の耐震

化完了に向けて平戸市総合計画実施計画の中に学校施設整備計画を盛り込み、情報教育等と併せて、安全で安心な

教育環境の整備を図るとともに、各地区と検討協議を行いながら、学校統廃合に伴う廃校後施設の跡地利活用等を

行っている。 

 

（１）奨学費（１）奨学費（１）奨学費（１）奨学費    

平戸市奨学金制度は、品行方正、学業成績が良好でありながら、経済的理由により修学困難な者に学資を貸

与し、教育の機会均等を図り、将来、社会の発展に貢献できる人材育成を目的として、高校または大学等に修

学する生徒・学生を対象に、高校５人、高専３人、大学２人の全体で10人（平成24年度新規貸付者：高校３

人、高専２人、大学１人）について、平戸市奨学資金貸付基金運営委員会の審査により決定し、奨学金の貸与

を行った。 

（２）小学校・中学校費（２）小学校・中学校費（２）小学校・中学校費（２）小学校・中学校費 

○学校管理 

学校教育の充実を目的として、児童生徒の健康対策及び保護者の負担軽減を図るなど、児童生徒が安心して

学習できる教育環境の整備を行った。 

施設の営繕等については、プールの濾過装置補修、校舎や体育館の屋根・外壁補修、校舎の防水工事、照 
明器具や高圧機器の改修、更には、教室のカーテン・暗幕の取替、黒板張替など施設の維持及びより安全な 

教育環境の整備を行った。 

 － 154 － 10 款 教育費 

    

○教育振興 

心の教育の充実及び児童生徒の読書活動を推進するため、学校図書館支援員を全ての小・中学校に配置し、

読書環境の整備を図っており、小中学生の年間読書量は、これまで同様に引き続き多い状況にある。 

就学援助対策として、要保護及び準要保護並びに特別支援学級の児童生徒に対し、援助費及び奨励費の支給

や、遠距離通学等をしている児童生徒に対し、補助金の支給を行った。また、適応指導教室「のぞみ」では、

不登校児童生徒５人に対し、学校復帰を目指した指導を行い、学校行事や卒業式への参加や高校への進学な

ど改善できた児童生徒がいた。更には、指導員が不登校児童生徒の家庭を訪問し、児童生徒及び保護者等が

かかえる悩みを聞いたり登校等を促しながら、学校復帰への指導を行った。 

 

○学校建設 

 学校施設環境の整備については、校舎の増改築や大規模改修、耐震補強、屋内運動場を含む各施設の整備等、

年次計画を立て実施しているところであり、本年度は、志々伎小学校校舎大規模改造事業を実施し、安全で安

心な教育環境の整備を図った。 

 併せて、平戸中学校校舎増改築事業において、平成23年度から校舎建設工事に着手し、平成24年12月に

完成、他に既存校舎の解体工事及び太陽光発電設備を設置した。なお、グラウンド造成工事については、平成

25年２月から着工し、８月末に完成予定である。 

また、平戸小学校校舎大規模改造事業において、実施設計を行い、平成25年度工事着工の準備が完了した。 

○学校施設の耐震化率の推移        （各年度末） 

施 設 名 平成23年度 平成24年度 

小 学 校 73.1％ 75.0％ 

中 学 校 96.7％ 100.0％ 

計 81.7％ 84.0％ 

 

２２２２    幼稚園費幼稚園費幼稚園費幼稚園費    

幼児教育の充実と円滑な幼稚園運営を図るため、職員研修の実施、施設の維持補修及び備品の購入を行うなど幼

児がのびのびと学べる環境の整備に努めた。 

また、公・私立幼稚園間の保護者負担の格差是正を図るため、私立幼稚園の保護者に対し、保育料等を減免する

私立幼稚園就園奨励費補助を行った。 

 



10 款 教育費 － 155 －  

【【【【 10 10 10 10 款款款款    教育費教育費教育費教育費    】】】】    

 

３３３３    社会教育費社会教育費社会教育費社会教育費 

（１）社会教育（１）社会教育（１）社会教育（１）社会教育    

平成19年３月に策定した平戸市生涯学習推進計画に基づき、市民自らの学習意欲を喚起し、学習した成果

を生かした協働のまちづくりを推進した。具体的な取り組みとして、市民自らが様々な分野から講師を招聘し

ての生涯学習講演会の開催をはじめ、生涯学習パスポートの表彰・生涯学習月間の啓発、ながさき県民大学主

催講座の実施、市民編を前面に出した出前講座の実施等、生涯学習の推進に取り組んだ。 

長崎県の県民運動である「ココロねっこ運動」を推進する事業や学社融合事業等を実施し、学校と地域、家

庭が一体となって青少年の健全育成に取り組む気運を高め、地域や家庭の教育力の向上を図った。また、少年

センターでは、専門員や少年センター補導委員による補導活動や環境浄化活動を実施し、青少年の非行防止、

保護育成に取り組んだ。 

公民館事業については、市内６公民館を生涯学習の拠点施設として各種学級・講座等を実施し、市民のニー

ズや時代に即応した学習の場の提供を行った。また、地域の生涯学習の推進や住民相互の交流を図るうえで必

要な地区公民館の修繕補修についても助成を行った。図書館事業については、利用者ニーズにあった資料の購

入、読書感想発表大会や読み聞かせ等の読書推進事業、各種講座開催など読書に親しむ機会の提供を行った。

また、公民館図書室の整備に伴い、今まで生月町中央公民館にあった生月図書室を生月支所に移設、改修し平

成24年４月にリニューアルオープンしたことにより、貸出冊数が大幅に増加した。また、図書館フェスティ

バルや絵本作家講演会を開催し、読書環境の改善を図った。 

（仮称）平戸市総合情報センターの平成27年度開館に向け、業者選定プロポーザルを実施し、設計者を選

定し設計業務に取り組んだ。 

 

（２）文化財保護（２）文化財保護（２）文化財保護（２）文化財保護    

文化財保護について、平成24年８月13日に「亀岡神社本殿･拝殿・幣殿及び登廊・神楽殿」が国の登録文

化財となった。また、平成25年３月29日付で｢里田原遺跡出土の木製品｣（弥生時代の農具･工具･生活用品等

72点）が県の有形文化財（考古資料）に指定された。 

指定・選定文化財について、①大島村神浦重要伝統的建造物群保存地区の町家４件の修理補助、②交流拠点

施設の消防設備工事と案内・避難誘導看板の設置、③国指定重要文化財「田平天主堂」の鐘楼ガラリ及び鐘台

座金具の補修、④県指定史跡｢鯨組主益冨家居宅跡｣座敷の改修、⑤県指定有形文化財「雄香寺開山堂」の自動

火災報知設備修繕、⑥県指定天然記念物｢海寺跡のハクモクレン｣の保存整備事業を行い、貴重な文化財の保

存・保護に努めた。 

平戸オランダ商館については、史跡地内公有地にて文化財に相応しい整備を実施し、来館者が平戸港周辺

を周遊できるよう動線を設定した。特に発掘調査によって確認された商館長居宅跡と推定される遺構につい

ては、遺構表示を行い、往時の様相をあらわすものとして広く内外にアピールすることができた。 

重要文化的景観保護について、適切な保存活用を図っていくため、整備活用計画の策定検討を行った。ま

た、選定区域内の便益施設整備として休憩施設２棟を設置した。 

世界遺産登録推進について、県版アクションプラン、包括的保存管理計画の一部となる市アクションプラ

ンの策定や、関係地域における継続した調査研究を行い、登録作業の推進を図った。 

  

（３）文化振興・文化施設（３）文化振興・文化施設（３）文化振興・文化施設（３）文化振興・文化施設    

文化振興について、市美術展、文化協会加盟団体による文化まつりを実施し、文化活動団体への活動補助、

全国大会出場者への補助を行うなど、市民の文化に対する意識の高揚と、芸術文化の振興に努めた。 

また、ながさき音楽祭2012 コンサート５か所、ひらんコンサート２か所、次代を担う子どもの文化芸術体

験事業を生月小学校、長崎県美術館名品展 移動美術館ｉｎ平戸市・県展移動展を島の館で開催し、質の高い

芸術を鑑賞する機会を提供することできた。 

さらに、ジャンガラフェスティバル及び民俗芸能祭を開催することにより、平戸固有の伝統文化を市内外

に周知・啓発するとともに、各保存会の意見交換・交流の場を設けることができた。 

文化施設について、大島村ふるさと資料館、田平町里田原歴史民俗資料館、生月町博物館・島の館の施設の 

 － 156 － 10 款 教育費 

 

維持管理・運営・公開を行い、郷土の歴史や地域文化の紹介と情報発信、文化財の保存保護に対する周知と啓

発を行った。里田原歴史民俗資料館では里田原遺跡発見40周年・資料館開館30周年にあたったことから記念式

典や記念講演・ウォークラリー等を行い、里田原遺跡を再認識してもらうことができた。 

 

４４４４    保健体育費保健体育費保健体育費保健体育費 

（１）保健体育・体育施設（１）保健体育・体育施設（１）保健体育・体育施設（１）保健体育・体育施設    

スポーツ振興においては、体育協会を中心としてスポーツ団体の育成と競技力の向上を図ることができた。 

また、スポーツ振興基金を活用して、個人・団体等の九州大会以上の大会への参加費補助やスポーツ教室等

の開催に助成を行った。各地区の体育振興会を中心に、健康まつりや町村民運動会などを開催し、市民の融和

と社会体育の底辺拡大、市民の健康増進を図るため、生涯スポーツの推進に努めた。 

スポーツイベントとして、「第６回ひらどツーデーウォーク2012」を開催し、悪天候にもかかわらず市内外

から参加者が訪れ、健康増進とともに、観光地平戸を大きくＰＲし、地域の活性化に貢献することができた。 

青少年の健全育成を目的としたスポーツ振興については、スポーツ少年団体の活動に支援を行った。 

平成26年度長崎がんばらんば国体に向けて、軟式野球競技の会場となる平戸市総合運動公園ライフカント

リー赤坂野球場と生月町勤労者体育センターの施設改修を行ったことによって、スムーズな競技運営が図られ

るようになった。そのほか生月町Ｂ＆Ｇ海洋センターのプール改修工事や各体育施設改修等を行うことにより、

利用者の安全確保やサービスの向上を図った。 

第69回国民体育大会平戸市実行委員会運営事業については、４月24日に平戸市実行委員会常任委員会を、

５月17日に第２回総会を開催し、その後、４専門委員会を開催した。先催地の視察・調査（東京・岐阜）を

行うことにより具体的な内容の把握ができ、今後の業務遂行に大いに参考となった。懸垂幕・横断幕等を市内

各所に掲げ、イベントでの着ぐるみＰＲ、フェイスブックの開設及び昭和44年国体写真展の開催等により啓

発活動に努めた。また、関係機関団体等との連絡調整及び放送委員の実践研修を行い大会開催へ万全を期すた

め準備を行った。 

全国高等学校総合体育大会平戸市実行委員会運営事業については、４月24日に平戸市実行委員会常任委員

会を、５月17日に第２回総会を開催し、その後、４専門委員会を開催した。先催地の視察・調査（長野県長

野市）を行うことにより具体的な施設面・競技運営面等、今後の業務遂行に参考となるものであった。懸垂幕・

横断幕等を市内各所に掲げ、また、高校生活動とともにイベントでのティッシュ配布及びフェイスブックの開

設など啓発活動に努めた。関係機関団体等との連絡調整及び高校生放送部の県内外大会での実践研修を行い大

会開催への準備を行った。 

全国高等学校総合体育大会相撲競技選手強化育成事業については、年間を通して遠征合宿及び合同練習を行

うことにより選手強化が図られた。 

 

（２）学校給食（２）学校給食（２）学校給食（２）学校給食    

安全安心でおいしい給食を児童生徒に提供するため、調理講習会や衛生管理研修会を実施し調理従事者等

の資質の向上を図った。 

また、「おにぎり給食」を２回実施し、主食である米の消費拡大と児童生徒自らが心身の健康の保持増進を

図ろうとする興味、関心、意欲の向上に努めた。 

設備面では、経年劣化により業務に支障をきたしていた北部及び中南部共同調理場のプレハブ冷凍冷蔵庫パ

ネル、中南部共同調理場の蒸気回転釜並びに大島共同調理場及び度島調理場の食器洗浄機を最新の機器に

更新するとともに、施設面では、北部、中南部、田平共同調理場及び度島調理場の床の補修を実施する

ことで、学校給食衛生管理基準の遵守を図り、円滑な業務遂行のための環境整備を行った。 

 

 



10 款 教育費 － 157 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

奨学資金貸付事業 

（教育総務課） 

【事項別明細書 296頁】 

 経済的理由により修学困難と認められる品行方正、学業成績が良好

である者に教育の機会均等を図り、将来の社会発展に貢献できる有為

な人材を育成することを目的に学資を貸与した。 

 平戸市奨学資金貸付基金 

  平成24年度貸付状況  10人 1,800千円 

 

内訳 

高校 高専 専修 短大 大学 計 
区分 

人 千円 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円 千円 

合計 5 648 3 432     2 720 1,800 

Ｈ24 3 360 2 288     1 360 1,008 

基金金額                       単位：円 

増減額 
区分 前年度末 

貸付金 返還金 寄附金 利子 
本年度末 

現金 70,991,935 △1,800,000 10,561,200 800,000 9,856 80,562,991 

貸付金 49,201,200 1,800,000 △10,561,200 0 0 40,440,000 

合計 120,193,135 0 0 800,000 9,856 121,002,991 
 

990 

スクールバス･ボ

ート運行事業 

（教育総務課） 

【事項別明細書 298頁】 

 学校統廃合等による児童生徒の安全な通学を確保するため、スクー

ルバスの運行またはスクールボートの運航を行った。 

   バス  中野小～古江、大瀬地区       18人 

       中野小～主師、山野、白石地区    11人 

       紐差小～獅子、高越、春日地区    16人 

       紐差小～宝亀地区          21人 

       紐差小～大川原、赤松、木ヶ津４地区 14人 

       津吉小～早福地区          14人 

       大島小・中～板ノ浦地区        5人 

 ボート 宮の浦港～高島港           4人 

      乗船延べ人数 児童1,088人 一般  284 人 

21,065 

 － 158 － 10 款 教育費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

  810 180 修学困難とされる者に修学を促し、教育の機会均等を図るこ

とができた。 

 18,300 54 2,711  学校統廃合となった地区または公共交通機関が乏しい地域

の児童生徒の安全な通学の確保ができた。 

また、通学以外での市内各小中学校の学習活動（水泳指導、

社会科見学等）等へ有効活用できた。 



10 款 教育費 － 159 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

就学対策事業 

（学校教育課） 

【事項別明細書 300頁】 

【事項別明細書 304頁】 

 就学困難な児童生徒の保護者の負担軽減及び義務教育の円滑な実

施等を図るため、就学のために必要な学校用品等の整備及び支援等を

行った。 

【負担金補助及び交付金】         3,538千円 

 遠距離等児童・生徒通学費補助金    3,116千円 

    遠距離等の児童生徒の保護者を対象 

  (1) 小学校(４km以上)     25人      424千円 

  (2) 中学校(６km以上)      72人     2,535千円 

  (3) 特別支援教室等通級費  15人     157千円 

  児童・生徒通学費助成金         422千円 

    学校統廃合の条件として、生月町御崎地区及び古賀江地区の

児童生徒の保護者を対象 

  (1) 小学校        ６人     195千円 

  (2) 中学校        ４人     227千円 

【扶助費】               19,644千円 

  要準要保護児童生徒援助費      15,770千円 

    要保護及び準要保護児童生徒の保護者を対象 

  (1) 小学校  就学    124人    1,870千円 

         給食    124人    4,730千円 

         医療    16人      123千円 

  (2) 中学校  就学    105人    4,064千円 

         給食    105人    4,836千円 

         医療    15人      147千円 

  特別支援学級就学奨励費        3,874千円 

    特別支援学級に就学する児童生徒の保護者を対象 

  (1) 小学校  就学    25人     421千円 

         給食    25人    1,047千円 

         通学    12人     289千円 

  (2) 中学校  就学    15人     595千円 

         給食    15人     754千円 

         通学    12人     768千円 

23,182 

図書教育充実事業 

（学校教育課） 

【事項別明細書 300頁】 

【事項別明細書 304頁】 

心の教育の充実のために、図書を購入整備し、学校図書館を充

実させ、児童生徒の読書活動を推進した。 

18,202 

 － 160 － 10 款 教育費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

878   22,304 児童生徒の就学環境の改善とともに、保護者の負担軽減及び

義務教育が円滑に実施できた。 

  18,200 2 児童生徒の読書量が増え、休日前にも学校図書を借りて帰る

ことも多くなり、読書が定着、活発化してきている。 

○学校図書館標準冊数整備状況 

 Ｈ23.5.1 Ｈ24.5.1 

小学校 86.5％ 94.4％ 

中学校 63.2％ 71.2％ 

計 76.2％ 85.0％ 
 

 



10 款 教育費 － 161 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

学校図書館支援員

配置事業 

（学校教育課） 

【事項別明細書 300頁】 

【事項別明細書 306頁】 

 市内小中学校図書館の活性化を図るため、学校図書館支援員を配

置し、学校図書館の様々な取組みを支援した。 

 また、２人の支援員リーダーを配置し、支援員の資質の向上を図っ

た。 

支援員リーダー ２人 

拠点校：平戸小 

支援校：平戸中 

拠点校：津吉小 

支援校：南部中 

  支援員小学校  ２人 

拠点校：中野小 

支援校：田助小、大島小、中野中、大島中 

拠点校：志々伎小 

支援校：堤小、生月小、野子小中、中部中 

  支援員中学校  ２人 

拠点校：田平中 

支援校：田平北小、田平南小、田平東小、度島小中 

拠点校：生月中 

支援校：根獅子小、紐差小、中津良小、山田小 

 

5,773 

情報教育環境整備

事業 

（教育総務課） 

【事項別明細書 302頁】 

【事項別明細書 308頁】 

 児童生徒の情報化時代に対応できる能力を養うとともに、効果的効

率的な教育の推進を図るため、児童生徒及び教職員等用のパソコンの

整備を行った。 

 また、経年劣化による不具合が生じたプロキシ･ウィルス対策サー

バの入替えを行った。 

 児童用       66台（入替） 

津吉小  ９台、志々伎小 ９台、田平北小 20台 

田平南小 ９台、田平東小 10台、大島小   ９台 

 生徒用       22台（入替） 

中野中  22台 

 教頭・養護教諭用 20台（入替） 

 緊急時対応用 １台（導入） 

 

10,007 

特別支援教育支援

員配置事業 

（学校教育課） 

【事項別明細書 302頁】 

【事項別明細書 308頁】 

 

 心身に障害を持つ児童生徒が、健常者と平等に楽しく学習が受けら

れる環境整備を図るため、特別支援教育支援員を配置し、個々の障害

に応じた適切な教育にかかる側面からの支援を行った。 

  小学校 14人 （支援対象児童 108人） 

  中学校 ３人 （支援対象生徒  39人） 

16,232 

 － 162 － 10 款 教育費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

1,046  3,629 1,098 学校図書館環境が格段に良くなり、児童生徒が図書館を積極

的に活用するようになった。 

○児童生徒１人あたりの貸出冊数 

 平成23年度 平成24年度 

小学校 148.4 冊 169.0 冊 

中学校 14.7 冊 20.3 冊 

計 100.2 冊 110.6 冊 
 

   10,007 児童生徒の情報化時代に対応できる能力の養成と効果的

効率的な教育が推進できた。 

また、サーバを入れ替えたことで、不具合が解消でき、安

全安心な情報教育環境が図られた。 

 
14,500 77 1,655 心のふれあいや協調性などを学び、心身に障害を持つ児童生

徒と健常者が平等に学習できる環境が整備された。 



10 款 教育費 － 163 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

小学校施設耐震診

断事業 

（教育総務課） 

【事項別明細書 302頁】 

 

 

 児童の安全安心な教育環境の改善を図るため、平成27年度までに

学校施設の耐震化完了に向けて取り組んでおり、耐震診断未実施であ

った９小学校の屋内運動場についても整備計画を策定するため、耐震

診断を行った。 

 

平戸小学校  Ｓ造 ２階建  860㎡ Is値 0.13 

田助小学校  Ｓ造 平屋建  532㎡ Is値 0.40 

中野小学校  Ｓ造 平屋建  532㎡ Is値 0.25 

中津良小学校 Ｓ造 ２階建  532㎡ Is値 0.48 

生月小学校  Ｓ造 ２階建 1,073㎡ Is値 0.26 

山田小学校  Ｓ造 ２階建  839㎡ Is値 0.15 

田平北小学校 Ｓ造 ２階建  680㎡ Is値 0.37 

田平南小学校 Ｓ造 ２階建  484㎡ Is値 0.37 

田平東小学校 Ｓ造 ２階建  484㎡ Is値 0.40 

 

※ Is 値とは構造耐震指標のことで、柱や壁の強度を計算し値を

算出しており、文部科学省は学校の建物について、0.7以上のIs

値を求めている。 

 

10,413 

平戸小学校校舎大

規模改造事業 

（教育総務課） 

【事項別明細書 302頁】 

 

 

 

 児童の安全安心な教育環境の改善を図るため、耐震診断の結果、

耐震性が確認できなかった校舎について、耐震補強工事を施すととも

に、建築後37年以上経過しており、老朽化の著しい箇所の大規模改

造工事を実施するための設計を行った。 

 平成21年度 耐震診断 

 平成24年度 耐震補強及び大規模改造設計 

耐震補強及び大規模改造工事 

        （工事は平成25年度に繰越） 

 【耐震補強設計】 

   鉄筋コンクリート造３階建 延べ床面積 1,692 ㎡ 

    耐震補強ブレース ８か所 

    袖壁補強     ８か所 

 【大規模改造設計】 

   鉄筋コンクリート造３階建 延べ床面積 1,599 ㎡ 

    校舎内部（天井、床、内装、建具類）、校舎外部（屋上防水、

外壁塗装）、高圧受電設備の改修及び電気設備改修、浄化槽

改修及び機械設備改修工事に係る実施設計 

 

  

 

7,879 

 － 164 － 10 款 教育費 

（単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   10,413 ９施設全てに耐震性が無いことが確認され、耐震化完了に向

けた整備計画を策定することができた。 

 5,400  2,479 本年度は、耐震補強及び大規模改造工事（平成25年度繰越）

に先立ち、実施設計を行った。 



10 款 教育費 － 165 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

志々伎小学校校舎

大規模改造事業 

（教育総務課） 

【事項別明細書 302頁】 

【平成23年度繰越明許費】 

 児童の安全安心な教育環境の改善を図るため、耐震診断の結果、耐

震性が確認できなかった校舎について、耐震補強工事を施すととも

に、建築後35年以上経過しており、老朽化の著しい箇所の大規模改

造工事を実施するための設計を行った。 

 平成21年度 耐震診断 

 平成23年度 大規模改造設計 

平成24年度 大規模改造工事 

【耐震補強工事】 

   鉄筋コンクリート造３階建 延べ床面積 1,599 ㎡ 

補強箇所 ４か所 

 【大規模改造工事】 

   鉄筋コンクリート造３階建 延べ床面積 1,599 ㎡ 

    校舎内部（天井、床、建具類）、校舎外部（屋上防水、外壁

塗装）電気設備及び機械設備の改修工事 

 

116,451 

子ども議会開催事

業 

（学校教育課） 

【事項別明細書 306頁】 

 中学生（市内９校×２人）を「子ども議員」として、市議会を疑

似体験する場を設定し、中学生の視点から将来の平戸市に思いを巡ら

せ、「魅力ある平戸市」を創るための提言を行った。 

本年度は、前年度に行った二つの一般質問に対する答弁のうち、そ

の後の経過、進捗状況や成果について、詳しく説明を受けたい内容や

疑問に思った内容について、再質問という形で質疑・答弁を行った。 

67 

平戸市算数・数学

検定事業 

（学校教育課） 

【事項別明細書 306頁】 

検定の合格を目指し学力の向上及び家庭と連携し継続的に取り組

むことで家庭学習の習慣化を図るため、平戸市中学校教育研究会を中

心に検定を行った。 

また、保護者への呼びかけを通して親子で計算に親しむ環境をつく

り、今年度は２人の希望者が受検を行った。 

年２回開催 

更には、問題集の制作に取り組み、市内統一したものを作成した。 

108 

外国語指導助手招

致事業 

（学校教育課） 

【事項別明細書 308頁】 

 児童生徒の英語力向上並びに国際感覚を高めるため、生きた英語に

慣れ親しむことを目的に、外国語指導助手を招致し、全ての小中学校

で指導を行った。 

 ＡＬＴ（Assistant Language Teacher）  ５人 

  国籍：オーストラリア ５人  

（３年目…１人、２年目…２人、３年目…２人） 

 

23,257 

 － 166 － 10 款 教育費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

38,241 78,100  110 児童の安全性の確保及び教育環境が整備された。 

   67 身近な問題から平戸市全体の問題まで、故郷平戸市を見直す

ことができ、また、自らまちづくりに参画することで、郷土に

対する思いやりや行政に対する関心を高めることができた。 

   108 全受検者の８割近くの合格者に対して、合格証を与え、生徒

の関心も高まり、学力の向上及び家庭学習が習慣化できた。 

 7,700 88 15,469 児童生徒一人ひとりが意欲を持って学習に参加できており、

英語力の向上並びに国際感覚が豊かになった。 

 



10 款 教育費 － 167 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

適応指導教室運営

事業 

（学校教育課） 

【事項別明細書 308頁】 

 不登校児童生徒の学校復帰及び学校行事への参加促進並びに学習

の援助を図るため、適応指導教室を設置した。併せて、指導員を配置

し、通級者へ個別の指導や家庭訪問を行った。 

平成24年度 

中学３年生 １人  小学６年生 ２人 

中学２年生 ２人 

3,310 

空き校舎活用事業

（適応指導教室） 

（教育総務課） 

【事項別明細書 310頁】 

 学校統廃合に伴う旧校舎の活用策について、地元との協議会におい

て模索してきたが、平戸市中央部という地理的利点を生かし、不登校

児童生徒の学校復帰等の適応指導教室として活用することで協議が

整ったため、改修等の整備を行った。 

 鉄筋コンクリート造 ２階建 延べ床面積 280㎡ 

  内装工事、網戸設置工事、外部階段屋根設置工事、屋外照明設備

工事、電気設備工事、給排水設備工事、電話引込工事、空調設備

工事 

 

4,535 

生徒の安全安心な教育環境の改善を図るため、老朽化等により授業

に支障をきたしている校舎について、５カ年計画の増改築事業を策定

し、改築工事、既存校舎解体工事、太陽光発電設備設置工事を実施し

た。 

 グラウンド整備については、現在工事中で、平成25年８月に完成

予定。 

平成21年度 耐力度調査 

平成22年度 地質調査、実施設計、プール解体工事 

平成23年度 プール解体工事、本校舎建設工事 

       （建設工事の一部は平成24年度に繰越） 

平成24年度 本校舎建設工事、既存校舎解体工事、太陽光発電設

備設置、グラウンド整備工事 

平成25年度 グラウンド整備工事 

 【本校舎建設工事】 

  鉄筋コンクリート造２階建 延べ床面積3,930㎡ 

652,402 平戸中学校校舎増

改築事業 

（教育総務課） 

【事項別明細書 310頁】 

【平成23年度繰越明許費】 

 監理委託        5,479 千円 

 本校舎建設工事    277,296 千円 

282,775 

 

 － 168 － 10 款 教育費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

  1,614 1,696 子どもたちの心のよりどころとして、効果的な学習指導及び

精神的ケアが十分に機能し、中学３年生が卒業式に参加し、高

校入試を受験、進学するとともに、小学６年生も卒業式に参加

できた。 

   4,535 適応指導教室の教育施設としての環境が整備された。 

309,971 317,200  25,231 

108,680 165,300  8,795 

本年度は、平成23年度着工の本校舎建設工事及び既存校舎

解体工事、太陽光発電設備設置工事が竣工し、12月から新校舎

での授業を行っており、教育環境が改善された。 

 



10 款 教育費 － 169 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

南部中学校校舎外

壁改修事業 

（教育総務課） 

【事項別明細書 310頁】 

南部中学校校舎は、昭和58年に建設され耐震性は確保されている

ものの、建築後29年以上経過しており、経年劣化が著しく、校舎の

軒天や外壁が崩落している状態であることから、生徒の安全な教育環

境を確保するため、外壁改修工事を行った。  

 

  鉄筋コンクリート造３階建 延べ床面積3,139㎡ 

 

29,303 

幼稚園就園奨励事

業 

（学校教育課） 

【事項別明細書 312頁】 

 私立幼稚園に通う園児の保護者の経済的負担軽減を図るため、私立

幼稚園の保育料等を減額又は免除し、公立幼稚園との保護者負担の格

差是正を行った。 

 私立幼稚園就園奨励費補助金 4園（68人） 7,322 千円 

8,162 

放課後子ども教室

開催事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 314頁】 

 

放課後等の子どもたちの安全で安心な活動拠点(居場所)を設け、子

どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを

推進するために公民館及び田平東小学校で子ども教室を開催した。 

 子ども将棋教室   延べ開催日数147日、延べ参加者852人 

 東っ子ふれあい教室 延べ開催日数75日、延べ参加者1,132 人 

1,054 

生涯学習推進事業 

(生涯学習課) 

【事項別明細書 314頁】 

行政と市民の協働によるまちづくりを推進するため、市民自らが企

画・立案・運営まで一貫して行う公募型の生涯学習講演会を開催し、

ボランティアを育成するなど、まちづくりに向けた市民参加のための

学習を推進した。 

また、生涯学習だより「まなぶ君」を情報提供と啓発の場とすると

ともに、まちづくり出前講座における市民編のＰＲや生涯学習パスポ

ート制度、生涯学習まちづくり表彰などを通じて市民の生涯学習を評

価し、その成果を生かす機会を拡充した。 

生涯学習講演会 ２回 

出前講座 566回 

生涯学習だよりまなぶ君発行 ４回 

生涯学習推進会議 １回 

生涯学習視察研修 １回 

2,060 

 － 170 － 10 款 教育費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   29,303 生徒の安全性の確保及び教育環境が整備された。 

1,754   6,408 私立幼稚園に通う園児の保護者の経済的負担が軽減された。 

650   404  放課後の子どもたちの安全で安心な居場所を提供すること

ができた。 

   2,060 市民自らが学習の機会を作り、活動し、成果を活用する生涯

学習のまちづくりに向けて、さまざまな企画が進み、市民の学

習意欲の喚起につなげることができた。特に出前講座市民編は

回数と参加者が増え認知されつつある状況である。また、生涯

学習だより「まなぶ君」によって生涯学習活動全般や、拠点と

なる各公民館の情報を全市的に発信することができた。 

 

参加者数        Ｈ24      Ｈ23 

生涯学習講演会      1,820人      470人 

出前講座         17,726人    17,885人 

（うち市民編        1,918人       1,155人） 

 

 



10 款 教育費 － 171 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

少年の主張大会開

催事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 314頁】 

 

 平戸市内の全小中学校から26名の児童・生徒が参加した。 

  開催日：平成24年６月16日（土） 

場 所：平戸文化センター 

来場者：約350名 

142 

 

青少年健全育成事

業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 316頁】 

 

明日を担う青少年を、心身ともに健全でたくましく育てるため、各

地域の青少年健全育成活動に助成を行った。 

      平戸地区（13学校区）911千円   田平地区  300千円 

      生月地区         500 千円   大島地区  120千円 

    日本の宝「しま」体感交流事業補助金      504千円 

2,382 

 

自治公民館整備事

業 

(生涯学習課) 

【事項別明細書 320頁】 

 

地域の生涯学習の拠点施設である地区公民館の整備を図るととも

に、自治活動やコミュニティの醸成を図るため、地区公民館の改修、

補修の補助を行った。 

 地区公民館改修等（平戸地区） 

 稗 田   743千円   高麗町   659 千円 

後 平   188千円   中の原   150 千円 

紺屋町   708千円   高 越   738 千円 

紐差第４ 2,357千円   向 月   150 千円 

紐差第１  592千円   木ヶ津３ 1,981 千円 

万 場   343千円 

 

8,609 

空き校舎活用事業

（旧志々伎小学校

早福分校） 

（教育総務課） 

【事項別明細書 320頁】 

 

 学校統廃合に伴う旧校舎の活用策について、地元との協議会におい

て模索してきたが、地元要望の１階部分を地区公民館として活用する

ことが決定したため、改修等の整備を行った。 

 鉄筋コンクリート造 ２階建 延べ床面積 800㎡ 

 内装改修、浄化槽改修、電気設備、機械設備工事 

 

11,708 

 － 172 － 10 款 教育費 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   142 

 

 

 社会問題や家庭での出来事などに対し、自分の思いや自分が

果たすべき役割を堂々と主張し、来場者に感銘を与えた。また、

社会や地域の問題に接し、問題解決を考えることで、自らも社

会の一員であることを自覚し、社会に対する意識の向上や健全

な心を育んだ。 

336   2,046 

 

家庭・学校・地域が連携し、青少年の健全育成や社会環境の

浄化、非行防止などに努めるとともに、家庭や地域の教育力が

向上した。 

日本の宝「しま」体感交流事業では、県内の小中学生 30 人

が台風の影響も受ける中、２泊３日で大島の自然や民泊、船釣

りなどの体験を行った。島の暮らし、離島の魅力を体感するこ

とにより、参加者の健全育成と地域との交流が推進された。 

  1,849 6,760  地域住民のコミュニティの促進や生涯学習活動を推進する

ための環境が整った。 

   11,708 

 

 

廃校後の学校施設を、避難所を兼ねた地区公民館として整備

した。 

今後は、地域の拠点施設としての活用が見込まれる。 

 



10 款 教育費 － 173 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

公民館講座開催事

業 

(生涯学習課) 

【事項別明細書 320頁】 

 

①公民館講座開催事業        2,329千円 

学習の場を市民に提供するため、各公民館において、女性、高齢

者、成人、青年、少年等を対象に、各種事業講座、教室を開催した。

また、スポーツ面においては、地域間の親睦と健康増進やスポーツ

の普及を図るため、軽スポーツ、新スポーツの教室を開催した。 

            主催講座数 延べ受講者数 

 北部公民館 17講座    911人 

 中部公民館 10講座    850人 

 南部公民館 17講座     895人 

 生月町中央公民館 ６講座   1,628人 

 田平町中央公民館 12講座    1,931人 

 大島村公民館 ２講座    210人 

②公民館大会開催事業          305 千円 

『できることからはじめよう 地域づくり 人づくり』を大会テ

ーマとして、関係者の皆様が一堂に会し、今日の公民館のあり方に

ついて議論を深めるため、平戸市公民館大会を開催した。 

開催日：平成25年２月17日（日） 

場 所：平戸市ふれあいセンターゆめホール 

講 演：村 節雄 氏 

演 題：「まつりでつながる地域の輪～木ヶ津千灯篭春まつり～」  

参加者：300名 

③北部公民館まつり開催事業       190 千円 

  地域住民の文化振興と生涯学習活動を推進するため、北部公民館

に関係する団体が一堂に集まり、日頃の学習成果の発表や作品の展

示を行った。 

参加者数      1,700 人  学習成果発表   12団体 

作品展示コーナー  7団体 

④越南まつり開催事業（中部公民館）   170 千円 

学びあう仲間が集い、発表と交流により親睦を深め、活動のより

一層の充実と生涯学習の推進及び明るく健康なひとづくり、まちづ

くりを進めるため越南まつりを開催した。 

参加者数      1,000 人  学習成果発表   20団体 

作品展示コーナー  5団体、個人12人 

⑤奥ひらど文化祭開催事業（南部公民館） 170 千円 

日頃の学習成果を発表し、研鑽を深めるとともに仲間づくりや文

化の向上を目的に、奥ひらど文化祭を開催した。 

参加者数 810 人 学習成果発表 17団体  

作品展示コーナー  14団体 

3,164 

 

 － 174 － 10 款 教育費 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   3,164 ①市民の学習意欲の高揚と学習情報の発信ができた。また、時

代に即応した講座を開催し、市民のニーズにあった学習機会

を提供することで、生涯学習への意識が高揚した。 

②この事業が“ふるさと平戸”の宝を再度見つめなおす機会と

なり、今後も公民館を拠点として、豊かなまちづくりを展開

していくうえでの大切なものを考えることができた大会と

なった。 

③関係団体相互の親睦と連携が深まり、地区住民への文化振興

と生涯学習の推進に貢献した。また、ふれあい広場では、も

ちつきや出店などを通して、参加者や地域住民相互の交流が

できた。 

④地域住民の団体やサークルによる発表及び作品の展示を通

して、公民館利用団体や地域住民との親睦が深まり、公民館

活動の一層の充実が図られた。また、呈茶、実演・体験コー

ナー、バザーコーナー、ちゃんこコーナーなどを通して、地

域住民の交流と世代間のふれあいの場を提供した。 

⑤学習グループや公民館関係団体の発表や作品展示を通して

日頃から学んだ生涯学習の成果を発表し、グループ間の親睦

交流や生涯学習の相互研鑽ができた。また、地域住民に対し、

芸術文化に親しむ機会を提供した。 



10 款 教育費 － 175 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

読書推進事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 322頁】 

 

①子ども読書の週間記念事業（両館主催） 

子ども読書週間の期間、おはなし会（紐差小、根獅子小、堤小、

永田記念図書館）を開催した。 

 

②図書館フェスティバル（両館主催） 

  子どもから大人までのイベントを開催し、読書活動推進を実施し

た。 

開催日：平成24年11月24日（土） 

場 所：北部公民館大ホール  参加者：490名 

・よみきかせ（紙風船、やよいの会） 

・講演会「心と体の健康とは」 

    ～これからの人生をより充実したいとき～ 

・廃棄本の配布など 

 

③読書感想発表大会（両館主催） 

本大会の開催に当り、多数の応募を得て子どもたちの読書活動へ

の意欲を高めるとともに、図書館、学校や家庭における読書活動推

進の活性化を図った。 

開催日：平成24年11月17日（土） 場所：ふれあいセンター 

参加者：200名 

 

④絵本作家ワークショップ（両館主催） 

絵本作家 菊池日出夫さんを講師に迎え、自作の本の読み聞かせ

や、本の創作時のエピソードなどの講演会を実施し、読書推進を図

った。 

開催日：平成25年２月18日（月） 

場 所：大島小学校、大島村保育所  参加者：27名 

 

⑤図書館モニターツアー 

  県内の先進的な図書館を市民とともに見学し、図書館運営の参考

にした。 

開催日：平成25年３月26日（火）  

場 所：嘉穂生涯学習センター夢サイトかほ 

参加者：14名 

621 

 

 － 176 － 10 款 教育費 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   621 

 

読書感想発表大会などの読書推進事業を開催し、児童生徒を

中心に読書に親しむ機会を進め、親しみのある図書館づくりを

推進した。（出展数 感想文 233 点、感想画 1,086 点）また、

図書館フェスティバル、図書館モニターツアー、絵本作家講演

会など読書推進活動を行い、絵本の大切さ、読書の楽しみ方や

その役割について、子どもから大人まで幅広く理解を深めるこ

とができた。また、定期的に読み聞かせやビデオ上映会を行い、

図書館の利用促進、本にふれる機会を提供したことによって読

書推進の周知ができた。 

 

 



10 款 教育費 － 177 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

図書購入事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 322頁】 

 

市内の図書館（室）に季節や話題の本など定期的に図書購入を行い、

利用者サービスを行った。（一般書・児童書等） 

・平戸図書館      2,844冊 

・永田記念図書館    2,363冊 

・南部公民館図書室   1,241冊 

・生月中央公民館図書室  608冊 

・田平中央公民館図書室 1,620冊 

・大島村公民館図書室  1,014冊    合計9,690冊 

19,060 

沖図書保存整備事

業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 322頁】 

 

 

昭和24年「沖禎介記念図書館」の廃館に伴い、古文書・漢籍等の

12,000 冊の寄贈を受けた。（古文書1,700冊、書籍10,300 冊）。資料

の重要性についての把握をするため、専従の非常勤職員・整備職員を

配置した。 

共済費   506 千円 

賃 金  3,220 千円 

需用費    279 千円 

4,005 

総合情報センター

（仮称）整備事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 324頁】 

ボーリング調査     2,573 千円 

基本設計・実施設計  7,500 千円 

 

平成25年度へ繰越 

10,073 

生月町開発総合セ

ンター施設整備事

業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 324頁】 

生月町開発総合センターは、建造されてから27年が経過している。

汚水処理施設、電気設備、冷却塔など対応年数経過、老朽化が進んで

おり、施設の適切な管理運営を行うため、設備の改修を行った。 

●改修内容 

 ・汚水処理施設修繕 

   浄化槽配管取替、第１・第２・第３接触ばっき槽防水塗装等 

・大ホール系統冷却塔ファンモーター取替  

 ・電気設備取替 

 高圧引込ケーブル取替、高圧電機器取替等 

5,390 

｢平戸学｣推進事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 328頁】 

市内の資料調査を行い、その成果に基づく「平戸の家宝展」、和牛

共進会に合わせて「牛にまつわる企画展」を実施し、市民への各種講

座を開催した。 

・平戸の家宝展 

   期間：H24.９.８～H24.10.８ 入場者：5,121 人 

 ・牛にまつわる企画展 

   期間：H24.10.14～H24.11.11 入場者：5,758 人 

261 

 － 178 － 10 款 教育費 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

  19,054 6 図書館（室）の利用者層や地域性を重視し、季節や話題の本

など毎月、一般書・児童書、雑誌、新聞など資料提供を行った。 

また、図書システムで資料を管理しており、利用頻度に応じ

た本の購入によって、不足する資料の充実が図られた。                 

  4,001 4  新図書館オープンに向け、資料の重要性の把握・活用内容の

検討を行い、資料の整理することができた。 

 3,918

   

5,800  355 平成27年度開館に向け、地質調査を行い、プロポーザル方

式により設計者を選定し、設計業務に着手することができた。

設計にあたり、住民説明会を開催し、利用者など市民と意見交

換を行いながら設計を進めることができた。 

   5,390 設備の改修及び取替を行うことにより、施設の適切な管理を

行うことができ、利用者に社会教育施設としての機能を損なわ

ず提供することができた。 

   261  市内個人宅より約90点の資料を確認。内14点の資料を「平

戸の家宝展」としてオランダ商館２階で展示し、本市の歴史の

一端を広く紹介することができた。 

また、和牛共進会の開催に合わせて「牛にまつわる企画展」

を開催し、歴史的支援と話題づくりに貢献することができた。 

商館長日記を読む会、親子で作るオランダ商館、出前講座な

ど各種講座を開催し、本市の持つ豊かな歴史の学びの場を提供

するなど平戸学を推進することができた。 

 



10 款 教育費 － 179 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

伝統的建造物群保

存地区保存整備事

業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 328頁】 

平成24年度平戸市大島村神浦重要伝統的建造物群保存地区保存修

理事業は、間接補助事業で町家４棟の保存修理補助を行った。（うち

１棟は25年度継続）また、防災施設等事業では、交流拠点施設の消

防設備工事と、保存地区内２か所に案内・避難誘導看板の設置を行っ

た。 

・伝統的建造物群保存修理事業 26,869 千円 

柴山家住宅離屋修理補助金 6,152 千円（事業費 6,973千円） 

田中家住宅修理補助金   6,841 千円（事業費 7,713千円） 

平井家住宅修理補助金   6,876 千円（事業費 7,763千円） 

丸田家住宅修理補助金   7,000 千円（事業費 8,760千円） 

・伝統的建造物群防災施設等事業 3,129千円 

交流拠点施設消防設備工事  808千円 

案内・避難誘導看板設置工事 2,321千円 

・その他 229千円 

30,227 

伝統的建造物群保

存地区保存整備推

進事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 328頁】 

保存計画に基づき大島村神浦伝統的建造物群としての町並み保存

整備推進を行った。保存地区内の未調査建築物などの学術調査及び、

痕跡調査を実施し継続的に町家の修理・修景を推進した。 

・修理希望調査の実施  対象184人 

・学術・痕跡調査（４件） 

833 

指定文化財維持管

理事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 330頁】 

指定文化財の保存のため管理・整備・改修など行った。 

・史跡維持管理事業          236 千円 

・保存整備補助事業（５件)       169 千円 

・保存管理補助事業（５件)         115 千円 

・ハクモクレン整備事業            275 千円 

・大島盆踊り開催委託            1,500 千円 

・棲霞園･偕楽園航空写真撮影委託  158 千円 

・「獅子のアコウ」剪定       125 千円 

・消防用設備保守点検補助      52 千円 

・無形民俗文化財団体運営費補助  1,380 千円 

・事務費               61 千円 

4,071 

埋蔵文化財発掘調

査事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 330頁】 

各種開発及び範囲確認に伴う埋蔵文化財発掘調査を実施した。ま

た、里田原遺跡出土の木製品の保存処理を行った。 

・発掘調査事業            3,359 千円 

（入口遺跡・番岳遺跡・久吹遺跡・大崎みやま遺跡・生向遺跡・

里田原遺跡・籠手田城跡) 

・出土遺物保存処理委託事業     641 千円 

4,000 

 

 － 180 － 10 款 教育費 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

20,687   9,540 町家の修理については20年度からこれまでに、15棟が完了。

徐々にではあるが、町家の整備が進みつつある。 

間接事業 20年度 １棟 

     21年度 ４棟 

     22年度 ４棟（うち１棟は21年度継続事業） 

     23年度 ４棟（うち１棟は22年度継続事業） 

     24年度 ４棟（うち１棟は25年度継続事業） 

直接事業 公開活用施設 １棟 

防災施設等事業（直接事業） 

  交流拠点施設消防設備工事（非常通報設備） 

  案内・避難誘導看板設置（保存地区内２か所） 

   833 学術調査・痕跡調査により、調査未実施家屋の建築年代と当

時の建築構造が解明された。 

修理希望調査結果 

  25 年度修理希望件数15件、26年度以降５件 

学術調査結果  

  建築年代推定   江戸末期１棟 明治後期３棟 

137   3,934 指定文化財の維持・管理や修理、伝承や後継者育成等に助成

を行うことにより、所有者や管理者・保存会の負担を軽減し、

貴重な文化財の保存・保護・継承をうながし、指定文化財とし

てふさわしい体裁等の保全、伝承活動の活性化を図ることがで

きた。 

2,200   1,800 発掘調査により旧石器時代の遺物(入口遺跡)を検出するこ

とができ、新たな資料を追加することができた。籠手田城跡の

調査では建物遺構が確認された。 

里田原遺跡から出土していた、木製品を保存処理することに

より、後世に伝えることができるようになった。 

 



10 款 教育費 － 181 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

国指定重要文化財

保存整備事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 330頁】 

「田平天主堂」鐘楼のガラリ及び鐘台座金具が、経年劣化のため破

片が落ちるなど大変危険な状態にあることから、補修等に対する補助

を行った。 

 ・国指定有形文化財「田平天主堂」  283千円 

283 

重要文化的景観保

護推進事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 330頁】 

 国の重要文化的景観「平戸島の文化的景観」の適切な保存活用を図

るため、文化的景観推進委員会を開催し、整備活用計画の策定に向け

た検討と、地元まちづくり団体と共催によるイベントを実施した。ま

た、平成24年度から選定地区家屋修理修景事業を行った。 

・調査研究、委員会開催       7,193千円 

・修理修景事業           11,443千円 

  志田邸家屋修理修景   4,303千円（分担金1,291千円） 

  志田邸倉庫修理修景    882千円（分担金 264 千円） 

  坂本邸家屋修理修景   3,319千円（分担金 996 千円） 

  村田邸家屋修理修景   2,939千円（分担金 882 千円） 

・事務事業              674 千円 

19,310 

県指定文化財保存

整備事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 330頁】 

県指定史跡「鯨組主益冨家居宅跡」の座敷の改修事業、県指定有形

文化財｢雄香寺開山堂｣の消防設備修繕に対する補助を行った。 

・県指定史跡「鯨組主益冨家居宅跡」 2,715 千円 

・県指定有形文化財「雄香寺開山堂」   58 千円 

2,773 

常灯の鼻修復調査

事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 332頁】 

「史跡平戸和蘭商館跡」に位置する常灯の鼻は、経年劣化による破

損が著しく、危険な状態であり、修復工事を行う必要があることから、

整備委員会を県とともに開催した。 

・第１回整備委員会 12月 17日開催 

558 

和蘭商館関連施設

発掘調査事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 332頁】 

和蘭商館関連施設があったとされる、田平町横島で発掘調査を行

い、リンバーンと呼ばれる航海用ロープ製作場のものと関連した排水

設備跡や砂岩切石集中区が検出された。 

また、建築材と考えられる鉄釘も検出することができた。 

・発掘調査事業             3,496 千円 

・出土遺物保存処理委託事業        201 千円 

・空中写真撮影委託事業          446 千円 

・遺構実測委託事業            591 千円 

 

4,734 

 － 182 － 10 款 教育費 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   283 補修補助を行いったことにより、市民・観光客への安全が確

保されるとともに、国指定文化財としての構造・美観を保持す

ることができた。 

13,517  3,433 2,360 修理修景事業では、選定地区内家屋４棟で屋根替えなどの

工事を行い、景観の保全・向上を図ることができた。 

各種イベントを実施したことで、地域内の意識高揚につな

げることができた。 

   2,773 県指定文化財としての保存継承が可能となり、火災等への備

えを整備することができた。 

   558 国指定史跡地内の整備として、文化財的な判断と、今後の方

向性を検討することができた。 

2,516   2,218 国史跡への追加指定するため、新たな資料を加えることがで

きた。 

 



10 款 教育費 － 183 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

和蘭商館復元整備

事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 332頁】 

史跡地内公有地について、砂岩貼りや土系舗装による整備を実施し

た。整備にあたっては、発掘調査によって検出された「商館長居宅跡」

と推定される遺構表示を行うなど、復元専門委員会周辺整備部会の指

導の下、史跡地に相応しい整備を行った。また、オランダ塀の修復を

行うとともに、事業の最終年度にあたる事から復元整備事業報告書を

刊行した。 

・商館周辺整備工事          12,753千円 

・オランダ塀修復工事          1,213千円 

・復元整備事業報告書刊行        4,190千円 

18,156 

世界遺産登録推進

事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 332頁】 

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」の早期世界遺産登録を目指

し、文化庁、県、関係市町等との連絡調整を行うとともに、関係する

調査研究を実施した。また、県負担金事業により、広報活動や周知啓

発グッズ作成を行った。 

・世界遺産登録推進負担金         1,533千円 

・世界遺産登録に係る調査事業     4,137千円（賃金含む） 

・保存管理計画策定に係る委託研究事業 2,999千円 

・事務事業              2,755千円 

11,424 

民俗芸能公開事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 336頁】 

国指定重要無形民俗文化財「平戸のジャンガラ」３地区（平戸、宝

亀、津吉）のジャンガラ保存会、県指定無形民俗文化財「チャンココ」

による、ジャンガラフェスティバルを平戸港交流広場で行った。 

また、第６回ひらどツーデーウォークにあわせて平戸民俗芸能祭を

開催し、県指定無形民俗文化財「度島の盆ごうれい」「田助ハイヤ節」、

市指定無形民俗文化財「築地町のジャ踊り」「舘浦須古踊」の披露に

加え、特別ゲストとして長崎新地中華街より「長崎獅子舞」をお招き

し、平戸文化センターに特設ステージを設けて行った。 

・ジャンガラフェスティバル       868千円 

・民俗芸能祭             1,250千円 

2,139 

文化公演開催事業 

（文化遺産課） 

【事項別明細書 336頁】 

ながさき音楽祭2012 コンサート５公演（神浦伝建交流拠点施設、

平戸オランダ商館、宝亀教会、平戸文化センター、熊沢三郎記念館）、

ひらんコンサート２公演（山田教会、延命寺）、次代を担う子どもの

文化芸術体験事業（生月小学校）、長崎県美術館名品移動展（島の館）、

県展移動展（島の館）を開催した。 

・ながさき音楽祭2012コンサート      775 千円 

・ひらんコンサート（文化協会主催）      0 千円 

・文化芸術体験事業（文化庁委嘱事業）    0 千円 

・長崎県美術館名品移動展         125 千円 

・県展移動展                71 千円 

971 

 

 － 184 － 10 款 教育費 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

8,830 6,500 6 2,820 史跡地内公有地整備、遺構表示、オランダ塀修復を行ったこ

とにより、一般市民や観光客が史跡地全体を散策・回遊するこ

とが可能となり、国指定史跡としての景観を整えることができ

た。 

また、復元整備事業報告書を（300部）刊行したことにより、

事業の経過とその成果を記録保存することができた。 

  18 11,406 これまでの調査内容を十分反映した推薦書（原案）の提出、

世界遺産構成資産地区の価値の証明を行うことができた。 

また、世界遺産グッズを配布、ポスター・幟を掲示すること

で、世界遺産早期登録に向けた周知啓発を行うことができた。 

   2,139 地域の優れた伝統文化を再認識する機会、各民俗芸能保存会

の交流、保存・伝承活動の意見交換の場を設けることができた。 

[ジャンガラフェスティバル] 平成24年８月４日実施 

・出演団体 ４団体（市内３団体、市外１団体） 

・入場者  400人 

[民俗芸能祭]  平成24年９月30日実施 

・出演団体 ５団体（市内４団体、市外１団体） 

・入場者  450人 

   971  各種コンサート、美術展など本物の舞台芸術に触れる機会を

提供することができた。 

・ながさき音楽祭2012コンサート     644人 

・ひらんコンサート            155人 

・次代を担う子どもの文化芸術体験事業  307人 

・長崎県美術館名品移動展        978人 

・県展移動展              470人 

 



10 款 教育費 － 185 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

市民体育祭開催事

業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 340頁】 

市民各層のスポーツ振興、普及発展及び競技力の向上を図り、併せ

て市民の健康と体力の保持増進を目指し市民体育祭を開催した。 

競技部大会      (開 催 日) ９月２日～11月３日 

             (競 技 数) 18競技 

             (参 加 者) 2,081 人 

健康まつり      (開 催 日) 10 月7日 

             (開催地区) ３地区(北部、中部、南部) 

             (参加者数) 1,258 人 

生月町民運動会  (開 催 日)  ６月3日 3,000人 

 田平町民運動会   (開 催 日) 10月7日 3,000 人 

 大島村民体育大会  (開 催 日) 10月7日  650人 

1,166 

少年自然体験交流

事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 340頁】 

半元キャンプ場において、自然観察・シーカヤック・キャンプファ

イヤーや漁師体験などの野外体験キャンプを行った。 

  開催日：８月７日（火）～８日（水） 

場 所：半元キャンプ場 

参加者：34名 

99 

サバイバル体験交

流事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 340頁】 

 

平戸市野子町高島において、市内小学校４年生～６年生を対象に２

泊３日の野外体験学習を行った。 

  開催日：７月23日（月）～25日（水） 

場 所：旧野子小中学校高島分校 

参加者：38名 

564 

ひらどツーデー事

務員雇用事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 340頁】 

 

<緊急雇用創出事業臨時特例基金事業> 

「第６回ひらどツーデーウォーク 2012」の開催にあたり、実行委

員会事務局のスタッフを雇用した。 

 

708 

 

 － 186 － 10 款 教育費 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   1,166  体育協会加盟団体による競技部大会は、その競技力向上と

県民体育大会出場選手等の選考も兼ねて開催した。 

 市内６地区で開催した｢健康まつり｣や「町村民運動会｣に

より、市民の融和と健康増進、生涯スポーツの推進に寄与す

ることができた。 

   99 自然の中での生物学習、野外炊飯などのキャンプ活動を体験

し、自然と接することやリーダーシップなど団体行動での必要

な知識を習得させることができ、シーカヤックや夕べのつどい

を通して地域間の子どもたちの交流ができた。２日目の漁師体

験では、定置網漁を体験することで、ふるさと平戸の漁業につ

いて学ぶことができた。 

   564  離島という隔絶した環境の中、市内から集まった子どもたち

が共同生活により野外体験学習を行うことで、たくましい身体

と精神が育成できた。 

708    新たな雇用創出が図られたとともに、大会を開催するための

事務局体制が整った。 

新規雇用失業者数 １名 

 



10 款 教育費 － 187 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

スポーツ推進事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 340頁】 

 

 

①平戸ツーデーウォーク大会開催補助金 2,500 千円 

開 催 日：９月29日～30日 

 開催地区：生月地区（１日目）、平戸・田平地区（２日目） 

 参加者数：レギュラーコース       延べ1,813人 

エコ・トレッキングコース 延べ   126 人 

②社会体育推進事業補助金 4,238 千円 

地域スポーツの推進を図るために、生涯スポーツ団体等に補助を

行った。 

体育振興会 ６団体 4,238千円 

③スポーツ推進事業補助金 4,577 千円 

市民自らが健康で活力ある生活を目指して、スポーツの振興と競

技力の向上を図るため、関係団体及び事業に対して補助を行った。 

競技大会参加（九州大会等への参加） 24件      2,254千円 

研修会等参加事業 １件    50千円 

市長特認事業 １件    500千円 

県民体育大会参加事業 ２件   1,773千円 

④スポーツ少年団活動事業補助金 630千円 

 少年スポーツの振興を通して、青少年の健全育成に資する活動に補

助を行った。 

団体育成事業 32件     570千円 

スポーツ交流事業 ２件    60千円 

⑤体育協会補助金 1,300千円 

本市における社会体育の普及・振興及び競技力向上を図るため、体

育協会に対して助成した。 

競技部強化費 19団体 

⑥平戸縦断駅伝大会開催事業 350 千円 

第43回大会を開催するにあたり、体育協会に委託を行った。 

開催日：１月20日（日） 

コース：宮の浦～平戸文化センター 42.1Km ７区間 

参加数：一般（フリー）の部 ５チーム 

一般（市内）の部  ７チーム 

高校の部      ６チーム 

オープンの部    １チーム 

⑦県下一周駅伝大会参加補助金 230千円 

県下42区間を３日間で競う駅伝大会に、市陸上競技協会を中心と

した平戸チームに助成を行った。 

17,866 

 

 

 － 188 － 10 款 教育費 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

  5,582 12,284 ① 市民を中心に誰でも気軽に参加できる歩くイベントを行

い、健康増進と交流の場を提供し、地域の活性化を図ること

ができた。また、このイベントは市外に平戸市の魅力をアピ

ールする絶好の機会であり、更なる地域発展につなげること

ができた。 

② 各地区の体育振興会及び団体による社会体育事業を通し

て、健康で活力ある地域づくりができた。 

③ 県代表として九州大会以上の大会に参加する競技団体等

に対して、補助することにより、その競技力の向上とともに、

市民スポーツ普及へつなげることができた。また、韓国少年

サッカーチームと交流事業を行い、スポーツの振興につなが

った。 

④ 少年スポーツの競技力向上を目的に指導者に対し、正しい

知識と技能を修得してもらうための研修会を行い、指導者が

研修会に参加した団体に対し活動費を助成し、本市のスポー

ツの底辺の拡大ができた。 

⑤ 体育協会に活動補助を行い、各種団体の競技力が向上し

た。 

（県民体育大会成績） 

優 勝：[団体]相撲（成年男） 

     [個人]相撲（成年）、 

[個人]水泳50M平泳ぎ（50歳以上男） 

準優勝：[個人]陸上（30-39 歳 400ｍ） 

     [個人]水泳自由形・バタフライ（50歳以上男） 

３ 位：［団体]サッカー（40歳以上男） 

     [団体]軟式野球（成年男子） 

     [団体]柔道（一般男子） 

     [個人]相撲（成年男子） 

⑥ 駅伝大会を開催したことにより、駅伝競技の普及と競技力

向上、底辺拡大ができた。 

優 勝：一般(フリー)の部：陸自大村４施大 

一般（市内）の部：平戸市消防署Ａ 

高校の部：松浦高校Ａ 

⑦ 助成をしたことにより、平戸チームの経済的負担が軽減さ

れるとともに、レースに専念することができた。 

大会結果：総合10位（全11チーム中） 

 



10 款 教育費 － 189 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

第69回国民体育大

会平戸市実行委員

会運営事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 342頁】 

 

実行委員会総会等、各種会議を下記のとおりを開催した。また、先

進地視察や啓発活動に努めた。 

【総会・委員会等】  

平成24年５月17日：平戸市実行委員会第２回総会 

平成24年４月24日：第２回常任委員会 

平成25年２月：４専門委員会 

【先催地の視察・調査】 

平成24年９月１～３日：東京都大島町 

第51回全国教職員相撲選手権大会（兼第68回国民体育大会リハ大会） 

平成24年９月29～10月４日：岐阜県大垣市ほか 

第67回国民体育大会（相撲、軟式野球競技） 

その他、第67回国民体育大会事後調査説明会、 

【啓発活動】 

懸垂幕、横断幕、看板設置、市内イベントでの着ぐるみＰＲ、 

昭和44年国体写真展の開催、フェイスブック開設等 

【連絡調整会議等】 

平成25年３月９日：東京都新宿区 

第52回全国教職員相撲選手権大会三者連絡調整会議 

長崎県相撲連盟との協議、放送委員の実践研修 

9,305 

全国高等学校総合

体育大会平戸市実

行委員会運営事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 342頁】 

実行委員会総会等、各種会議を下記のとおりを開催した。また、先

進地視察や啓発活動に努めた。 

【総会・委員会等】 

平成24年５月17日：平戸市実行委員会第２回総会 

平成24年４月24日：第１回常任委員会 

平成25年２月：４専門委員会 

【先催地の視察・調査】 

北信越総体相撲競技（抽選会）平成24年７月５日 

北信越総体相撲競技 平成24年８月３～５日：長野県長野市 

事後調査 平成24年９月20日 

【啓発活動】 

懸垂幕、横断幕、看板設置、ＰＲグッズ配布、フェイスブック開設 

【連絡調整会議等】 

長崎県相撲連盟との協議、高校生放送部の視察実践研修 

1,927 

 － 190 － 10 款 教育費 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

   9,305 関係機関団体等との連絡調整を図り、円滑な大会運営を期す

ための準備ができた。 

また、先催地の視察・調査（東京・岐阜）を行うことにより

具体的な内容の把握ができ、今後の業務遂行に大いに参考とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1,927 先催地の視察・調査（長野県長野市）を行うことにより具体

的な施設面・競技運営面等、今後の業務遂行に参考となった。 

関係機関団体等との連絡調整及び高校生放送部の県内外で

の実践研修を行い大会開催へ万全を期すため準備を行った。 



10 款 教育費 － 191 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

全国高等学校総合

体育大会相撲競技

選手強化育成事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 342頁】 

 本市高校相撲部の選手強化のため、遠征合宿・交流合宿等に係る費

用の補助を行った。 

500 

生月町Ｂ＆Ｇ海洋

センター施設改修

事業 

(生涯学習課) 

【事項別明細書 344頁】 

生月町Ｂ＆Ｇ海洋センター（プール）の改修を行った。 

プール改修工事 

プール鉄骨塗装改修 

女子更衣室床改修 

給湯ボイラー取替工事 

22,852 

生月町勤労者体育

センター整備事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 344頁】 

生月町勤労者体育センター（野球場）の改修を行った。 

【工事内容】野球場外壁クッションウォール改修、ダックアウト改

修、ファールポール改修、バックネット改修、外周フェンス改修、

空調機設置、放送システム改修えなど 

34,713 

赤坂野球場整備事

業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 344頁】 

赤坂野球場の改修を行った。 

【工事内容】スコアボード改修、ダックアウト改修、外野壁面補修、

ゴムマット改修、外周舗装改修など 

 

22,722 

生月町国民体育館

耐震診断事業 

（生涯学習課） 

【事項別明細書 344頁】 

地震発生時における施設の安全性確保のため、耐震診断を行った。 

 耐震診断委託料 903千円 

 

903 

給食共同調理場設

備整備事業 

（教育総務課） 

【事項別明細書 346頁】 

安全安心な給食を提供するため、老朽化した設備機器及び調理

用機械器具の更新を行った。 

  

19,959 

 － 192 － 10 款 教育費 

 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 

事 業 の 成 果 

  500  遠征合宿及び合同練習を行うことにより選手の技術力が向

上した。 

  12,100 10,752 老朽化した施設を改修することで、安全性が向上し、市民が

安心して利用できるようになった。 

603 14,600 19,301 209 

  6,679 16,043 

 平成26年度開催の第69回国民体育大会軟式野球競技を実施

するための環境が整った。 

301   602 耐震基準を満たした施設であることが判明し、安全性が確認

できた。 

   19,959 各調理場において、作業の効率化と衛生面が大幅に改善し、

児童生徒等に安全安心でおいしい給食を提供できるようにな

った。 

 



11 款 災害復旧費 － 193 －  

【【【【    11111111 款款款款    災害復旧災害復旧災害復旧災害復旧費費費費    】】】】    

 

農地・漁港等並びに公共土木施設の機能回復及び保全、地域の安全性の向上及び経営の安定を図るため、平成

23 年６月及び７月の梅雨前線豪雨、８月及び 10 月の豪雨、平成 24 年６月の台風４号及び梅雨前線豪雨、７月の

梅雨前線豪雨、９月の豪雨による農地及び農業用施設並びに漁港、道路・河川、学校施設等の被災した箇所の災害

復旧工事を実施した。 

 

 

 

 

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

23年災（過年災） 

  農   地  150 か所 159,581千円 

  農業用施設   81 か所   115,396千円 

  そ の 他（事務費）      5,286千円 

280,263 

24年災（現年災） 

 農   地    ３か所 2,363千円 

  農業用施設    ２か所 1,444千円 

  単独工事費                 1,000千円 

そ の 他（事務費） 934千円 

 測量設計委託 152 か所        15,006千円 

20,747 

農地等災害復旧事

業 

(農林課) 

【事項別明細書 348頁】 

【事項別明細書 350頁】 

 

【平成23年度繰越明許費】 

 23年災（現年災） 

  農   地     76 か所          72,642千円 

農業用施設     47か所            75,334千円 

そ の 他（事務費）           131千円 

148,107 

漁港施設災害復旧

事業 

（建設課） 

【事項別明細書 350頁】 

24年災（現年災） 

根獅子漁港                                14,518千円 

-2.5m航路災害復旧工事 Ｌ=107.0m 

 浚渫面積 Ａ＝2,493㎡ 

  宝亀漁港 

   測量業務委託 L=61.0m            441千円 

14,959 

 － 194 － 11 款 災害復旧費 

 

 

【被災箇所数】 

  農地等災害復旧事業 

   平成24年度発生件数  農地 136か所 農業用施設  43か所 計 179か所 

平成23年度発生件数  農地 232か所 農業用施設 130か所 計 362 か所 

公共土木施設災害復旧事業 

 平成24年度発生件数    道路  8 か所 河川 10か所 海岸 1か所 計 19 か所 

 平成23年度発生件数    道路 38 か所 河川 34か所 計 72 か所 

 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

260,368 15,600 3,042 1,253 

8,960 6,300 134 5,353 

127,120 10,200 2,846 7,941 

被災箇所の復旧工事を行ったことにより、農地等の機能が回

復し、農地（国土）の保全、農業生産力の維持及び農業経営の

安定化に寄与することができた。 

6,340 3,166 

 

 5,453 この復旧工事により、漁港施設の機能が回復され、漁業活動

の安全が確保された。 

 



11 款 災害復旧費 － 195 －  

 

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費 

24年災（現年災） 

  ［補助災害］                 40,995千円 

道   路  ８か所（うち離島２か所）      15,757千円 

河   川   ９か所                       19,816千円 

海   岸  １か所             4,043千円 

そ の 他（事務費）            1,379千円 

 ［単独災害］                 1,042千円 

道   路  ２か所                           995千円 

そ の 他（事務費）                           47千円 

42,037 公共土木施設災害

復旧事業 

（建設課） 

【事項別明細書 352頁】 

 

【平成23年度繰越明許費】 

23年災（現年災） 

  ［補助災害］                183,928千円 

道   路  ６か所（うち離島１か所）      20,777千円 

河   川   21か所                       162,773千円 

そ の 他（事務費）              378千円 

183,928 

公立学校施設災害

復旧事業 

（教育総務課） 

【事項別明細書 352頁】 

 24年災（現年災） 

  大島中学校敷地法面 Ｌ＝16.5ｍ        6,354千円 

測量設計委託                1,029千円 

7,383 

 － 196 － 11 款 災害復旧費 

 （単位：千円） 

財  源  内  訳 

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

事 業 の 成 果 

27,559 13,100  1,378 

127,087 56,800  41 

風雨における災害箇所の復旧工事により、河川及び道路の機

能が回復し、河川流域住民の安全が保たれ、道路の交通安全が

確保された。 

4,929 1,200  1,254 この復旧工事により、学校施設としての機能が回復され、

学校生活における生徒の安全が確保された。 

 



12 款 公債費 － 197 －  

【【【【    11112222 款款款款    公債公債公債公債費費費費    】】】】    

 

１１１１    市債市債市債市債繰上償還繰上償還繰上償還繰上償還    

平成19年度から21年度までは、総人件費の削減等を内容とする財政健全化計画、または公営企業経営健全化

計画を策定し、新規市債発行額を元金償還額以下に抑制し、市債残高を減らしていくとともに、年利５％以上の

公的資金（財政融資資金、簡保資金、公営公庫資金）に係る残債の積極的な繰上償還を行い、財政の健全化を図

った。 

平成22年度からは、健全な財政運営に資するため、民間資金（銀行引受資金）に係る市債繰上償還を実施し

ている。平成24年度においては、公営住宅事業債の抑制と併せて繰上償還を行い、実質公債費比率の減少及び

将来の地方債負担の軽減を図ることができた。 

 

 

 表１ 平成24年度繰上償還額及び利子影響額（一般会計）                  （単位：千円） 

年 度 対象債利率 繰上償還額 利子影響額 備  考 

Ｈ24 1.20％～1.40％ 1,471,579 125,046 任意の繰上償還（銀行引受分） 

Ｈ23 1.40％～1.80％ 625,588 35,046 任意の繰上償還（銀行引受分） 

Ｈ22 1.70％～2.20％ 378,247 20,132 
任意の繰上償還（銀行引受分）370,120 

獅子小・野子小高島分校（簡保資金）8,127 

Ｈ21 5.50％～6.70％ 255,078 46,638 補償金免除（財政融資、簡保）255,078 

Ｈ20 5.00％～7.10％ 353,156 68,607 
補償金免除（財政融資、簡保、金融公庫）326,001 

たびらんど（年金資金）27,155 

Ｈ19 7.10％ 17,368 1,044 
補償金免除（財政融資）16,468 

津吉小学校（簡保資金）900 

Ｈ18  2,734  野子中高島分校（簡保資金）2,734 

 

 

 

 － 198 － 12 款 公債費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図１、２の地方債借入額、元金(繰上)償還額及び現在高は、一般会計分のみを計上。 

※21年度における電気事業特別会計の新設により、図２の21年度以降の現在高には、電気事業分の起債現在高 

（21年度38,245千円、22年度30,912千円、23年度23,424千円 ）は含まない。 

図１　地方債借入額、償還額及び実質公債比率の推移
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別紙 雇用対策事業 － 199 －  

別紙別紙別紙別紙    雇用対策事業雇用対策事業雇用対策事業雇用対策事業    

 

１１１１    雇用対策雇用対策雇用対策雇用対策事業事業事業事業    

平成21年度から深刻な雇用失業情勢を踏まえ、国の交付金を財源として県に創設された、「緊急雇用創出事業

臨時特例基金事業」の助成を受け、雇用機会の創出に取り組んだ。 

 

 

（１（１（１（１））））緊急雇用創出事業臨時特例基金事業緊急雇用創出事業臨時特例基金事業緊急雇用創出事業臨時特例基金事業緊急雇用創出事業臨時特例基金事業    

本事業は市が直接実施または民間企業等へ委託して、離職を余儀なくされた非正規労働者、中高年齢者等

の失業者に対して、次の雇用までをつなぐ短期の雇用・就業機会を創出・提供する事業で、11 事業を実施し

61人の新規雇用を創出した。 

 

○緊急雇用創出事業臨時特例基金事業一覧                       （単位：千円） 

労働者数（人） 

事業名 担当課 事項別明細書 事業費  うち新規雇

用失業者数 

実施 

方法 

平戸英国商館設置400周年推進事業 政策推進課 118頁 468 1 1 直接 

高齢者生きがいづくりサポート事業 長寿保険課 150頁 3,969 2 2 委託 

農援隊設置事業 農林課 198頁 26,995 14 14 委託 

農業振興地域整備計画更新事業 農林課 200頁 21,553 19 13 委託 

担い手コーディネーター設置事業 農林課 202頁 1,940 2 2 委託 

林道環境整備事業 農林課 216頁 1,916 3 2 委託 

漁港海岸施設老朽化調査及びシステ

ム化事業 
水産課 228頁 6,825 12 7 委託 

地域資源ブランド化推進事業 商工物産課 238頁 10,292 4 4 委託 

ひらどキャラクターまちなか賑わい

事業 
商工物産課 240頁 29,258 16 13 委託 

“おもてなし”モデル施設創出事業 観光課 242頁 5,335 2 2 委託 

ひらどツーデーウォーク事務補助員

雇用事業 
生涯学習課 340頁 708 1 1 委託 

計 109,259 76 61  

 

※上記事業費については、全体事業費のうち当該事業の対象経費を計上。 

 － 200 － 別紙 雇用対策事業 

 

 

 


